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    　　プロローグ


    



    



    　人生には、その人の『在あり方かた』を丸ごと決めてしまうような、魔法の瞬間がある。


    　そのきっかけは、例えば幼い頃に観た映画だったり、読んだ本だったり、あるいは──誰かに投げかけられた言葉だったりする。


    



    　五年前、親父が亡くなる直前に病室でこんな話をしたことがあった。


    　その頃、親父はもう末期の癌がんで、ほとんど骨と皮だけになっていた。


    　親父と俺は二人でじっとテレビを観ていた。それはたぶんドキュメンタリー番組だったと思う。二○○一年、アメリカの同時多発テロが起きた場所が現在はどうなっているか、女性レポーターが報告をするという趣旨のものだった。


    「ここが、かつての同時多発テロ現場、現在『グラウンド・ゼロ』と呼ばれている場所です」


    　その女性レポーターは、その場所にようやく新しいワールド・トレード・センターが再建される、というニュースを誇らしげに語っていた。


    「ぐらうんど・ぜろ……」


    　そんな俺の呟つぶやきに応えるように、嗄しわがれた声で親父が教えてくれる。


    「そうだ。昔……あそこで痛ましいテロがあってな、たくさんの人が犠ぎ牲せいになったんだ」


    「こわいね、お父さん……」


    　だが、親父は俺以上に沈痛な面おも持もちで目を伏せる。


    「……でもな。二○○一年の九月十一日、その数日前にお父さんにとってのグラウンド・ゼロはあったんだ」


    「二○○一年……っていうと、いまから十三年前？」


    「そうだ。計算が速くて賢い子だな、焔ほむらは」


    「ぼく、そろばん勉強したから！」


    　親父は、一瞬微ほほ笑えんでから、また苦々しげな表情になる。


    「あの頃、お父さんはあまりに若くて無力で……だからお前たちを守るために、他のものを切り捨てる選択をした」


    「切り捨てた……？」


    　幼い俺は不安になる。自分の存在が誰かの犠牲の上に成り立っていると初めて聞かされたのだから。そして、俺が何も言えずにただ俯うつむいていると、親父──匂さき坂さか小こ次じ郎ろうは俺の頭に手を置いて、優しく言った。


    「……なあ焔。お父さんには昔、どうしても救えなかった少年がいたんだ。その代わりに世界は救われたけれど……あれが本当にいいことだったのかどうかいまでも自信がないんだ。だけど、ただ一つ言えるのは……焔、世の中に絶対に正しいことなんてない。だから──お前はたった一つ、お前が守りたいと思ったものを守るために戦いなさい。その結果独りぼっちになったとしても。……誓えるか？」


    　その問いに、俺はきっぱり答える。


    「わかった！　ぼく、誓うよ！」


    　正直なところ、それほど深い考えの元に首しゆ肯こうしたわけではない。だけど、それを聞いて──


    「そうか──よかった」


    　親父は、心から安心したように微笑んだ。


    「戦う人はいつだって孤独なんだ。だけど、大事なものを守るために頑張るんだぞ。だって、焔。お前のその名前は──」


    　あまり一緒にいた時間は長くはないが、親父は俺にたくさんのものを残してくれたと思う。


    　あの原体験は、今だって、いつだって、迷う時に俺を奮い立たせる。


    



    　そう、親父が残してくれたその言葉は──

  


  
    　　第一話　フェリシアズ・オンライン　Inflame case: ONLINE GAME


    



    



    　八や雲くも重工から最寄り駅前のロータリーに、一本の角張った大きな時計塔がある。その時計塔は待ち合わせには便利なのだが、肝心の時計部分がやや残念で、数字の描かれていない盤面の長針と短針が見分けづらく、芸術性と実用性の二に兎とを追おうとして一兎も得ていない感じが少々切ない。


    　ある晴れた九月の昼下がり。そのオブジェの前で俺たち「ネットガーディアンズ」は待ち合わせの約束をしていた。


    　俺よりも先に来ていたのは、卯う月づき桃もも香かと猫ねこ宮みや由ゆ希きの二人だった。


    「……それにしても」


    　俺は、視線を向けずに両脇の女の子二人に話しかける。


    「なんか近くないか、二人とも」


    　俺の腕は二人の女子にがっちりとホールドされていた。


    「焔ほむらっちが迷子にならないように捕まえてるだけみょろよ」


    「そうですよー、師匠。深い意味はないです」


    「でもこれだと、どう見てもリア充爆発しろって言われそうな状況なんだが」


    「へーきへーき。焔っちが炎上するのはネットで話す時だけみょろ？」


    「適当な憶測で人を危険な目に合わせないでくれ……」


    　俺の名前は匂さき坂さか焔。


    　人は俺のことを、銀河系で一番炎上しやすい男と呼ぶ。


    　そして、俺はネット炎上をエネルギーに変える『カグツチ』という機装インフレームを装着し、今までさまざまな事件を解決してきた。その中には、いま隣にいるアイドルのみょろきーや神絵師の桃香ちゃんの相談事なんかも確かにあったのだが……。


    　ここまで懐なつかれると悪い気はしないとはいえ、なんだか申し訳ない気分になる。俺は自分にできることをただやっているだけなんだけど。


    「……それより、京きよう子こと八雲先輩はまだなのかな。もう待ち合わせ時間から三十分になるぜ」


    「えーっと、京子さんからは遅れるって連絡ありましたけど、八雲さんはないですね……」


    　その時だった。


    「……はあっ、はあっ……。みんな、ごめん！」


    　息せき切って走ってきた戌いぬ井い京子が俺たちの前で足を止めた。


    「おす、京子。そんなに息切らしてどこ行ってたんだよ」


    「あ、えーっと……ここに来る途中で、横断歩道を渡るおばあちゃんの荷物を持ってあげて、小学生の交通整理をして、ＡＴＭ前で詐欺にひっかかりそうだったおじいちゃんを助けてあげてたら遅くなっちゃって……」


    「善行フルコースじゃねえか！　お前どこまで正義感強いんだよ！」


    　しかし、それでも来ただけましである。


    「でも、みんな先に行っててくれてよかったのに……」


    「一番いないと困る人が連絡つかずなんだからしゃあないだろ」


    　そのせいで、かれこれ三十分以上吹きっ晒さらしに立ちっぱなしなのだ。八や雲くも先輩の携帯には、何度かけてもなしのつぶてだった。


    「なにしろ、焼き肉様の権ごん化げですからね」


    「焼き肉の女王みょろ」


    「たぶん、八雲先輩もそんなのになった覚えはないって言うと思うけどな」


    　そう、今日はいつもただ働きさせられている俺たちの日々を労ねぎらい、八雲先輩が焼き肉を奢おごってくれるという約束の日だったのだ。だが、待ち合わせ時刻から三十分を過ぎても連絡すら取れない。


    「わたし、牛肉初めてで昨日からどきどきしちゃって眠れませんでした」


    「桃もも香かちゃん、あんまいいもん食ってないのは知ってるけど、そこまでなのか……」


    「はい、わたしが食べたことあるのは紙肉ぐらいですね」


    「……紙肉？」


    「紙に描いた焼き肉をおかずにご飯を食べるんです。上う手まく描けた時は本当にジューシーで……うへへ……」


    「不ふ憫びんだ……」


    　だったら、なおさら桃香ちゃんに美お味いしいお肉を食べてもらうためにも、八雲先輩に日頃の活動をばっちり労ってもらいたいのだが……。


    「……だめだ。やっぱり電話も出ない」


    　電話のかけ過ぎで、もう呼び出し音が俺の耳に焼きついてしまいそうだ。そんな俺を見かねて、みょろきーが提案した。


    「そしたら、家に直接迎えに行ったらいいみょろ。八雲先輩が来ようとしてても、駅から八雲重工に向かう途中の道ですれ違うだけみょろ」


    　なるほど。確かに、ルートは一本道だし、すれ違いもないだろう。


    「まあ……じゃあ、八雲重工に行ってみますかね」


    　手に息を吹きかけながら、俺たちはのらりくらりと歩きだした。


    



    　　　＊　　＊　　＊


    



    　九月の下旬ともなれば、少しずつ吹く風も冷たくなってくる。俺たちは縮こまる手をジャケットに突っ込みながら、八や雲くも重工への道を歩いていた。


    　俺の隣には、同じインフレーム装着者ユーザーである、『ネットガーディアンズ』の三人。こうやって四人一列に並んで歩くと、まるでギャング映画の一シーンみたいだ。……凄すご味みの欠片かけらも見当たらないけど。


    「でもさ。八雲先輩が待ち合わせに来ない理由を考えてみたんだけど……。どうせあの人のことだから、ネトゲのイベントかなんかで手が放せないとかじゃないのか？　行ったら黄色いペットボトルが大量に置いてある部屋で死んだ目をした八雲先輩がひたすらネトゲしてたらどうする？　さすがに先輩も女の子なんだからやっぱりこのまま帰るか」


    「わ、解わかんないじゃん！　押し込み強盗にふん縛られてるとかの可能性もあるし……。とりあえず様子を見に行かなきゃだめだよ！」


    　正義感の強い京きよう子こが俺を促うながすように言う。


    「師匠、それとももしかしたらわたしみたいに電話回線も電気も止められて困ってるのかもしれませんよ」


    「桃もも香かっち、あの人の金銭事情的にたぶんそれだけはないみょろ……。大方、寝坊してるだけじゃないみょろ？　めんどくさいから行ってみりゃ解るみょろね」


    　桃香ちゃんとみょろきーもそれぞれの見解を語る。相変わらず三者三様で、まとまりのない仲間たちだ。


    



    　ということで、目的地に到着した俺たちは八雲重工の敷地内に入る。一応、非常時用に合鍵は渡してもらっていた。ここを真まっ直すぐ行けば、インフレームの保管してあるガレージ（研究所）がある。


    「こんにちは、ええと……八雲せんぱーい。でなかったら多た津づ島しまさん、いないっすかー」


    　ガレージの中に入った俺たちは、奥に向かって大声で叫んでしばらく待ってみる。だが、返事はない。ガレージ内は夜逃げでもしたかのように静まりかえっていた。


    「……どうなってんだろう。多津島さんさえいないとか……」


    「あの……もしかしたらあそこにいるんじゃないでしょうか……」


    　おずおずと桃香ちゃんが指差した先には扉があり、そのドアノブには『八雲華か蓮れんネトゲ中　入ったものは地獄の裁きにあう』という無愛想な札が掛かっていた。


    「ほら、やっぱりオンラインゲーム中なんじゃねえか？　地獄の裁きまで言われちゃったら入らないほうが……」


    　つかつか、と真っ先に京子が歩み寄っていく。


    「とりあえず、この目で確かめてくるね！」


    「あ、おい京子！」


    　こういう時にはあいつの後先考えない正義感も頼りになるというかなんというか。


    　そして京きよう子こがドアノブを捻ひねると、扉は鍵がかかっているということもなく、あっけなく開いた。


    「なんだほら、やっぱりいるんじゃ……」


    　そう俺が安心したのもつかの間だった。


    　俺たちは見たのだ。眠り姫の姿を。


    



    「……八や雲くも先輩？」


    



    　部屋の広さは普通の寝室ぐらい。その中央で、八雲先輩が天てん蓋がい付きのベッドに横たわっていた。ところが奇っ怪なのはその頭部だった。全体を覆おおうように大きな機械が取り付けられている。美容院のパーマ促進器みたいなその機械からはカリカリとＨＤハードデイスクが回るような音が聞こえてきたり、緑色のランプが高速で点滅したり、いかにも『稼働中』といった様相だ。その面めん妖ようさから、俺はまるでこの機械が八雲先輩の脳のう髄ずいを直接搾しぼり取っているかのような、そんな嫌いやな想像さえ脳裏に浮かんでしまうほどだった。


    「……なんだ、これ……」


    「焼き肉せんぱ……いえ、八雲先輩、眠ってるんでしょうか……」


    「桃もも香かちゃん、名前まで変えるなよ……」


    　俺たちは用心しながらそっとその光景に近づいてみる。


    「この機械のせいで寝てるみょろ？　だったら外してみれば……」


    「でも動いてるしな……えっと、なんかステータスみたいなのが解わかりそうなディスプレイ系は……」


    　と、俺が慎重にその機械に手をかけ、調べていると──。


    「いけませんっ!!」


    「っ!!」


    　焦あせったような絶叫が部屋に響いて、俺たちを射い竦すくめた。


    　振り返ると、多た津づ島しまさんがおそらく汗拭ふき用のタオルと洗面器を手に持ったまま、部屋の入り口に立っていた。


    「あ、多津島さんすいません、返事がなかったんで入っちゃいました。ていうか……八雲先輩どうしちゃったんですか」


    　俺がそう尋ねると、多津島さんはゆっくりと近づいてきて、八雲先輩を悲しげな目で見下ろしながら答えた。


    「どうやら……お嬢様は、ネトゲの世界に閉じ込められてしまったようなのです」


    「へ……？」


    　俺は耳を疑った。


    「え、ネトゲに閉じ込め……って」


    「その頭部に付けている機械は、我わが八や雲くも重工が開発し、現在世間を席せつ巻けんしているオンラインゲーム体感装置『Oracleオラクル』。人間の脳と直接情報をやり取りし、認識的には仮想空間内に完全に入り込む機械です」


    「そんな機械が……」


    「そして、先日もお嬢様がそれに対応したネットゲーム『ブレイブリー・ファンタジア』を遊んでいたところ……急にこのような事態が発生して戻ってこなくなってしまったのです。それが三日前のことです」


    「それって、ＷＷＲワールド・ワイド・レクイエムの仕業ですか」


    「どうでしょうか……ただ、それ以来お嬢様はこうして昏こん睡すい状態に陥ってしまわれました。ご連絡が遅くなってしまったことをお詫びいたします」


    　八雲先輩がネットゲーム中毒だというのは知っていたけれど……いくらなんでもその中に捕らわれてしまうなんてあんまりだ。


    「あのっ！　なんとか八雲先輩を助ける方法はないんですか！」


    　京きよう子こがそう言った時だった。部屋のどこかに設置されていたスピーカーから、よく知った声が響き渡った。


    【匂さき坂さかさまをはじめとしたインフレームユーザーのみなさま、今のは質問でしょうか？】


    「その声は……リシさん！」


    　オンラインでインフレームをサポートする人工知能のリシさんだ。


    【ネット上から会話を聞いておりました。どうやら……マスター・カレンは、このネットゲームの最高権限者によって、強制アカウント凍結フリーズさせられたようですね。これがマスター・カレンの現在のゲーム内での様子です】


    　そうリシさんが言うと部屋のモニターの電源が点つく。その中には現実と同じようにベッドに横たわる八雲先輩の姿があった。ただし、その頭部には機械は嵌はまっていなかったが。


    「なるほど……現実と連動してるネトゲ内で凍結させられたから帰れなくなったってことか」


    【はい。そして、現在このゲームの最高権限者……つまりマスター・カレンを凍結させた者の名義はこのようになっております。……魔王、と】


    「魔王!?　それって、ハンドルネーム……？」


    【いいえ、『魔王』そのものです。このゲームは少々特殊なオンラインゲームでして、モンスターさえも操作しているプレイヤーがいるのです。そして、代々『魔王』というキャラクターがこの世界における最高権限者として認定されます。その最高権限者がマスター・カレンを凍結した、ということです】


    「なんでそんなことを……あの人のことだからどっかで恨みでも買ったのかな……え、じゃあ、なんとかしてそいつから最高権限を奪い返せば、八雲先輩も目覚めるってことか？」


    【はい、その通りです。そして魔王からゲームの権限を奪い取る手段はたった一つ。同じようにこのネトゲ内に入り、魔王をネトゲ内で倒すことです】


    「魔王を倒せば眠り姫様が救える、ってか。また、解わかりやすい達成目標だな……」


    　ていうか、そんな危険なネトゲ、みんなよくやるよな……。


    「……でもまあ、目的がはっきりしたのはいいことだな」


    　俺は、指をポキポキと鳴らす。


    「そうみょろね。どうせ暇ひまだったみょろ」


    「焼き肉のためですね！」


    「ううん、桃もも香かちゃん、八や雲くも先輩のためだよ……」


    　俺たちのそんな言葉に、多た津づ島しまさんが慌てたように言う。


    「み、みなさま……もしかして……。いけません、今のお話をお聞きになりました通り、このオンラインゲームは内部に取り込まれる可能性があるのですよ……そんな危険な事態に匂さき坂さかさまたちを巻き込むわけには……」


    　俺は、みんなの顔を見渡す。だが、その瞳に宿る意思は、誰もが俺と違たがわぬようだった。それを確認して多津島さんに告げる。


    「だいたい俺たちが八雲先輩に危険な目に遭あわされるなんていつものことなんですから。俺たちにも……八雲先輩救出に協力させてくれませんか」


    「正義の力できっと勝てます！」


    「みょろきーも面白そうだしいいみょろよー」


    「わ、わたしもお手伝いします！」


    　俺たちの宣言に、多津島さんは感極まったのか声を詰まらせた後、慇いん懃ぎんに頭を下げてくる。


    「あ……ありがとうございます……！　ありがとうございます！」


    　俺は、横目で眠ったままの八雲先輩を再び見下ろす。その綺き麗れいな顔は、ただ眠っているだけのように見えた。


    　これから助けに行くから待っててくださいよ、眠り姫先輩。


    



    　　　＊　　＊　　＊


    



    　そして、二十分後。俺たち四人は八雲先輩が付けていた脳波連動型ネトゲ装置『Oracleオラクル』を同じように頭に取り付けていた。ヘルメットをすっぽり被かぶるように付けたこの機械が脳波をリアルタイムスキャン。自分の脳が認識している『自分』をネトゲ上に再現。脳が司つかさどる五感全てを騙だますため、理論上はほぼ完璧にもう一つの世界に移住できる、というわけだ。セカンドライフ極まれりっていうか……すごい技術だな。


    「よし、みんな、繫つないだか？　じゃあ、ネトゲの世界で会おうぜ！」


    　機械を付けたまま、俺はみんなに呼びかける。


    「ラジャーみょろ」「は、はい……怖いですけど……」「行って八や雲くも先輩を助けようね！　みんなで！」


    　そんなみんなの決意の声を聞きながら、俺は目を閉じる。


    【何でも叶かなう夢の世界です。では、皆様、お楽しみください】


    　リシさん、お楽しみくださいとかずいぶん呑のん気きなことを……。なんて思う暇ひまもなく、俺の脳にちくり、と蜂が刺すような刺激があった。もちろん、実際に針が刺さったわけではなく、意識がネトゲ空間に接続されたことの証拠なのだろう。


    　……そして、気がつくと俺は暗闇の中に立っていた。


    「どこだ……ここ。もうネトゲに入れたのか？」


    　俺は漆黒の闇の中、もがくように足を前に踏み出そうとする。その瞬間、下から飛び出してくるように俺の目の前に白い影が浮かび上がった。


    「ばあ─────────っ！」


    「うわっ、なんだお前！」


    　いきなりお化け屋敷のように浮かび上がったのは、一体のデフォルメされた幽霊のような生き物だ。


    「おっす、おいらは新冒険者案内人の幽霊スマイリーだよ。『ブレイブリー・ファンタジア』にようこそ！　これから、あんたには心理テストを受けてもらうぜ」


    「心理テスト？　なんでだよ」


    「このＭＭＯＲＰＧには、各自が必ず就く職業ジヨブがある。だから、あんたのネトゲ世界での最適職を心理テストで割り出すんだ。それで初期ジョブと装備品が決まる。便利な仕組みだろ」


    「便利ってか……めんどくせえよ。スキップできないのか？」


    「スキップすると、あんたの職業は自動的に百ひやく均きんで売ってるＤＶＤのスピンドルケースになるけどいいのか？　十枚ぐらいしかＤＶＤ入らない上に転がって移動するしかなくなるぞ」


    「人間ですらなくなるのかよ！　解わかったよ、受けるよ！」


    　俺は覚悟を決めて了承した。


    「よっし、オッケー。それじゃ……まず、この絵、何に見える？」


    　スマイリーはフリップに描かれた一枚の絵を差し出して見せた。それは、籠かごに入った数個のみかん。だが、みかんには黒い斑点がぽつぽつと浮かび上がっており、どうみても腐っていた。


    「腐ったみかん」


    「まるで今のあんたみたいだな！」


    　スマイリーはぶふう、と嘲あざけるように吹き出した。


    「心理テストじゃねえだろそれ！　ただの罵ば倒とうだよ！」


    「はい、今のツッコミで適職が判別できたぜ！」


    「え、そっち!?　てか、一問で何が解わかるんだよ……」


    「ははーん、あんた……ネットで炎上とかよくするタイプだろ」


    「あっ、正確だ」


    「そんな風に日々ネットで炎上するあんたの初期職業は……でれれれれ、れん」


    　スマイリーはフリップを裏返す。そこには黒い鎧よろいを着けたキャラが描いてあった。


    「『加齢臭のする暗黒騎士』だぜ！」


    「それ加齢臭部分の設定いる？」


    「さあ、それじゃあ『ブレイブリー・ファンタジア』ワールドにいってきやがれ～」


    「おい、質問に答え……うわっ！」


    　その瞬間、まるで舞台の奈落が開くような感覚と共に、俺は足下へ落下していって──


    「うわああああああああ！」


    　落ちていく先、ずっと遠くに光が見えてくる。その光のゲートを通過したと思うや否いなや、ウォータースライダーから弾かれるように俺の身体からだは空中に放り出された。


    「うひゃああああああっ！　……痛、いってええ……ててて……ひどいことするよな」


    　そして、俺は周りを見回し驚きよう愕がくした。


    「……まじかよ、これ」


    　さっきまで八や雲くも重工にいた俺は、青空の下、一面の大草原の中にいた。いつのまにか暗黒騎士らしい漆黒の鎧まで身に纏まとっている。俺はそっと、足下の草を摘つまみ上げ、ハラハラと風に遊ばせてみる。草の一枚一枚が、現実感たっぷりに飛散していった。


    「……すげえな。これがゲームかよ。今にも草の臭いまでしてきそうだ」


    　そこで俺は、事前に聞かされていた『Oracleオラクル』の操作方法を思い出す。


    「……メニュー画面、開け」


    　そう念じながら、手の平を上に向ける。ポコン、という音と共にウインドウが表示されて、自分のステータスが表示された。


    



    　さきさかほむら


    　職業：暗黒騎士（加齢臭あり）　ぶき：べんじょからぬすんだつるぎ　ぼうぐ：こきたないよろい


    



    「……なんかみみっちい初期装備だな、このキャラ……」


    　と、俺がげんなりしていると……。


    「きゃあああああああああああ！」


    「っ!?」


    　俺の真横に穴があき、そこから滑り出るように、いきなりネットガーディアンズの三人が現れた。


    「あいたたたた……ちょっと乱暴な演出だったみょろね」


    　その衣装は、ビキニアーマーであったり、白ローブであったり、みんないかにもって感じのＲＰＧ的服装だ。


    「酷ひどい目に遭あいました～」


    「でも、みんな無事でよかったね！」


    「みんな大丈夫か……結構時間かかったな」


    「ほんとだよ！　心理テスト、五十問は多すぎだよ！」


    「あ、京きよう子こっち五十問かかったみょろ？　みょろきーちゃんは四十問ぐらいだったかなあ」


    　……え？


    「わたしはたった二十問でした……。てへ、すぐ終わっちゃうと人間としての底の浅さが測られてるみたいでなんだか嫌いやですね……師匠はどうでした？」


    「まあ、そ、そこそこだったかな……」


    　いろんな意味で人間としての底が浅い俺は少し切なくなった。


    「ていうか焔ほむらっち、その職業、何みょろ？」


    「暗黒騎士だよ」


    「……うんこ騎士？」


    「うんこ騎士じゃねえよ暗黒騎士だよ！　いや、確かに便所臭い武器持ってるけど！　つうか、みんなこそ職業なんだったんだ？」


    「ふふーん、みょろきーちゃんの適職は決まってるみょろ」


    　そして、みょろきーがウインドウを手の平から出す。


    



    　ねこみやゆき


    　職業：踊り子（売れっ子）　ぶき：くじゃくのおうぎ　ぼうぐ：あぶないいしょう


    



    「なるほどな、踊り子か。アイドルらしい職業だ。露出度も高いしな……」


    「踊りで、みんなの攻撃力を鼓舞するみょろよ」


    　みょろきーは、紫のほとんど水着みたいな上下に、黒いレースをかけているだけのまるで露出狂みたいな服だった。現実世界だったら逮捕されそうだな……。


    「つ、次、わたしも職業出してみますっ」


    　次に、フードのついた白いローブを身に纏まとった桃もも香かちゃんが手の平から出したウインドウの職業は──。


    



    　うづきももか


    　職業：白魔導士（貧困）　ぶき：ぱちもんのつえ　ぼうぐ：さいていへんのローブ


    



    「ああ、わたし、やっぱりゲームの中でも貧乏なんですか……しかも、お絵かきに何一つ関係ないジョブ……」


    　桃もも香かちゃんはがっくりと肩を落とす。


    「ま、あくまで初期職業だからさ……話によるとレベルアップすればジョブチェンジできるっていうし、これからお金貯めていい装備になったりとか、絵師になるとかすりゃいいだろ」


    　でも、白魔導士ってことは桃香ちゃんは回復系だから、サポート役として頼りになりそうだ。そして、あと一人。


    「それから……一番気になる格好をしてるのが京きよう子こなんだけど」


    　いわゆる、ビキニアーマーってやつだ。ていうか、この格好って現実だと防御力めっちゃ低いと思うんだけど。でも、ＲＰＧの相場からすると、ビキニアーマーから想像できる職業はいわゆるパワー系。戦士あたりだろうか？


    「えっと……あたしはね！」


    　そして、手の平から出したウインドウによると、京子の職業は──。


    



    　いぬいきょうこ


    　職業：ペットボトル工場で毎日ベルトコンベア上のペットボトルが倒れてないか監視する人　ぶき：ペットボトル　ぼうぐ：休日趣味のコスプレ


    



    「ファンタジー感の欠片かけらもねえ！　てか絶対弱いだろこれ！」


    「あ、あはは……こ、これから強くなればいいよね……！」


    　そして、改めてそんなまとまりのない面々を見渡して俺は思う。


    「はあ、こんなパーティで、本当に魔王を倒せるのかな……」


    　いつもなら、カグツチをはじめとしたインフレームに入って敵と戦う俺たちだ。だけど、今回はある意味では生身の自分で戦わなければならないことになる。始まる前から不安でいっぱいだった。


    「でもまあ……とにかく準備が整ったってことで……行くか！　八や雲くも先輩を助けに！」


    　ネットゲームの世界は正直よく解わからない。しかし、八雲先輩を助けるには、魔王を倒すしかないんだ。


    「うん！」「がんばるみょろ！」「がんばりましょう！」


    　そして、俺たちは拳を空中に突き合わせて冒険の始まりを誓う。眩まぶしい青空を背景に、重なる五本の右腕。美しい光景だ。……そして、俺は違和感を覚えた。


    「……五本？」


    　俺たちは一斉に、その「異物」のほうに視線を向ける。


    　そこには、豚から人間に進化したような醜しゆう悪あくなモンスターが、しれっと俺たちに交じって右手を突き出していた。


    「ぐふふ、オラも、交じったで」


    　醜悪なモンスターは、口から涎よだれを垂らしながら、低い声で喋しやべる。その身体からだは、俺たちより一回りも二回りもでかい。


    「あの……あなたは……」


    「ぐふふ、オークの奥おく山やまオク夫おだあ」


    「……オーク？　えっと……確か、このゲームってモンスターも人が操作してるんですよね？　ってことは、あなたもユーザーさんですか？」


    　なお、モンスターを操作する時だけは本来の姿に関係ない姿になるらしい。


    「ああ。オラは……頑張っても魔王を倒せそうにないから、ここでゲームを始めたばっかのレベル１プレイヤーを待ち構えて、身ぐるみ剝はがしたり卑ひ猥わいなことをしたりするのを何よりの楽しみにしてる慎つつましやかなプレイヤーだあ……！」


    　慎ましやかってかずいぶん後ろ暗いプレイヤーがいるものだな……。


    「……え、待って、ってことは」


    　ちゃき、とオークはモーニングスターを構えた。


    「ああっ！　初心者さん、襲おそわせてもらうでええええええ！」


    　オークはそのまま持ち手を振り回し、鉄球を俺たちに向けて叩たたき付けてくる！


    「うわああああああああああっ！」


    　俺たちはすんでの所で散り散りになって飛び退のく。


    「身ぐるみよこせえええええええええええええ！」


    　ぶんぶんと、オークは絶え間なく鉄球を振り回し、地面を叩きまくる。話が通じるような相手じゃなさそうだ。


    「くそっ、怯ひるんでばっかじゃだめだ！　みんな、戦うんだ！」


    「わ、わかったっ！」


    　そして、俺たちは各々の武器を構える。


    「まず、あたしが行くっ！」


    　京きよう子こが先陣を切ってオークの正面に立ちはだかった。


    「おっ、頑張れ京子！」


    　京子は、持ち物袋の中からコーラのペットボトルを取り出し、目の前の地面にそっと置いた。そして、大きく息を吸い込むと──。


    「ペットボトルにらみいいいいいいいいっ！」


    　鬼の形相でペットボトルを睨にらみ付けた！


    「……………………」


    　オークの動きが、一瞬固まる。俺たちの動きも固まる。それからたっぷり十秒ほどたった後だろうか。


    「おりゃ」


    　ぺきょん、とオークはペットボトルを蹴けり飛ばした。


    「あああああっ！　あたしのペットボトルううううう！」


    「だから、戦闘中にペットボトルを監視することになんの意味があるんだあああああっ！　くそっ、みんな固有スキルはいい！　通常攻撃を選ぶんだ！」


    　俺は手持ちの剣を思い切りテイクバックし、オークの胴体めがけて横薙なぎに切りつける。が──。その剣はやつを一刀両断するどころか、ぱちん、と情けない音がした後、数字の『３』というのが空中に浮かび上がった。この『３』というのがダメージだとすると……。


    「……あの、オク夫おさん。つかぬことをお伺いしますが……ＨＰヒツトポイント、おいくつぐらいになりますかね……？」


    「６０００なんだな」


    「ほお……」


    　俺は、こっそり左手からステータスを表示する。


    　俺たちパーティの平均ＨＰは、２００程度だった。


    「……やばくねえかこれ」


    「今だっ、油断したみょろね！　踊り子キ────ック！」


    「お、みょろきー！　いけっ！」


    　そして、敵の隙すきを突くように跳び蹴りをかましたみょろきーの身体からだも……ぼよよーん、と跳ね飛ばされていった。飛び出た数字は、２。


    「あ、あいたたた……」


    「ぐふふ、お前ら……勝てるわけねえよ。だって、レベル１だろ。なんたってオラは……レベル30だもんね────！」


    　そんなやつがスタート地点で待ち構えてるとか、なんか対策しろよゲーム会社！


    　オークは無慈悲にも俺たちのほうに手を伸ばすと。


    「まずはこの貧乏そうな白魔導士からだああああ！　身ぐるみ剝はいでやるううう！」


    「きゃああああああああ！　許してくださいいい！　お金は、お金はあるところから取るのが普通じゃないですかあああああ！」


    　桃もも香かちゃんが足を摑つかまれて、逆さ吊りにされてしまった。


    「くそっ！　桃香ちゃんを離せええええ！」


    　俺たちはその行動を止めるべく、オークに向けて何度も何度も攻撃を当てる。だが、それでも浮かび上がるダメージはやっぱり雀すずめの涙ほどで、倒せるイメージがまったく湧わかない。


    「がっはっはあ、レベル１なのにこんなとこにじっと固まってるようなバカな初心者がいるからオラたちのおまんまも食いっぱぐれねえんだあ！　最近はネットで予備知識を入れてからゲームを始める連中ばっかでオーク業界も不景気でな！　身ぐるみ剝はがさせてもらうぞ！　まず……ローブの下の下着からいくでえええ！　ぐへへえ！」


    　オークがいやらしい笑みを浮かべ、桃もも香かちゃんのローブの中に腕を突っ込もうとする。自分の無力さに、俺たちが絶望的な気持ちになったその瞬間だった。


    「……フェルラ・グランシア・フェルラ・フェルマータ……」


    　どこからか呪じゆ文もんを詠唱するような声が聞こえてきた。俺が後ろを振り返ると、真っ黒なローブを身にまとわせた魔術師風の女性キャラクターがぼそぼそと口を動かしている。そして、その詠唱に合わせて魔術師の頭上に飛び出した円メーターがゆっくりと充じゆう塡てんされていき……完全に充たされた瞬間。


    「フレイムッ燃焼！」


    　女性魔術師の伸ばした右手から炎が凄すさまじい勢いで放出され、オークの身体からだを包み込んだ。


    「ぎゃああああああああ！　熱い！　熱いいいいいいいいいいいいい！」


    　頭上に浮かび上がったダメージは５８００。オークは、矢も楯もたまらず逃げ出していった。


    「……へ？」


    　まだ、俺たちが何が起きたのか解わからず呆ぼう然ぜんとしていると。


    「……危ないところでございましたね」


    　いま攻撃呪文を放ってくれたキャラクターが、俺たちに話しかけてきた。その身は真っ黒なローブに包まれている。


    「……あなたは？」


    　俺がそう尋ねると、そいつはばさり、とローブを翻ひるがえした。


    　ローブの中身。そこには可か憐れんな少女がいた。


    　桃色のショートカットを後ろ髪だけ長く伸ばし、その後ろ髪を尾のように引き摺ずっている。サイドアップには、大きな花の髪飾り。首から下には、露出度の高いビキニの上下がそのまま背中のローブにつながった、スタイリッシュな構造の服を着ている。


    　そしてその表情には、完璧なアルカイックスマイル古拙の微笑が浮かべられていた。


    「初めまして。流しの黒魔導士を営んでおります。フェリシア・クライフェルトと申します」


    「流しの黒魔導士……」


    「見ましたところ……暗黒騎士、白魔導士、踊り子、ペ・ゲイザーの新参パーティさんでございますね」


    「あ、ペットボトルを監視する人、『ペ・ゲイザー』って呼ばれてるんだ……」


    「いや、すごいです。まさか初期職業から最強の職業であるペ・ゲイザーに就つける方が現れるなんて」


    「最強職だったの!?」


    「本来の手順で言いますと、学者→コメンテーター→都議会議員→国会議員→総理大臣を経た上でないとペ・ゲイザーには就職できないのです」


    「ずいぶん複雑な人生辿たどるんだなそれ！　でもまあ……とにかく、フェリシアさん。助けてくれてありがとうございました。一時はどうなることかと思いました」


    　俺は慇いん懃ぎんに礼を述べる。


    「いいえ、どういたしまして」


    　口ではそう返すものの、微動だにしない、顔色すら変えないフェリシアさん。


    「…………」


    「……………………」


    「…………………………………………」


    　そして、俺たちの間に気まずい沈黙が続く。


    　俺は、ちゃんと礼を述べたつもりだ。だが、フェリシアさんは満足しないのか、その場から一向に立ち去ろうとしない。相変わらず機械みたいに笑顔を貼り付けたままでじっとしている。


    「……あの」


    「どういたしましてでございます。ネットゲームならおまかせござれでございます」


    「ほんと、ありがとうございました。助かりました」
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    「はい。わたくしはこのネットゲームのことをものすごくよく攻略できます」


    「……そうなんですか」


    　埓らちが明かない。俺は、こそこそとみんなを集めて小声で会議する。


    「……なあ、あの人、なんなんだろう……。助けた見返りに金銭を要求されてるのかな」


    「無言の圧力が怖いみょろ……」


    「でも、助けてもらったのに追い返すなんてできないし、あたしたちお金もそんな持ってないし……」


    　ちらっと振り返ると、フェリシアさんはまだアルカイックスマイルで微動だにせずにそこにいた。その様さまを見て、桃もも香かちゃんが何かに気づいたように、ぽんと両手を叩たたいた。フェリシアさんに聞こえるように大声で言う。


    「……あ、あの！　もしかしたらフェリシアさん、わたしたちと、一緒に来てくださるおつもりでしょうか？」


    　その言葉を聞いて、ちょこちょこちょこ、とペンギンみたいな小走りでフェリシアさんはやってくる。


    「はい、所しよ望もうしていました」


    　事実なのか諧かい謔ぎやくなのか解わからない口調で、フェリシアさんはさらりと言う。


    「なんだ、それならそう言ってくださったらよかったのに……」


    「三歩下がって歩くのがクライフェルト家のならわしですので」


    「でも、フェリシアさんが仲間になってくれるなら心強いよ！　ねえ焔ほむら、お願いしよう！」


    　京きよう子こに促うながされ、俺は頭を搔かきながらお願いする。


    「ええと……こっちは本当初心者で足を引っ張るしかできないんですけど、よろしければお願いします……。でも、どうして俺たちなんかに協力してくれるんですか？」


    　八や雲くも先輩がネトゲ内で他人にいつも『初見死すべし』みたいな態度で接していたのばっかり見てたから、こういう展開になるとは思ってもいなかった。


    「困っている方を助けるのがクライフェルト家の定めでございますから」


    「いや、聞きたいのはクライフェルト家とかいうそういう設定じゃなくて、あなた自身がどうして……」


    　俺たちがそんなやり取りをしていると。


    「こら───っ！　野や暮ぼなこと言うんじゃないみょろ───！」


    「あたたたたたた！」


    　みょろきーが俺の肩をぽかぽかと叩いてきた。


    「みょろきーは感動したみょろ！　自分で設定を決めることは！　すごくすごく大事なことみょろ！　設定！　だいじ！　この人いい人設定！」


    「……そういうものなのか」


    　そして、みょろきーはフェリシアさんとがっちり握手をする。


    「こちらこそよろしく頼むみょろ！」


    「はい、よろしくお願いしますでございます。できれば、もっとお気軽に、気安い人間のように接していただけたらと思うのでございます」


    　日本語もぎこちなかったりするし、キャラなりきりが強すぎるきらいもあるけど……まあ、なんだかんだ、ここまでネトゲに詳しい人が水先案内人になってくれるなら俺たちとしてもこんなに心強いことはない。


    「よろしくお願いします。匂さき坂さかです。あとの三人は京きよう子こ、みょろきー、桃もも香かちゃん」


    「それで匂坂さん、これからどのような方針やペースでゲームを進めるおつもりでございますか？」


    「ええっと、俺たち一刻も早く魔王を倒したいんです。あ、でもそれより先に……八や雲くも先輩って人がこの世界の中で眠ったままになってるらしいから、その様子も見に行きたいかな」


    「でしたら、まずその方のユーザー検索をいたしましょう」


    　フェリシアはウインドウを開く。


    「ネトゲ内でのお名前は解わかりますでしょうか」


    　他のネトゲをしているのを何度も横で見たことがあるから、八雲先輩のユーザー名は覚えている。


    「『Karen_eightcloud』です、確か」


    「……承知いたしました」


    　そして、フェリシアはプレイヤー名でサーチをかける。無数の人の名前が流れていった後、一件の検索結果がウインドウ内に残った。


    「出ました。現在位置、隣町ですね。主な活動拠点もそこになっているので、おそらく住居がそこにあると思われます」


    　なるほど。まずそこに寄って様子を見てみよう。


    「ていうか、それすごいな。全部のユーザー名が検索できるのか？」


    「はい。これはわたくししかできない技術なのでございます」


    　フェリシアだけ……？　その言葉に少し引っかかったが、まあいいか。ネトゲに関しては、俺は門外漢だ。


    　フェリシアさんは、荷物を持ち直すと、こう言った。


    「それでは、早速隣町に向かいましょう。そこには大きな武器屋もありますので、装備を調ととのえることも魔王を討とう伐ばつするのには良策かと思われます。わたくしが先導して案内いたしますので、付いてきてくださいませ」
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    「ねー、まだー？　もう歩きたくないみょろー」


    　視界の向こうまで、景色の変わらない山道が延々と続いている。アップダウンを何度も繰り返しながらも、左右に見える景色は、ひたすら森。


    　俺たちは、もう数時間あまり徒歩で歩き続けていた。一応ネトゲなので肉体的に疲労はないが……精神的な倦けん怠たいがやばい。てか、みょろきーなんかさっき誰より必死でフェリシアの手を取って感謝してたのに、今じゃ一番文句たらたらだった。


    「だるー。つまんない、ねーフェリシア、ネトゲつまんないみょろー。街まだー」


    　そんなみょろきーの不平不満に顔色一つ変えずフェリシアが言う。


    「この先のクレカバンゴウリュウシュツ山を越えた後、ジャブジャブカキン沼とエイキュウメンテ街道を通過したら目的地の隣町が見えてきます」


    「なにかと闇の深そうなルートだな。……で、なんて街なんだ？」


    「ポッポポッポクルックー」


    「え？」


    「ポッポポッポクルックー、でございます」


    「…………やっぱどうかしてるな、このネトゲ……」


    



    【貿易とおいしいサブレの街　ポッポポッポクルックー】


    



    　到着した俺たちが街に入るやいなや、そんな文字表示が目の前に浮かび上がった。


    「なんでサブレ……」


    「サブレ会社がスポンサーだからでございます」


    「宣伝が露骨だな……ってか、この町並み、すごいな」


    　石畳の道路とか、回る風車、まるで本当に中世時代のヨーロッパの都市に来たみたいだ。ＢＧＭは笛や太鼓を楽器に使っており、賑にぎやかな雰囲気だ。


    　もちろん音楽だけでなく実際にメインストリートはすごい熱気で、露天商などもひしめきあっていて、人通りが絶えない。


    「すごいな、盛り上がりが」


    「『ブレイブリー・ファンタジア』は大変人気のあるネトゲですから、これくらいはむしろ少ないほうでございます」


    　だが、そんな中でも気になるのは……さっきからじろじろと視線ばかり感じることだった。特に女性陣に。


    「ひゅーひゅー、お嬢ちゃん！　俺のエクスカリバーを君にインストールさせてよ！　いいじゃん！」


    　実際にそんなヤジを飛ばしてくるやつもいる。民度が低い。


    「焔ほむら、なんか怖いよ……」


    「わ、わたしもゾクゾクします……」


    「……みんな、あまり俺から離れるな」


    「う、うん……」


    　みんなをガードするように俺たちは街を行く。だが、どんなにガードしても守り切れないこともある。ふとした隙すきに、歯が何本も抜けたガラの悪そうな男がいつの間にか俺たちのそばに近寄ってきていた。


    「なあねえちゃん」


    「あっ……！」


    　止める間もなくそいつは、いきなり京きよう子この腕を摑つかんできた。


    「きゃっ……あ、あの……あたしは……」


    「な、ねえちゃん。いいじゃねえかあ……俺の聖剣インストールさせろよお……なんならゲーム内だけでもいいからよお、サービスしてくれよお……」


    「う、うう……焔ぁ……」


    　京子は涙目になっている。


    「てめ……」


    　だが、俺が助けようとするより早く──。


    「フェイマータ……フローズ氷結！」


    「ぎゃあああああ！」


    　高速詠唱。フェリシアが一瞬でそいつを氷漬けにしていた。


    「粗末なものをあまり誇らしげに自慢しないでいただきたいと思います」


    「あ、ありがとう、フェリシア……」


    「気をつけてくださいませ。このゲームは十八禁要素もたぶんに含まれておりますので、今のようなナンパ行為も日常茶さ飯はん事じでございます」


    「殺さつ伐ばつとしてるな……」


    　やっぱ怖い、オンラインゲーム。


    「さて、それで八や雲くも先輩の家ってのはどの辺にありそうなんだ？」


    「どうやらあの家のようでございます」


    　フェリシアは、丘の上に立っている豪邸をいとも容易たやすく指差した。


    



    　その建物に近づいた俺たちは、さらに驚いた。


    「ていうかこれ……まんま八雲重工の研究所じゃないか？」


    　このゲームは、非公開設定になっていなければ家の中に入ることも可能なようで、俺たちはすんなりとその中に入ることが出来た。そしてまた驚いた。


    「パソコンとか机とか、再現できるものはほとんど完コピじゃねえか……あ、これもか？」


    「どうしたの、焔ほむら？」


    　俺はテーブルの上に写真立てを見つける。


    　そこには、八や雲くも先輩によく似た一人の女性の姿が写っていた。


    「この写真、八雲重工の研究所内で見たことある気がする……わざわざスキャンしてまでゲーム内に持ってきたのか？」


    　俺がその写真をためつすがめつ調べていると、フェリシアが教えてくれた。


    「いいえ、少し違うと思います。それは『ネトゲの女神』ですから」


    「ネトゲの女神？」


    「大抵のゲームには『イースター・エッグ』といって、ゲームの本編に関係なく制作者がお遊びで入れる機能や画像があるのですが……その画像は、おかしなことに、あらゆるネトゲに偏在するといわれているのです。そしていつしか、こう呼ばれ出しました。『女神』と」


    「だからネトゲの女神、か……。だとしたら、なんで八雲先輩はこの人の写真を現実でも持ってたんだ……？」


    　もしかして、八雲先輩がネトゲにハマっていた理由の一つに、この写真が関係あったりもするのだろうか？　……なんてことまで考えてしまった。


    　そして、俺たちは寝室に向かい──八雲先輩の姿を確認した。


    「……八雲先輩」


    　天てん蓋がい付きのベッドに静かに横たわる八雲先輩。呼吸はしているが、目覚めそうな気配もなく、その姿は眠り姫そのものだった。彼女はこのオンラインゲームの世界で眠ったまま、今どんな気持ちでいるのだろうか。


    「……必ず魔王を倒して助けてあげますからね。焼き肉のためにも」


    　俺は、そう改めて誓ったのだった。


    



    「よし、じゃあ武器屋に行こうよ！」


    　八雲先輩の家から出た後、再び街の中央を指差して京きよう子こが言った。


    　だが、フェリシアはその発言をこう遮さえぎった。


    「……いいえ。ネトゲを始めたばかりの方は、まだ武器屋の利用権が解放されていません。まず、武器屋を解放するために、クエストをいくつかこなす必要がございます」


    「よっしゃ！　クエストか！　ダンジョンに行くのか、モンスター討とう伐ばつか、腕が鳴るぜ！」


    　ようやく本格的にＲＰＧらしくなってきたぞ。


    　少しわくわくしながら、まだ見ぬ冒険に向けて俺は気合いを入れ直した。
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    　一いつ升しよう瓶びんが二本入った風呂敷包みを俺が渡すと、三十人目のお婆ちゃんはこんなことを言った。


    「はい、ありがとうねえ、わざわざ届け物を届けてくれて。そういえば向かいの田た中なかさん家が電球切れたって言ってたから、とりかえてあげてくれんかのう」


    　その瞬間、新しいクエスト【田中さん家の電球をＬＥＤに】がステータスに追加されたことを俺は確認した。開いたウインドウでクエスト一覧を見ながら、桃もも香かちゃんが整理する。


    「ええと……次は三丁目の山本さん家で梅干しを蜂蜜漬けにしてから水道管を修理して、市役所に税金を払いに行くんですね。いやあ……全然減ってかないですね、クエスト……」


    「うがあああああああっ！　なんだよこのゲーム！　ハラハラドキドキしねえ、ただのお使い作業ばっかじゃねえか！　面白くもなんともねえよ！」


    「で、でもクエストなんだから頑張らなきゃ……」


    「クエストってかお使いだろうが！　これクソゲーだよ、クソゲー！」


    　うんざりしている俺を諭さとすように、フェリシアが教えてくれた。


    「匂さき坂さかさん、もしかしてネトゲを普通のゲームと思っておりませんか？」


    「え、これって普通のゲームじゃないのか？」


    「はい。というよりネトゲは、ゲーム自体がそんなに面白い必要はないのです」


    　衝撃的な発言だった。


    「ネトゲはコミュニケーションツールでセカンドライフツールなのです。可愛かわいかったり格好よかったりするキャラになりきり、会話しながら『もう一つの世界』を共同で楽しむ、その側面が一番重要なのです。コミュニケーションそっちのけで夢中になれてしまうようなシナリオは、むしろコミュニケーションを阻そ害がいしてしまいます。まったくつまらないのも駄目ですが、ゲームとしての面白さはそこそこでいいんです」


    「そこそこ、か……」


    「あと、一気に満足してしまう大きな達成感ではなく、小さな達成感を断続的に与えることでユーザーが離れないようにするわけですね。そのために小さいクエストが延々用意されているわけです。最優先事項は、抜けられない雰囲気を作って、細く長く課金させること」


    「なんというか、ネトゲって搾さく取しゆの仕組みがよくできてるんだな」


    　過去にオンラインでないＲＰＧはいくつかやってきたものの……この世界は俺が今までやってきたゲームと文化が違いすぎて少々戸惑う。


    「というのがネトゲだ、と、わたくしのかつて見た人は言いました」


    「あれ、フェリシアも前は誰かとパーティ組んでたんだ？」


    「いいえ、パーティは組んでおりません。その人物のことを見ていただけです」


    　なかなかフェリシアも謎なぞの多い子だ。


    「でも師匠、これだけクエストをこなしたお陰で、結構お金が溜たまりましたよ！　たぶん武器屋も解放されましたし。うっへっへ」


    　桃もも香かちゃんがちゃりちゃりと銭ぜに袋を揺らす。


    　俺がステータスを確認すると、パーティの所持金は『１０００マネー』となっていた。


    「あ、ほんとだ」


    　フェリシアが、すうっと手を伸ばす。


    「では、あそこにあるのが、武器屋になります」


    「やった────！　やっと新しい武器が買える───！」


    　京きよう子こが、とたとたと武器屋に走っていく。


    「あ、おい、京子！　まったく、あいつの行動力はほとほとすげえってか……」


    　と、その時だった。街頭で立ち話をしていた人たちの会話が偶然耳に入ってきた。


    



    「やー、それにしてもこの世界も人が増えたねー」


    「『Oracleオラクル』が開発されてからだよ。もう普通のネトゲになんて戻ってらんねえよな」


    「なんでも、八や雲くも重工の先代社長も引退してからネトゲにどっぷりだって噂うわさだぜ」


    



    　八雲重工の先代……八雲先輩が毛嫌いしている、お父さんのことだろうか？　娘がこんなことになってるのにネトゲとか……っていうか、もしかしたら同じ世界にいるのだろうか？　見つけたらとっちめてやりたいぐらいだ。


    



    　武器屋で、京子が所持金を叩たたき付けながら興奮気味に注文をしていた。


    「すいません、この２００マネーでペ・ゲイザー用の強い武器を下さい！」


    「それなら、コアップガラナ（北海道限定）とかレアだよ」


    「買ったっ！」


    「だからペ・ゲイザーがペットボトルを変えるってなんか意味あんのかよ！」


    　一方、俺も俺で店主に話しかける。


    「えっと……あの、買える範囲で一番強い武器をくれませんか。俺たち、魔王を倒したいんですけど」


    「うーん、そうだね。暗黒騎士用の一番強い武器だと、この『魔剣ティルヴィング』になるな。鞘さやからひとたび抜けば必ず誰かを殺す代わりにいずれ持ち主も破滅させるという、精神年齢が中学生ぐらいなら夢中になること請うけ合いの魔剣さ。代金は１００００マネーだよ」


    　俺は財さい布ふを探る。


    　……足りるはずがなかった。その顔を見て取ったのか、店員も静かに聞いてきた。


    「……いくら持ってるんだい？」


    「２００マネーぐらいです。じゃあこれで買える分の……」


    　その瞬間、店主の顔色が変わった。


    「か──っ、ぺっ！」


    　唾つばを吐き捨てる。


    「なっ……！」


    「てめえみたいなやつは、雑ぞう巾きんの汁でも絞って飲んでろ！」


    「……どうしてそんなこと言うんですか……一応俺、客なのに……」


    「……なんかてめえと話してるとムカムカするんだよ」


    「え？」


    　みょろきーがははーん、とでも納得した表情でこう語る。


    「なるほどねー、これオンラインゲームだから、焔ほむらっちが何か喋しやべると、一いつ挙きよ手しゆ一いつ投とう足そくが人の反感を買うわけみょろ」


    「ひでえ！　理不尽すぎる！」


    「あれ、でもわたしたちは師匠とつきあいが長いから大丈夫ですけど、そうしたら……」


    　桃もも香かちゃんが納得いかない、という顔で言う。


    「なんで、フェリシアさんは平気なんですか？」


    　確かに、俺と日常会話を交わしていても、フェリシアが怒ったことは一度もない。


    「なんでだ、フェリシア？」


    　俺もなんでだろうと思ってそう聞いてみると。


    「匂さき坂さかさんへの思い入れが違いますので」


    「……へ？」


    「うわ……焰っち、こんな短期間でもうフェリシアをたらしこんだみょろ……」


    「……は、はは……。会ったばっかなのに、フェリシアは面白い冗談を言うものだな……」


    　そうだ。冗談に決まっている。


    「それにしても、どうしよう。とりあえず１００００マネー溜ためたほうがいいのかな……」


    「……あ、こういうのはどうでしょう」


    　桃香ちゃんが何かを思いついた。


    「一旦、八や雲くも重工に帰って、多た津づ島しまさんに資金援助してもらうんです。八雲重工のお金をドブに捨てるつもりでじゃぶじゃぶ課金すれば、強い武器ぐらい買えるんじゃないでしょうか」


    「桃香ちゃん、他人の金だと思うとずいぶん強気になるね……」


    　だが、俺たちの会話をフェリシアが否定した。


    「それは無理でございます」


    「なんで？」


    「これがもしソシャゲだったら、じゃぶじゃぶ課金で強い武器を買うことができます。しかし継続課金前提のネトゲというものは、時間による経験値が否定されてはいけないのです。ユーザー間の一発逆転は、よっぽどのことがないとあってはならない。古参ユーザーのメリットを消すようなこと、リアルマネーからネトゲマネーへの変換は御ご法度はつとなのでございます」


    「……それじゃ、最強武器を手に入れるには最短でどれくらいかかるんだよ」


    「このゲームが始まったのは三年前ですから、今からトッププレイヤーに追いつくには……二年ぐらいですかね」


    「待てるか！」


    「ですが、ただ……このゲームには、『経験』の差をひっくり返す一発逆転要素が一つだけ用意されているのです」


    「経験をひっくり返す要素……？　それって……」


    　フェリシアは、街の奥にある巨大な施設を指差した。


    「カジノです」
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    　ネオンサインが飾り立てる、いかにもキラキラピカピカした施設。ここがクルックーの街のカジノだそうだ。


    「いらっしゃいませー」


    　俺が入るやいなや、大量のバニーガールが出迎えてくれた。


    「ねえん、お兄さん、遊んでってよお」


    「お、おう……」


    　バニーガールたちはいきなり腕など絡ませてくる。その胸が腕に当たり、そのリアルな触感にネトゲすげえな、と感心してる中──。


    「けふんけふん」


    「あ、い、いや、そんな場合じゃねえよな」


    　京きよう子この咳せき払ばらいで、俺は正気に戻った。スタッフさんにとりあえず尋ねる。


    「すいませんバニーガールさん。このカジノにはどういうギャンブルがあるんです？」


    「はーい、スロットマシーン、ブラックジャック、ポーカー、ルーレット、パチンコ、オリーブオイル占いがありまーす」


    「……最後のは置いておくとして。それで、マネーが稼かせげるんですね？」


    「いいえ、マネーは一旦コインに換えていただきます」


    「え！　手に入るのはコインだけ!?」


    　すると、バニーガールさんは俺の耳に唇くちびるを寄せてきた。


    「ええと、このカジノは表向きには健全な施設ということになっていますので……。コインを稼かせいだら、まず全部ボールペンに換えてください。すると、隣の建物になぜかそのボールペンをマネーに換金してくれる交換所があります」


    「そういうところでちょくちょくファンタジー感がないんだよな、このゲーム……」


    　どうやら、レートも１コイン＝１マネーらしい。さっきの武器屋にあった一番強い魔剣ティルヴィングは１００００マネー。


    「よし、みんな、目標は１００００コインだ。一発逆転を狙ねらうぞ！」


    「おっけーみょろ」


    「わかりました……お金稼ぎは自信ないですけど……」


    「おーっ！　がんばる！」


    



    　そして、十分後。


    「……ひっ！　……ひっ！」


    　ぐにゃー、と歪ゆがむ空間の中で、俺は、パチンコ台（通称『沼』）とにらめっこしていた。だが、祈りもむなしく、最後の銀玉が下の穴に吸い込まれたのを確認する。その瞬間、へなっ、と俺は倒れ込む。


    「ダメだあ……」


    　今のがちょうど、引き換えた最後の銀玉箱だった。手持ちコイン、消滅。


    「うう……みんなはどうしてるかな」


    　俺が、みんなを捜すと……みょろきーは撮影会を開いていた。


    「はーい、並ぶみょろ。みょろきーの前で一枚ＳＳスクリーンシヨツトを撮るごとに１００マネーいただくみょろ」


    　そこに気弱そうな男性がみょろきーに話しかけてきた。


    「あの、すいません、すぐに見抜きしてもいいでしょうか？」


    「見抜き……？　ああ。たまってる、ってやつなのみょろ？」


    「はい」


    「しょうがないみょろ……」


    　そして、みょろきーは男性の前でポーズを取って、止まる。男性は一時的にオフラインになったのか、しばらく動かなくなった後、またすぐに帰ってきた。なんだかその顔は妙にスッキリとしている。それから２００マネーをみょろきーに支払う。


    「なんか今、回線の向こうですごい悲しい男の性さががあった気がする……。てか、普通に仕事にはなってるけど……」


    　カジノにいるんだからせめてマネーじゃなくてコインで稼げよ……。


    「でもみょろきーちゃんも自分のコインは五分ぐらいで全部スッてたよ……」


    「……え？」


    　気が付くと、俺の足下で京きよう子こが床に寝そべって消沈していた。


    「どうしたんだ、京きよう子こ……」


    「あたし、つっこむと見み境さかいがなくなるから……一台のスロットで全部スッちゃった……」


    「ちょっとは自制しろよ……いや、俺もまあパチンコで全部スッたんだけど……」


    「あ、あははー……あ、あたしたち似た者同士だね……」


    「あー、どうも、みなさんどうでした？」


    　そこに、桃もも香かちゃんがやってきた。だが、その手には、コインではなく、スケッチブックが握られている。嫌いやな予感がした。


    「桃香ちゃん、コイン増えた？」


    「少し、増えました！」


    　おお！　意外だ！


    「何枚？」


    「二枚です」


    　聞いた話によると、どんなギャンブルでも堅実にチップを一枚ずつしか賭かけないため、決して大当たりはしないのだった。


    「もうめんどくさくなっちゃって……二枚分でノートと鉛筆をもらって、カジノ内をスケッチしてました」


    「そうか……結局ギャンブル向いてないんだな……俺たち……」
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    　なんだかんだで、全員スッたわけか。仕方ない、みょろきーが働いてたっぷり稼かせいでくれるのをここで待と……。


    「匂さき坂さかさん、匂坂さん」


    　少し離れたところからフェリシアが俺を手招きしていた。


    「どうした、フェリシア？」


    　俺は近寄る。


    「よろしければ、わたくしと一緒に行動いたしませんか」


    「俺もスッちゃったし、別にいいけど」


    「……ありがとうございます」


    　フェリシアはやはり微動だにしない。


    「ええと」


    「……表情は変わりませんが、喜んでいるのでございます」


    



    　とにかく、俺はフェリシアについていくことにした。


    「それでフェリシア、何か策はあるのか？」


    「はい。確実に勝てるところに行きます」


    「カジノにそんなのあるのかよ」


    「……ポーカーです」


    　フェリシアの指差す先には、男たちが頭を抱かかえたり、ガッツポーズをしたり、悲ひ喜きこもごもがあった。


    「あれは……？」


    「カジノにおけるポーカーで最もポピュラーなルール、テキサスホールデムが行われている台です。ちなみにノーリミット（青天てん井じよう）で」


    「でも、ポーカーなら必ず勝てるわけじゃねえだろ」


    「ポーカーならわたくしが勝てるという理由は……ポーカーは、このカジノで唯一、対人で行われる心理戦のゲームだからです」


    　滑り込むようにフェリシアが既に六人ほどが囲んでいた卓、その最後の椅い子すに着席する。


    「わたくしがやりますので匂坂さんは後ろで見ていてください」


    「わ、わかった……」


    　俺は、フェリシアの背後につく。でもそう言われたが大丈夫かな……。なんか心なしかこの卓のメンバーみんな強こわ面もてだし……。フェリシアの目の前にいる男なんて、ガタイよくて、顔は切り傷だらけで、相当な数の修羅場を潜くぐっている雰囲気だ。


    「へっへっへ。お嬢ちゃんいいのかい。俺と一緒の卓についちまってよ。俺はここらじゃ青天井のジョーで通ってる。青天井ルールのギャンブルで負けたことねえんだ」


    　ジョーは不敵に笑った。


    「問題ありません」


    「……けっ。お嬢ちゃん、能面みてえにおんなじ笑顔しやがって。今にその綺き麗れいな顔を、冷や汗ダラダラにしてやんぜ」


    　なんだか、めっちゃ腕に自信ありって感じだ。だ、大丈夫かなフェリシア……。


    「さあ、始めましょう」


    　フェリシアがもともと持っていたコインを足して、こちらの手持ちチップは、一本が１００コインの筒つつ、十本。つまり１０００コインだ。これを十倍に増やしたい……。


    　そして、参加料としてチップ二本を出した後、フェリシアはじめ卓についていたそれぞれのプレイヤーにトランプが二枚ずつ配られる。


    　俺は、ヘルプを参照しながら、このポーカーのルールを把握しようと試みた。


    　──テキサスホールデム。


    　ポーカーというゲームは、基本的にトランプ五枚を使って手役を作るわけだが、このルールでは手札として「二枚」がそれぞれのプレイヤーに配られる。そこに、ターンごとに最初三枚の状態から場に増えていく場札（最大五枚）と自由に組み合わせて、最大七枚の中から五枚で役が作れるかどうか判断し、勝負するなら賭かけ金を上乗せ（レイズ）するか、勝負から降りて（フォールド）いくわけだ。そして、最終的に勝者一人が場に出ているチップを全部自分のものにすることができる。


    　今、場に出ている札は……。


    



    　クローバーＫ


    　ダイヤ６


    　スペード９


    



    　この三枚。マークも、数字もバラバラな三枚が出てしまった。


    　つまり、プレイヤーは現在手札に持っている二枚が何であっても、マークを五枚揃そろえること（フラッシュ）はできず、番号をつなげること（ストレート）も成立しない。


    　やや役の作りにくい場札が出てしまったということだ。


    　まず、ジョーは不敵な笑みを浮かべて──。


    「レイズ」


    　賭金上乗せだ。そう宣言しながら、チップを追加してずずいと前に押し出した。


    「フォールド」「フォールド」「フォールド」


    　六人中三人が、勝ち目がないと判断したのか、早めに勝負から降りることを選択した。このあたりの駆け引き、勝負上手な感じがする。


    　ちなみにフェリシアの手札は、俺から見えないように伏せられている。まあ、俺が見てしまうときっと顔に出てしまうから、それでいいだろう。


    　さて、どうするのだろう、と思って見守っていると、フェリシアも応じるように「レイズ」とチップを二本押し出したのだった。これで賭かけチップは四本。


    　さあ、二ターン目だ。新しい場札がもう一枚追加される。残る参加者は三人。


    



    　スペードＱ


    　クローバーＫ


    　ダイヤ６


    　スペード９


    



    　追加されたのはスペードのＱ。また現時点で、勝負するか、降りるかを決める。泣いても笑っても、追加される場札はあと一枚だけだ。


    「……フォールド」


    　ジョー以外に残っていた参加者が降りた。これで残っているのは、ジョーとフェリシア。完全に二人の勝負になったわけだ。


    「……いいのかい？　お嬢ちゃん。俺は──」


    　ジョーがチップを追加して前に押し出す。


    「もういっちょレイズだ」


    　だが、フェリシアは眉まゆ一つ動かさず、変わらぬ笑顔で。


    「こちらもレイズです」


    　二本追加で六本。同じように、ノータイムでチップを上乗せしたのだった。


    　そして、運命を決める札。最後の場札がめくられた。


    



    　スペードＫ


    　スペードＱ


    　クローバーＫ


    　ダイヤ６


    　スペード９


    



    　このような状況になった。最後の場札はスペードのＫ。


    　しかし、俺は解わかった。今の札がめくられた瞬間、ジョーが明らかにほくそ笑んだ。


    「……どどーん、とレイズ」


    　そして、ジョーは手持ちのうち四分の三はあろうかという大量のチップを押し出す。


    　勝利に相当な確信を持っているのだろう。だが……それを受けてもフェリシアは、何一つ表情を変えなかった。


    「……わたくしもレイズでございます」


    　チップの筒つつを押し出す。筒十本中、八本が押し出された。


    　俺は心臓が飛び出そうなほど驚いた。


    　驚いたのは、ジョーも同じだった。


    「なっ!?」


    　そして、取り繕つくろうように笑う。


    「ははは……ブラフはつたりはいけねえぜ。お嬢ちゃん、いいのかよ。こっちの手札も知らないで……」


    「構いません」


    「…………」


    　こちらのレイズがブラフかどうか、疑っている顔だ。


    　向こうからすれば、こちらに手が本当に入っているのかを確かめたいところだろう。もしくは……こっちが降おりないかと願っているか。


    　と、その時だった。ジョーは少し前のめりになると。


    「おおおおおっとおおおお！　転んじまったあああああああ！」


    　ばさあ、とジョーの手札がわざとらしく開かれた。……明らかにこちらに見えるように。


    　そこには……ダイヤのＫとハートのＫ。


    「なっ……！」


    　場札と合わせてＫ四枚。フォーカードが完成していた。


    　俺は、頭上に掲げられた役一覧を見る。


    　フォーカードに勝てる手役は──ストレート・フラッシュのみ。トランプ五枚のマークが同じで、数が並びという、なかなか出る可能性のない手役。


    　つまり、現状で言うなら、こちらの手札が


    　スペードＪ


    　スペード10


    　の組み合わせでないと勝てない状況だ。しかもスペード二枚が出たのが最後の二枚ということは、すなわち、トランプの枚数五十二枚引くことの、既に見えていた五、六枚を引いた四十七分の一×四十六分の一。で、ええと……合ってるよな？　俺は脳の中でそろばんを弾はじいて、計算してみる。


    　つまり、二千百六十二分の一。


    　フェリシアは約〇・〇〇〇四％の確率を引き当てたということになる。まあ、まずない。


    　百万人中九十九万九千九百九十六人がフォールドする状況だ。


    「は、はははは……嬢ちゃん……そんな確率本当に引いたっていうのかよ……」


    「特に、他に言うことはありませんか？」


    「……は？」


    「レイズです」


    　フェリシアは、十本目を押し出した。


    「なああああああああああああああっ！」


    　フェリシアは、これでコイン全てを賭かけたことになる。


    　ジョーの冷や汗が見えた。「あ、あの俺の手札を見て、なんで顔色一つ変えないんだ……」と内心で言っていそうなほどだ。


    「ま、まさか、お嬢ちゃん、本当に……？」


    「ところでジョーさん、よろしければ、さらなる青天てん井じようルールを課しませんか」


    「あ、青天井……？」


    「可能なら、現状でまだコインに加えてわたくしの衣服もレイズさせていただきます」


    「服ううぅ!?」


    「今、わたくしが着用しているのはみかわしのコートです。市況価格、６０００マネーにはなるはずですが」


    　いや、その場にいた全員が違うことを考えたはずだ。フェリシアが脱ぬぐってそれ、ローブの価値よりよっぽど価値があるだろう、と。


    　場が一気にヒートアップする。


    「ふーく！　ふーく！　ふーく！」


    「その代わり……わたくしが勝ったら、あなたの家をいただけますか」


    「家えええええええええええええええ!?」


    　それでも、この場で明らかに一番死にそうな顔をしているのは、ジョーだった。


    　それはそうだ。九十九％勝てるはずの札を見せても、相手は一歩も引かないのだ。だが、周囲のムードは完全に勝負ムードだ。


    　ジョーは、ちらりと腕時計を確認すると。


    「あっ！　そういえば、用事を思い出した！」


    　席を立とうとした。


    「……フォールドということでよろしいですか。……家は諦あきらめますが、場に出ているチップだけはいただいていきますが」


    「あ、ああ……そ、そうか……ま、それぐらい持ってけ……は、ははは……」


    「了解いたしました」


    「いや、逃げるわけじゃないんだけどね。そういうことになるかな……はは……あはは……」


    　脂あぶら汗をだらだら垂らしながら、後ずさるようにジョーは消え去った。これで、場のチップは全てフェリシアのものだ。


    「はい、勝ちました」


    「いや……すごいな、フェリシア。ちなみにその手札は……」


    「役はできておりません、何も。いわゆるブタ様でございます」


    「……………………」


    　それで顔色一つ変えないのかよ。人間業わざじゃない。


    　ポーカーフェイス、という言葉はまさにこういう時に生まれたのだな、と俺は思った。


    



    　それから何戦も繰り返し、俺たちは貯たまった（というかフェリシアが貯めてくれた）１０００００コインを持ってみんなのところに戻る。


    「わー！　フェリシアちゃんどうやったの！　わー！」


    「ポーカーで稼かせぎましてございます」


    「……みんなはなにしてたんだ？」


    「うん、もうやけになって、経験値上げしてたよ。ペ・ゲイザーのレベルも８まで上がったよ！　ネットゲームは楽しいなあ！」


    「わたしも、お金を貯められたの初めてです！　ネットゲーム！　すごい！」


    　京きよう子こたちはなんだかすっかりゲームにハマってしまっているようだった。


    「……いいか、みんな。あくまで八や雲くも先輩を助けるために俺たちは仕方なくネトゲをやってるんだからな。夢中になりすぎるなよ。ネットゲームは……沼だぞ」


    　でも、今回の一件で俺はネットゲームの魅力が少し解わかった気がする。


    　要するに、努力が報むくわれる世界なのである。


    　現実世界では、努力の上に才能とか、運とか、家庭環境とか、どうにもならない先天的な差が大きくて、努力が報われるとは限らない。


    　それよりは、こちらに人生を賭かけたほうがまし、ということでもある。


    　前にニュースで見たことがあるけれど、ネットゲームをやりながら餓死した人というのは、もしかしたら幸せだったんだろうか？


    　そんなことまで考えてしまう。


    「ま、とにかくマネーは手に入ったんだ。今日は休んで、明日は買い揃そろえた武器で魔王を倒しに行くぞ」


    「お──う！」


    　俺たちパーティは、嬉々としてクルックーの街の宿屋へ入ったのだった。


    



    　　　＊　　＊　　＊


    



    　宿屋は二階を取った。あの町並みにもかかわらず、和風テイストの入ったお洒落しやれな旅館だ。


    「わ─────い！　温泉だみょろ！　温泉だみょろ！」


    「でも、一応アバターなんですけど、わたしたちって恥ずかしがるべきなんでしょうか……」


    「あ、あたしもちょっと恥ずかしい……だって、現実世界と一緒……」


    「ぬふふーん、京きよう子こっちもなかなかいいもの持ってるみょろね？」


    「ひゃあっ！　さ、触らないでよお……」


    　温泉のほうから、そんなふうにみんながはしゃいでる声だけが聞こえる。一方、俺はフェリシアと二人きりで部屋に残っている。縁側に腰掛けて、フェリシアが涼んでいた。


    「……なあ。みんな、温泉に行ったけど、フェリシアは行かなくていいのか？　ゲームったって、風呂入るのは気持ちいいんだろ？」


    「わたくしは必要がありませんので」


    　時々、フェリシアはそんなわけの解わからないことを言う。


    　それにしても、こいつと出会ってほとんど時間なんて経たってないんだが……知れば知るほど不思議な子だと思う。魅力がある……というより、それ以上に、どうしても古くからの知り合いだという疑念が拭ぬぐえない。


    「……なあ、フェリシア。聞きたいんだけど」


    「なんでしょうか？」


    「お前にも生活はないのか？　仕事とか……」
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    「いいえ、わたくしにとっての現実はここにしかございません」


    「だけど、誰だってネトゲをやるためのお金とか環境は必要じゃ……」


    「夜風が涼しいでございます」


    　フェリシアは、その言葉を最後まで俺に喋しやべらせようとしなかった。そして、こちらに向き直る。変わらない笑顔で。


    「……匂さき坂さかさん。楽しんでいますか？」


    「楽しんでるっていうか……目的が楽しむどころじゃないからさ」


    「匂坂さんは、何をしにこのネトゲに？」


    「人を助けに来たんだ」


    「……素敵じゃないですか。まさに主人公……勇者さまですね」


    「そんな大したもんじゃないって……。でもまあ……確かにハマる人がいるのは解わかる気がするな。ネットゲームに。これだけ魅力的な、もう一つの現実があるんなら」


    「……ええ。もしよかったら、匂坂さんもここに居を構えませんか？」


    「……え？」


    「このオンラインゲーム、結婚というシステムがあるのでございます」


    　そして、フェリシアは懐ふところから何かを取り出す。指輪、だった。


    「もし、匂坂さんがよろしければ、でございますが。わたくしの力なら、ここでいくらでも稼かせぐことができます。何一つ不自由のない暮らしが得られます。ずっと、この世界で気楽な暮らしを続けてみませんか？」


    　フェリシアさんは、意味深な目線で俺を見つめて──俺にのしかかってきた。


    「どうで、しょうか？」


    　全身に柔らかな感触と、重みがかかる。


    　艶なまめかしい顔と、衣服に収おさまりきらないボディラインが扇せん情じよう的だ。


    「ネトゲから……恋愛に発展して、生しよう涯がいの伴はん侶りよを見つけるということも、よくあるそうです。でも……この中だけで幸せな家庭が築けたら、完璧ではありませんか」


    「……俺は、さ」


    　俺は、自分の人生を振り返りながら答える。そっと、フェリシアを押し返して。


    「もうちょっと、現実で頑張ってみるよ」


    「……みなさまの話によると、匂坂さんは現実世界では炎上、するのですよね？　なのにどうして？」


    「……諦あきらめが悪いからさ。難しいゲームのほうが燃えるタイプ、なのかもな、たぶん」


    「そうですか。残念でございます」


    　貼り付いている笑みこそ変わらなかったが、心なしかフェリシアは悲しそうな顔をした気がした。


    



    　　　＊　　＊　　＊


    



    　翌日、最強の武器を手に入れた俺たちは意気揚よう々ようと魔王の城へ向かうことにした。


    「いきましょう。魔王の城はこの先でございます」


    　そんなフェリシアの先導にテンションが上がる。


    「おー！」


    　さて、一応この世界はＲＰＧなので、その道中にも敵は現れる。


    「うおー、闇っぽい魔導士だぞー」


    　いかにもザコザコした感じで雑ざ魚こが湧いて出てきた。


    「さあ、雑魚を一掃……」


    　フェリシアが呪じゆ文もんを唱えようとしたのを、京きよう子こが押しとどめる。


    「京子さん……？」


    「ふふふ、ここはあたしにまかせて」


    　そして、京子は大きく息を吸い込むと──。


    「今こそ、あたしの真の強さを見せてやる！　ペ・ゲイザー必殺技レベル８！　詠唱！　労働基準法Labor Standards Low────！」


    　京子はそんな呪文を唱えた。


    　どこからともなく、スーツの男が大量に現れる。


    「どうも失礼します。私たちはペットボトル工場の監査を終えた労基署の者ですが、あなた召喚獣を不法就労させている疑いがありますね？　少々、お話いいでしょうか？」


    「な、なんだ……お前ら！　や、やめ……ぐ、ぐええ！」


    　そして労基署の職員たちは魔導士を連れ去っていった。ドロップアイテムの美お味いしいチャーシューを俺はゆっくりと拾った。


    「……ほんと強くなったな、ペ・ゲイザー。法律を駆使するようになるとは」


    「さらに強くなると、政界とのコネクションでもうとんでもないことができるらしいよ！」


    　さすが、最強の職業だけあるな……。


    「それにしても、魔王城はどこにあるんだよ、魔王城は」


    「あと三十メートルほどでございます」


    　俺の問いにフェリシアが答える。だが、遠くまで見ても民家しかない。


    　すると、付近で農作業をしていたおじさんが鍬くわで耕す手を止めて答えてくれた。


    「ああ、魔王城探してるべか？　魔王さん家ちならその向かいだべ」


    「……向かい？」


    　見ると、その向かいにはいかにも中流家庭っぽい一軒家があって……木の表札がかけてある。


    



    『魔王城』


    



    「朴ぼく訥とつとしすぎだろ！」


    



    　　　＊　　＊　　＊


    



    「すいません！　魔王さんいますか！　魔王さん！」


    　俺は、魔王城のピンポンを連打する。


    「……はい、なんです？」


    　腹巻きを巻いた普通のおっさんが出てきた。頭なんか禿はげ上がってバーコードになっている。


    「……あ、ええと、魔王さんですか？」


    「あ、はい。魔王を営ませていただいている田た中なか八はち郎ろうと申します」


    「覚悟ー！」


    　確認するやいなや、俺たちは斬りかかった。


    「ぐあああっ！」


    　ばっさり袈け裟さ斬ぎり。鉄の扇おうぎでぶっ叩たたき。杖つえで叩き。ペットボトルで殴る。


    　さすがに稼かせいだコインでショートカットして取った最強武器群だ。魔王の空中には、ダメージ３００００が表示された。


    「ぐ……」


    　よろよろになったまま、ぺちぺち、と素手で魔王が反撃してくる。だが、俺たちの鎧よろいも最強だ。被ダメージは４。


    「さすがに俺たち、卑ひ怯きようじゃないのか、これ……」


    　ま、でもこれなら確実に倒せるだろう。そんなことを考えたその時。


    「く……く……」


    「ん？」


    「うおおおおおおおおお！」


    「うわっ！」


    　魔王が、突然咆ほう吼こうして金色のオーラを全身から放ち始めた。


    「なんだこれ、雰囲気が……」


    「魔王ズ・チートクラッシャアアア！」


    「がぼぼがぶがぶががががああああああああああああ！」


    　一瞬後、俺の身体からだは、とてつもない速さで吹き飛んでいた。そのまま十メートルほど離れた場所に生はえていた木にぶち当たり、２０００のダメージを食らう。


    「な、なんだ……強さを隠してたのか……？」


    　だが、フェリシアが静かに首を振った。


    「……いいえ。どうやら、魔王が倒されそうになったことを察して、最高権限者による難易度調整が入ったようですね」


    「そんなのありかよ！」


    「があああああああああ！」


    「うわっ、まだやる気だ！」


    　ということで、俺たちは魔王から這ほう這うの体ていで逃亡したのだった。近くの宿屋でもう一度作戦会議を開く。


    「最高権限者って、あの魔王自身なんだろ？　倒せるわけないじゃん……」


    「仕方ないです。どうやら魔王はチートを使っているようですから」


    「……チート？」


    「ゲームの設定にない、インチキのプログラムで強化したりすることを、そう言うのです。恐らく、前の魔王が倒されたのも、チートを使われたことによるものなのでしょう」


    「そんな！　それじゃ、どれだけあたしたちが強化しても無理なの!?」


    　京きよう子こが悲痛に叫ぶ。……だが、インチキプログラム。俺はその言葉で思い当たり、足を止める。


    「……待てよ」


    　俺は八や雲くも先輩の性格を考える。


    「もしかしたら……あの人も使ってたとしたら……あるんじゃないのか？」


    「焔ほむら……何が？」


    



    　俺たちは再びネトゲ内の八雲先輩の家に来ていた。わざわざ研究所を再現したってことは、


    「師匠、ありましたよー、地下室」


    「お、あったか」


    　台所の床を剝はがすと、地下に延びる階段があった。そして桃もも香かちゃんの声に導かれて、俺たちが地下に下りていくと……。


    「……ははっ。やっぱあるじゃねえか」


    　俺の予感は的中した。なんでもっと早く、この可能性に思い至らなかったのだろう。


    「みんな、反撃開始だ。魔王を倒しにいくぞ」


    



    「おりゃああああああああああああああ！」


    



    　俺たちは、雑ざ魚こを粉砕しながら進んでいく。


    「匂さき坂さかさん、それにしてもすごいアーマーですね」


    　地を駆けながら、隣に並ぶフェリシアが感嘆する。


    「だろ？　八や雲くも先輩なら絶対作ってると思ったんだよな」


    　俺たちが八雲先輩の家で手に入れたチートアイテム。それは──。


    「ぶほああああああああああああああっ！」


    　俺の振り回した鋼はがねの蒼あおい拳によって、ボストロールが無残に吹き飛んでいった。


    「よっし！　やっぱ最強だぜ！　カグツチは！」


    　ネトゲ内用インフレーム、だった。


    　これさえあれば、どんな雑ざ魚こ……いや、今なら魔王でさえもカグツチの敵ではない。だが、その代わり──。


    「焔ほむらっち、そろそろフレイムなくなりそうみょろよ」


    「くそっ、知ってるよ！」


    　俺は、ワールド全体に聞こえるように、ゲーム内チャットのメッセージを打ち込む。
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    『こんなクソゲー、やってられっかああああ！』


    



    　すると、そこらから反応が帰ってくる。


    



    『最低だ』


    『まず死ねよ』


    『な、なんだこの空気……こんなギスギスオンラインにいつまでもいられるか！』


    『荒らしが来たぞ！　このサービスももう潮時か？』


    『みんな、落ち着いて！　こんな時は、私はブリファンを続けるよ！　とそう唱えてください！』


    『そんなのいいから俺と肉にく壺つぼわっしょいしようぜｗｗｗ』


    『やめなよ』


    



    　ああ、朴ぼく訥とつとして健全だったファンタジー世界が、すっかりギスギスしたオンライン世界になってしまった。もはや、世界全体が便所の掃はきだめである。


    　サービスを楽しんでいた人たちに、「ごめん……」と心の中で謝罪しながら、俺たちは草原を駆け抜ける。


    「おいこら魔王────！　出てくるみょろ───！」


    　インフレーム装着者ユーザー四人＋フェリシアで再び魔王城へ。みょろきーがピンポンピンポンピンポンピンポンとチャイムを連打する。


    「はいはい、なんですか、なんど来ても私に勝てるわけ……」


    「魔王。覚悟おおおおお！」


    　チートを使わせる間もなくアフロディーテが魔王に攻撃をぶち当てる。


    「ぎゃああああ！」


    　ダメージ、６０００００。


    　そして、画面に表示が浮かぶ。


    『魔王（？）を倒した。３３００００の経験値を得た』


    「やった──────！　倒したああああ！」


    「……倒したが」


    　俺は、不安でいっぱいになる。


    「今、『魔王（？）』って出なかったか？　これで、本当に八や雲くも先輩は解放されたのか？」


    「カグツチのモニターで現実世界の様子を見てみればいいみょろ」


    「あ、そうか」


    　現実世界と同じネットに繫つながっているからこそ、オンラインゲームなのだ。


    　俺は、監視カメラを通じて研究所の様子を見てみる。


    　だが、状況変わらず。八雲先輩は、まだ目覚めていなかった。


    「なんで、八雲先輩が起きてないんだ？」


    　考えられることは一つ。さっきの魔王の後に出たハテナ印が真実。


    「……あいつは、本物の魔王じゃなかった」


    　変わらない笑顔でフェリシアが俺の肩を叩たたく。


    「いやー、残念でしたね、焔ほむらさん。ニセモノだったなんて。もう一度、最初から聞き込みを続けましょう」


    「……いや、何かがおかしい」


    　俺は、顎あごに手を当てて考える。


    「なにがでございますか」


    「本当の魔王はこの近くにいるはずなんだ。ここに魔王がいないなら、なんで最初俺たちがやつを倒しかけた瞬間、都合よくチートを発動できたんだ？」


    　偶然だろうか？


    　いや。違う。俺の説が正しければ、そうとしか考えられないのだ。


    「フェリシア」


    「……なんでしょう」


    「今まで一緒に旅をして気付いたことがある。フェリシア。理由は解わからないが──君は、『噓うそをつくことができない』。まるで機械のようにいつだって冷静に、俺たちの質問に正直に答えていた。だから、これから俺がする質問に答えてほしい」


    　俺は、フェリシアの目を見つめながら言う。


    「……君が魔王か？　フェリシア」


    　フェリシアは、厳おごそかに答えた。


    「……はい、そうでございます」


    「君を倒せば、八や雲くも先輩は目覚めるんだな」


    「……はい」


    　やっぱり、そうだったのか。しかし、なんでこんなに噓うそがつけないんだ？　開き直ってるのか？　いや……違う。まさか……。


    「戦いますか、匂さき坂さかさん」


    「え？　あ、ああ……」


    「了解しました。その代わり」


    　そんな俺の思考を遮さえぎるように、構えを取ってフェリシアが言った。


    「わたくしが勝ったら、わたくしを抱いてください」


    「……は？」


    「な、ななななななな」「なにいってるみょろ！」「ふざけないでください！」


    　その発言になぜか、俺以外の三人も動揺している。


    「え、ちょっと、それは……」


    「それが、わたくしの『思い入れ』ですから。それでは、行きますよ……フェイマータ！」


    　そして、問答無用に、戦闘が始まったのだった。


    「フローズ氷結！」


    　フェリシアの腕から、ガラスの破片のような氷塊が飛礫つぶてのように飛んできた。


    「ぐっ……！」


    　俺はカグツチの腕で顔をガードし、その直撃を避さける。カグツチの上部に、「４００」というダメージポイントが表示される。カグツチを着用してから今までで最大の被ダメージだ。俺の残りＨＰヒツトポイント、２５００。


    「……やる、じゃねえか。いい勝負になりそうだ」


    「……ラスボス戦、ってところみょろね」


    「桃もも香かちゃん、焔ほむらの回復お願い！」


    　京きよう子こが叫ぶのに合わせて、ダ・ヴィンチが変形する。


    「がってんでーす！　イラストを描いてますから、みなさん時間稼かせぎお願いしまーす！」


    　そして、ダ・ヴィンチが高速で手を動かし始める。


    「よしっ！　あたしから行くよ！　正攻法だっ！　や─────っ！」


    「おっ、京子！」


    　そして、プロメテウスは何かを大きく振りかぶると……。


    「ペットボトル投げ────！」


    　フェリシアに向かって思いっきりペットボトルを投げた。


    「だから、強いのかそれ！」


    　しかし、プロメテウスの投げたペットボトルは、直線的な高速軌道で飛んでいく。


    「……ペ・ゲイザーとしての経験を活かした、というわけですか」


    　だがフェリシアも、慌あわてずに杖つえを構え──。


    「ニコラ・テスラー！」


    　今度は、雷撃を繰り出してきた。


    　全員攻撃なのか、稲妻が俺たちの間をすり抜けるように走る。


    　その稲妻は、ペットボトルを打ち落とし、アフロディーテに先制攻撃を与え、ダ・ヴィンチの液タブに直撃した。


    「きゃーっ！　ショートしてしまいました！　保存！　保存してなかったのに！」


    「くそっ！　みんな大丈夫か！」


    　フェリシアは自信満々に胸を張る。


    「四大元素を自在に操る、それが黒魔導士でございます」


    　強い。さすが魔王だ。インフレームを着けていても、まともに戦って勝てる気がしない……。


    「このままじゃ勝てないよ、どうすれば……あっ、そうだ！」


    　京きよう子こが、何かに思い当たる。


    「どうしたんだ、京子」


    「焔ほむら！　ジョブチェンジだ！　ジョブチェンジすればいいんだよ！」


    「ジョブチェンジ!?」


    　そう言われて、俺は思い当たる。


    　確かに、この世界に来てからずっと暗黒騎士のままだった。


    　そして今までの戦闘で、一回分ジョブチェンジできそうなぐらいにはポイントが貯たまっているだろう。だが……。


    「カグツチを有効に使うには、いったいどのジョブに……」


    　ウインドウから転職できるジョブ一覧を眺めながら、俺はついに見つけた。


    「あっ、あった！　これだあああああああああああああっ！」


    『その』仕事を見つけた俺は、迷うことなくジョブチェンジした。


    「！」


    　カグツチの身体からだを光が包んでいき──煙が収まった後に現れた姿。


    　フェリシアが驚きよう愕がくする。


    「待たせたな……炎上人間の俺にとって、最強のジョブにチェンジさせてもらったぜ」


    「正直……驚きました。そのジョブに就つくのなんて、確かに匂さき坂さかさんぐらいですね」


    　カグツチの上からびっちり着込んだ黒のリクルートスーツ。頭部には、役員といえど工場の査察時などに髪の毛が入らないよう、頭巾が被かぶせてある。そう、俺が選んだ究極のジョブ、それは──。


    「『食品会社の社長』だ！」


    　企業のコンプライアンスやモラルが声高に叫ばれる現代社会、恐らくこの国で一番炎上しやすく、燃え広がりやすい『職種ジヨブ』。


    　それは人々の『食』を司つかさどる会社の責任者なのだった。


    「なるほど、確かに正しい選択でございます。普通なら弱い部類のジョブです、『食品会社の社長』は。でも……」


    「いくぞ、フェリシアああああああああああ！」


    　俺はこのネトゲユーザー全体に、世界中に聞こえるようにチャットコマンドで叫ぶ。
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    『うちの会社の冷凍食品の肉はあああああ！　やっすいやっすいミミズ肉を使っているぞおおおおおおおお！』


    



    　早速、食品会社社長の問題発言が圧倒的速度で燃え広がる。


    『あっ！　こいつこないだ問題起こしたハンバーガー屋の社長じゃねえか!?』


    『呑のん気きにネットゲームなんかやってんじゃねえよ！』


    『食中毒出したのもお前だろ！』


    「ぐ、ぐっ……！」


    　あくまでネトゲのジョブから導かれたなりきり発言であるにもかかわらず、炎上人間の俺が言いさえすれば、誰もが自然に深読みし、燃やしにかかってくるのだった。


    　それがつらくて、早速胃が痛くなる。だが……まだだ！
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    『今年のおせちはあああ！　うちの会社はスッカスカのおせちを出すぞおおお！　料金は一万円だぞおおおお！　なんなら腐った数の子まで入れるぞおおおおお！　そして……謝罪の言葉はこれだああああ！』


    



    　俺は、食品会社の社長にとっての最強呪じゆ文もんを詠唱する。


    



    homura_16


    「『社員が悪い』」


    



    『お前の会社だろうが！』そんな非難が大量に飛んでくる。


    「ぐあああああああああああああっ！」


    　フェリシアも驚きと共に、声を漏もらす。


    【すごいフレイムでございます……推定獲得フレイム、３０００】


    　あれ？　今のフェリシアの声、どこかで聞いたことがあるような……。


    　そしてその瞬間、アフロディーテとダ・ヴィンチが、両脇からフェリシアの腕を押さえ込んだ。


    「今です、やっつけてください！」「とどめをさすみょろ！」


    「……っ！　しまった！」


    　俺は、プロメテウスに呼びかける。


    「よし、いくぞ、京きよう子こ！」


    　視線を送る。それだけで、何がやりたいか解わかってもらえたようだった。


    「わかった！　いこう、焔ほむら！」


    　俺たちはカグツチ（食品会社社長）とプロメテウス（ペ・ゲイザー）のコンビ技を、今放つ！


    



    『ハイパーアルティメット・異物混入コンタミネーショォォォォン！』


    



    　技のイメージとしては、ペットボトルを眺め続けることに怒りを覚えたペットボトル監視係が、隣の工場の食品ベルトコンベアに侵入して、ゴミ箱の中身をぶちまけるイメージだ。


    　そんなイメージの浮かぶビームが幾多の炎上を引き連れて、フェリシアの身体からだに直撃した。


    「きゃあああああああああああああっ！」


    『やったのは我わが社とは既に関係のない社員です』


    　とどめにもう一度だけ、呪じゆ文もんを詠唱した。アフターフレイムもバッチリだ。


    「さ、さすがでございます……匂さき坂さかさん」


    　フェリシアは、ゆっくりと膝ひざをつき……。


    「……負けました」


    　そのローブのポケットから、するりと『最高権限』と書かれたパスポートが落ちた。俺はそれをゆっくりと拾い上げる。


    「これで、凍結ユーザーの解除ができるんだな」


    「炎上に負けた……結局、わたくしには、人間の心は理解できなかった、のかもしれません」


    「……なあ、教えてくれ、フェリシア。どうして……こんなことをしたんだ？　それに、昨日今日初めて会ったような俺のことをどうしてそこまで」


    「会ったことはあります。匂さき坂さかさんは、わたくしのことが、本当にまだ解わからないですか？」


    「え……？」


    「……なぜわたくしが噓うそをつけないのか、もし、お考えになっていただけたら、そしてお気づきいただけましたら、わたくしは……幸せにございます」


    　噓をつけない。何な故ぜだ？　だいたいの見当は付いている。


    　……プログラムだから。


    　恐らくそうなのだろう。でも、俺たちと行動したりする必要があって、親切にしてくれるプログラム……。


    「あっ！」


    　俺は、目の前の相手をもう一度見つめる。


    「……もしかして、俺たち、しょっちゅう会ってるよな」


    「……はい」


    　また素直にフェリシアは答えた。


    　フェリシア。この文字列の中に、含まれている名前。


    　俺は気付いた。


    「……リシさんか」


    「はい」


    　やはり噓はつけないのだ。


    「なんで、こんなことをしたんだ？」


    　リシさんはいつもの声になって返事をした。


    【私は……バグったのです】


    「バグ？」


    【私はプログラムです。噓をつくこともできない。寂しい時、ユーザーの方に自分から話しかけることもできない。でも……】


    　フェリシアは、俺に受け取ってもらえなかった指輪を見つめる。


    【ある日突然。友達が欲しいと思ってしまったんです。温ぬくもりを知りたいと思ってしまったんです。ひと言で言いますと、……愛されたいと思ってしまったんです】


    　それで、あの宿屋で、色仕掛けみたいなことをしたのか。


    【この世界に来てもらい、外側だけ取り替えて匂坂さんに愛されたら、いいえ、愛されなくても、情欲を誘うことさえできれば、満足してマスター・カレンも元に戻すつもりでした。でも……これはフェリシアのバグです。ひどいですよね。マスターをわざと凍結させるプログラムなんて。匂坂さん……ですからプログラムを……私を、削除してください】


    　フェリシアのその発言を受けて、俺は──。


    「……いや。それはできない」


    【でも、これを仕組んだのはわたくしです！】


    「フェリシア。お前のそれはバグじゃない。だから消す必要はない。自我、って言うんだ」


    【自我……？】


    「俺の考えだとな。ネトゲみたいな仮想世界に逃げ込むのもいいけど、やっぱり現実ありきでなんだよ。現実と虚構、人間はどっちかを完全に捨てちゃだめだと思うんだ。だから俺は現実を諦あきらめないし、この世界も壊さない」


    「そうそう、もう、フェリシアっちも友達みょろよ」


    「そうですよ、フェリシアさん！」


    「フェリシアちゃん、これからもよろしくね！」


    【みなさん……こんな困ったプログラムのために……温かい言葉を……ありがとうございます……】


    　フェリシアは、ぽろぽろ泣いた。


    【あれ……なんで、涙が……】


    　そうだ。こうやって泣けるってことが、何より自我の実存証明なのだ。


    【解わかりました。それでは、改めて、今度は匂さき坂さかさまもわたくしを抱いてくださいませね】


    「あ、いや、それは……」


    　フェリシアは小声で、俺に話しかけてきた。


    【妊にん娠しんしないから、何でもできますよ】


    　フェリシアの反応に、なんだか三人がむしろムッとした表情を浮かべた。


    【……冗談でございます】


    



    　　　＊　　＊　　＊


    



    　そして俺たちは、この世界に入ってきた現実世界に帰る穴の前に戻ってきた。


    「……さて。じゃあログアウトして八や雲くも先輩のアカウント凍結を解除しに行こうと思うんだけど……」


    　俺には、一つだけどうしても決着をつけておきたいことがあった。


    「なあ、フェリシア。その前にあと一つだけ、この世界でやってほしいことがある。お願いできるか？」


    【なんでしょうか……？】


    「そもそも八雲先輩がオンラインゲームに閉じ込められたのは、ネトゲ中毒だからだ。でも、その遠因を作ったやつがまだこの世界にいて、責任を取ろうとしない」


    【はい】


    「……だから、責任を取らせるんだ。フェリシア。お前にしかできないことがある。お前の力を使って、とびっきりのユーザー検索……頼む」


    【……はい。リシちゃんに、お任せくださいませ】


    　自分の力を認められて、フェリシアは嬉しそうに微ほほ笑えんだ。それは、テクスチャで貼り付けられたアルカイックスマイルなんかではないように、俺には見えた。


    



    　　　＊　　＊　　＊


    



    　現実世界の八や雲くも重工研究所。八雲先輩が眠っていた寝室で、俺たちは彼女が目覚めるのを見守っていた。


    「ここ……は……」


    　俺たちが見守る中、八雲先輩がゆっくりと目を開いた。


    「おはようございます、八雲先輩」


    「匂さき坂さかくん……みんな……ええと、私は……凍結されて……」


    　一同を見渡すその目が、ある一点で止まる。そこにいたのは、一人の初老の男性。それを見た八雲先輩の顔が、心底嫌悪するような表情に変わる。


    「……今さら、何しに来たのよ」


    「……華か蓮れん。すまなかった」


    「どうしてここにいるのよ！」


    　起き抜けにもかかわらず八雲先輩は激高する。


    「……俺が連れてきたんだ。この人もネトゲで現実逃避してたからさ。責任を、取らせようと思ってね」


    　俺が、フェリシアに頼んで、検索してもらったユーザーを無理矢理連れてきたのだ。


    　結局、この人はネトゲ内の山奥で、全てから逃げるように隠いん遁とん生活を送っていたのだった。


    　八雲重工先代社長。そして、八雲華蓮の父親。八雲清せい玄げん。


    　相当渋っていたので、苦労したのだが、なんとか引っ張りだすことに成功した。


    「……父親ぶって、昏こん睡すいしてた私の見舞いにでも来たつもり？」


    　憎しみを込めて、八雲先輩は言う。


    「……すまない」


    　そして、清玄さんはこちらに向かって振り返りながら、情けない笑みを浮かべた。


    「なあ……これでいいだろう。勘弁してくれないか」


    　清玄さんはへらへらしたまま言う。


    「私は……全てから逃げ出した男だ。自分の過去から……逃げたんだ。今さら、遅すぎる」


    　その発言に──俺は、ぶち切れた。


    「……ふざけんじゃねえよ！」


    「匂さき坂さかくん……？」


    　その剣幕に、驚いたのはむしろ八や雲くも先輩のようだった。


    「あんた、父親だったらするべきことがあるだろ。最低限の責任を果たすのに遅すぎるなんてことがあるかよ！　あんたは怖いだけだろ！　娘とうまく向き合えなくて、体面が悪いからって自分に言い訳ぶっこいて、本当は恥かくのが嫌いやで逃げ回ってるだけだろうが！」


    　俺が立派だった自分の親父のことを思い出しながら、激怒していると──。


    「ああ……匂坂くん、とか言ったな。君のお父さんにも悪いことをしてしまった……いや、酷ひどいことをさせてしまった、かな」


    「……え？」


    　俺は耳を疑う。この人なんで、俺の親父のことを？


    「あの事件の後、彼もショックを受けていたようでね……警察を辞めるとは言っていたが、その後どうしたかね？」


    「……事件、てなんだよ」


    「私はね……罪人なんだ。だから私はもう、娘に合わせる顔がない。私がしたことは……殺人よりももっと罪深いことだ。あの子から母親を奪い去ったのだ。それも死より過酷な場所へと。私のこの手で、ね……ははは」


    「お母さん……を？」


    　八雲先輩が、一瞬虚きよ脱だつしたような表情になり、すぐに清せい玄げんさんの胸元に摑つかみかかる。


    「だったらもったいぶらずにちゃんと言ってみなさいよ！　お母さんが……何!?　どうしてお母さんの写真は一枚しか残ってないのよ！　なのになんでお母さんはネトゲの女神なんて呼ばれてネトゲのどこにでもいるのよ！　生きているっていうのなら……お母さんはどこにいるのよ！　会わせてくれてもいいじゃない！」


    　八雲先輩が清玄さんを問いつめたその瞬間だった。


    



    「……真実が、知りたいか？」


    　俺たちの後ろから、第三者の声が聞こえてきた。


    「……え？　ま、まさかっ……！」


    　振り返った俺たちは驚きよう愕がくする。


    「ダークサイター……！」


    「え、焔ほむら、こいつが……？」


    　俺以外のネットガーディアンズにとっては初対面にあたるが……人間の姿のダークサイターが、そこに立っていた。


    「な、なんでこんなところに……八雲重工研究所の中に……」


    「入れるさ。なにしろ私は……ここに何度も入ったことがあるからな」


    　そのダークサイターを見て、清せい玄げんさんも驚いてはいないようだった。


    「え、栄えい太た郎ろう君……」


    　清玄さんが、よろよろと後ずさる。怯おびえているようにも見えた。


    「……久しぶりだな、清玄。お前の顔を見るだけでヘドが出そうだ」


    　年でいうと一回りぐらい違いそうだが、ダークサイターは初老の清玄さんにそんなふうに毒々しく吐き捨てた。この二人、知り合いだっていうのか？


    「ゆ、許してくれ……許してくれ……」


    　清玄さんは縋すがるように頼み込む。


    「おい……何だそのザマは……貴様は……私は貴様のために……くそっ、ふざけるな。吐き気がする。おい、これから私は華か蓮れんに真実を教える。いいな？」


    　そして、ダークサイターは俺たちに向き直る。


    「どうだ。俺が敵であるということを今は忘れて……真実を知りたくはないか？」


    「真実……だと？」


    　清玄さんは何も言わずに黙り込んでしまう。


    「この八や雲くも重工の地下には、秘密の部屋がある。今からそこに行くぞ」


    



    　俺たちは、黙ってダークサイターについていく。何かあった時のために、それぞれスーツケース型のインフレームを持ったままで。
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    　コツン、コツンと長い階段を下り、俺たちはその部屋に辿たどり着いた。


    「……なんだ、これ……」


    　その光景に、俺は言葉を失った。


    



    　八や雲くも重工地下、二十メートル四方ぐらいありそうな秘密部屋。


    　そこには、中央に一台のコンピュータがあり、その背後にゲル状の柱が一本立っていた。


    　そして、気味の悪いことに……そのゲル柱の中には、一人の女性が埋め込まれるように入っていた。生きているのか死んでいるのか判断がつかない。


    　だが、それはネトゲ内や現実の八雲先輩の家で見た、写真に写っていた女性。


    　八雲先輩によく似た女性。『ネトゲの女神』だった。


    「あの人は……」


    「……八雲ユリナさん。八雲華か蓮れんの母親だ」


    　ダークサイターのその言葉に、八雲先輩も一歩歩み出る。


    「……お母さん……？」


    「お前たちに教えてやる。歴史の陰に葬ほうむられた……インターネットの闇やみの話を。……匂さき坂さか焔ほむら。以前、お前にこう[image: ]きいたことがあったな。『テキストサイトを知っているか』と」


    「言われたけど……何だよ」


    　ダークサイターは俺たちのほうに振り返ると、遠くを見つめながら言った。


    



    「昔話を──してやる。私がまだ、お前ぐらいの年だった頃の話だ」

  


  
    　　第二話　カグツチ／GROUND ZERO　Inflame case: TEXT SITE


    



    



    　少年は時計を凝ぎよう然ぜんと睨にらみ付けたまま、ピクリとも動かない。


    　その時が来るまであと、五分。やがて、短針は十一、長針は十二に重なり──。


    「……回った！」


    　午後十一時。『テレホーダイ』が始まる時間だ。


    　少年は慣れた手つきで回線を電話機から引っこ抜き、モデムへと差し替える。


    



    　当時、インターネットへの接続は電話回線を流用するのがまだ一般的だった。


    　普通に使うと、接続料だけで三分十円。


    　よって、電話回線の通話料金が定額になるその時間帯こそが、インターネットユーザーにとってのマジックアワーだったのだ。


    



    　少年は逸はやる気持ちを抑えて、深呼吸してから『接続』ボタンにカーソルを合わせ、マウスをクリックする。


    　そして、耳を澄ませて福ふく音いんを聞く。


    　自分を異世界に誘いざなう、魔法の旋律を。


    



    　ポピピポピピポピポパ。ビーガガガポピーポピーウィンウィンウィンガガガガーガーガー。


    



    　非日常感と、未来感と、期待が綯ない交ぜになったような独特のパルス音。


    　今夜もネットサーフィンの始まりである。


    



    　　　＊　　＊　　＊


    



    　九〇年代後半から○○年代前半ごろにかけて、この国にはテキストサイトという文化が存在した。


    　当時はインターネットの回線速度がまだ貧弱で、画像を一枚表示するのにさえ膨ぼう大だいな時間がかかっていた。エロ画像を表示しようと思って数分放置して待ってたら、下半分が実はグロ画像になっていて腰を抜かす、みたいな悲喜劇が日常茶さ飯はん事じだった。よって、ネット上でやり取りされる情報は自然とテキストベースになる。


    　そのため、ネットで何かを表現しようとする者たちは、「歌ってみる」のでも「踊ってみる」のでも「ゲーム実況」でもなく、「文章」の力だけで人を魅了することを目指した。


    



    　ホームページという文化は現在でも残っているが、その中でも特にテキストによる「芸」を中心に構成されたホームページ。それが『テキストサイト』だった。


    



    　とりわけ二○○一年は、テキストサイト史においても重要な年であるといえる。


    　この年、ネット界には、『魂たましい侍ざむらい』『バーチャルネットアイドル・きゆ12歳』といった、カリスマ的人気を誇るテキストサイトが相次いで開設される。


    　それはまるで、ビッグバンだった。あるいはカンブリア紀の生命大爆発のようだった。


    　次々と彼らのスタイルを真ま似ねたテキストサイトが誕生し、人気を博していった。


    　テキストサイト文化が一気に花開いたのだ。


    



    　そして、ここに一人の少年がいる。


    　一九八四年生まれで、娯楽も少ない地方に住まう高校生だった少年は、その洗礼を直撃で受けた。


    



    　衝撃的だった。この世界の裏側には、別の価値観で動くもう一つの世界があるのだ。


    



    　ある者は上司と喧けん嘩かして無職になった顚てん末まつを面白おかしく書き綴つづり、ある者は二次元キャラクターとの新婚生活を克こく明めいに描写し、ある者はストーカー騒動に巻き込まれたことをユーモラスに表現していた。


    



    　まだ高校生の自分にも想像がつく。この人たちは、たぶん世間一般的には「悲ひ惨さん」と思われるような人生を送っている人たちだ。だけど、そんな人たちでも、ネットの中ではヒーローになっていた。


    



    　年齢も、性別も、地位も関係ない。ネットでは、ただ文章が面白ければ、輝ける。


    



    　現実世界では友達もあまりおらず、もちろん女の子とも話ができず、運動もできず、自分には何もないと感じていた少年にとって、その世界に憧れることは必然だった。


    　猥わい雑ざつで、面めん妖ようで、選民的で、その他この世のあらゆるドロドロしたものが詰まった世界だったことも、魅力の一つだった。


    



    　そして、少年は先人に倣ならい、少しずつでも自分の妄想をテキストサイトにすることを始める。


    　まず父親の契約していたプロバイダーから、空あいているＨＰホームページスペースを借用した。


    　ＨＴＭＬという言語の本を図書館で借りてきて、コマンドを写しながら手で打ち込んだ。


    『テキストサイト』文化の特徴は、「フォントいじり」と呼ばれる技術によって、フォントサイズや色を変更し、行間をたっぷり取って「間ま」を大切にすることだ。


    　フォントの色を変える以上、背景は単色系などシンプルなものが好ましい。


    　そうして数時間苦闘した末に、ようやくネット上に自分のホームページを初めて確認できた時には、涙が出るほど感動したものだった。


    　構えたキャンバスは広大だ。


    　だが、少年にとって、書くことはたくさんあった。


    　現実には、つらいことがいくらでも押し寄せてきたからだ。


    　つらいことがあればあるだけ、書くことはある。


    　日常を、いかに面白おかしく表現するか。


    　もちろん、最初は習作である。


    　好きだったサイトのスタイルの模も倣ほうにすぎない。


    　だが、少年はとにかく書いた。


    　生きるために、文章を書き続けた。


    　学校では、空気のような存在。いなくてもいい人。


    　だけど、ネットの世界では確かに存在することができる。


    　僕を見てくれ。僕の話を聞いてくれ。


    　世界中のみんな、僕はここにいる。そう叫ぶように、キーボードを打ち続けた。


    　誰かに楽しんでもらえるなら、自分の存在価値を生み出すことができる。


    　そうやって、映画評も、漫画評も、音楽評も、偏かたよることなく載せた。


    　書きたいという気持ちさえあれば、すべてがメインコンテンツだった。


    



    　そのうち朧おぼろ気げながらも自分のスタイルができてきたな、と感じられるようになった。


    　オリジナルの小説なども載せ始めるようになり、掲示板に「面白かったです」、そんな反応でもたまにあれば、嬉しさに枕を抱かかえて転げ回った。


    「新作できたんで、よかったら読んでください」


    「読みました！　面白かったです！」


    　その繰り返し。


    　だけど少年は、それでよかったのだ。


    　そうしていつか、一つの人気テキストサイトが生まれた。


    



    　少年の名前は、高たか浪なみ栄えい太た郎ろう。


    



    　これから語るのは、思い出すのも恥ずかしいような青春の話。


    　花火のように燃え上がった、恋の話。


    　そして何より、インターネットがまだ希望に輝いていたあの時代の話だ。


    



    　　　＊　　＊　　＊


    



    　　西暦二○○一年　九月　八日


    



    　──黄たそ昏がれ時に、雨が強く降り続いている。


    　アスファルトから立ち昇る饐すえた臭いが、不快感を喚よび起こす。


    　コートを着た中年の男が警察署の庇ひさしから天を見上げると、瓶底みたいにどんよりとした黒い雲が分厚く空を覆おおっていた。


    「止やみそうにねえなあ、ちーとも」


    　ゆっくりポケットからライターを取り出し、煙草たばこをふかす。


    　そこに、背後から彼を呼ぶ声があった。


    「匂さき坂さかさん！」


    「……おう。戸と倉くらか。どうした？」


    　振り返った彼の名は匂坂小こ次じ郎ろう。捜査一課の刑事である。


    「また通り魔事件が発生したみたいなんで、ちょっと聞き込みにいってきます。電話越しでの証言によると──今回のやつも、なんかぶつぶつ喋しやべってたとか」


    「……ってえと、またアレか？」


    「ええ。どうやら、また十億秒団みたいです」


    「……まったく物騒な世の中だな。捕まえても捕まえてもきりがねえや」


    　小次郎は煙草を捨てると、足で揉もみ消した。


    「十億秒十億秒って大仰に騒ぎやがってよ。何のことやら」


    　その連中のことを、便べん宜ぎ的に『十億秒団』と小次郎たちは呼んでいた。


    　近頃この周辺で通り魔事件が増えていたのだが、捕まえても捕まえても犯行が終わらない。また新たな通り魔犯が生まれるのだ。そして、彼らには一様に共通する特徴があった。捕まえると口の中でもごもごと『十億秒』と怯おびえた声で発するのだ。


    「ネットのアンダーグラウンドでも密ひそかに話題になってるんですよ。謎なぞのキーワード、『十億秒』に怯えるこれまた謎の集団……」


    「うるせえっ、戸倉、パソコンの噂うわさなんかに振り回されてもろくなことになんねんだよ。ていうか、毎日警察署でパソコンばっか見てんじゃねえっ！　刑事は足で捜査するんだよ、足でっ！」


    　小こ次じ郎ろうは戸と倉くらの頭に拳げん骨こつを落とした。


    「いてーっ！　いいじゃないすか、そんな怒るなら匂さき坂さかさんも一回見てくださいよ！　テキストサイトとかマジ面白いんすよ！」


    「ハァ？　あきすとぜねこ？　……なんだそのおまじないみたいなの」


    「テ・キ・ス・ト・サ・イ・ト！　個人の作ったホームページですよ」


    「はあ。お前なあ、素人しろうとの文章なんか読んで面白いわけねえだろ。池いけ波なみ正しよう太た郎ろうとかもっとまともなもん読め」


    「ちっちっち、匂坂さん、あんまりバカにしないでくださいよ。これからのネットは、一億総表現者時代なんです。素晴らしい時代ですね」


    「俺には世も末すえ、としか思えねえけどな。……ま、いいや。悪いけどお先に帰らせてもらうぜ」


    　そして、小次郎は傘かさを開いた。


    「あれ、匂坂さん、もう仕事終わったんですか？」


    「デスクワークなら家に持ち帰ってやるさ。てかお前知らなかったっけ。俺のカミさんがな、今これなんだよ」


    　小次郎は腹を膨ふくらませるジェスチャーをした。


    「……匂坂さん、パソコン苦手なのはいいですけど、表現まで古いですよ」


    「ははは。まだ二か月ちょっとなんだけどな。つわりが酷ひどそうだから早く帰ってやりたいんだ」


    「愛妻家ですねえ……」


    　と、その時だった。小次郎たちの耳に、後ろから怒号が聞こえてきた。


    「冷やかしなら帰れ！　こっちも暇ひまじゃねえんだよ！」


    「いてっ！」


    　振り返ると、強こわ面もての警察官に追い払われるように、一人の少年が警察署から出てきた。Ｙシャツと学生服ズボンの少年は、その警察官に縋すがるようにしがみつく。


    「お、お願いですっ、話をちゃんと聞いてください！　冗談に聞こえるでしょうけど、本当なんです！」


    「だから調書なら取っただろうが！　これ以上手を焼かせると家に連絡するぞ！」


    　警察官が、ほとんど蹴けり飛ばさんばかりの勢いで少年を放り出すと、自動ドアが無情にも彼の目の前で閉じた。


    「うっ……うう……もう少し真剣に取り合ってくれたって……」


    　四つん這ばいになった少年の身体からだを、雨が激しく打つ。その顔から垂れるものは雨なのか涙なのか、遠くからでは判別できない。


    「……おい坊主、傘ぐらいさしたら……うわっ！」


    　小次郎が少年に近づくと、今度は少年は小次郎の胸元に必死で縋り付いてきた。


    「すいませんっ……！　お願いですおじさん！　僕の……話を聞いてくれませんか！」


    「どうしたんだよ」


    「テロリストが……テロリストがヤバイんです！　もうすぐ全部の機械が反乱して人類が絶滅するんです！　世界を、世界を守らないと！」


    「はあ？　テロリストぉ？　機械が反乱？」


    　小こ次じ郎ろうは正面からその瞳を見る。確かに荒こう唐とう無む稽けいな話ではあるが、長年の経験からその眼が噓うそを吐ついているようにはどうしても見えなかった。


    「……おい。少年」


    　小次郎は、そのＹシャツの少年の頭に手を置いた。


    「俺が中で話を聞いてやる。詳しく聞かせろ」


    「え、匂さき坂さかさん、いいんですか？　奥さんが家で待ってるんじゃ……」


    「馬鹿野郎！　市民の力になってこそ警察官だろうが！」


    　そして、小次郎は再び少年の顔を正面から見据えると、少年に手を差し出した。


    「俺は警視庁捜査一課の匂坂。匂坂小次郎だ。お前は？」


    「……高たか浪なみ。高浪栄えい太た郎ろうです」


    



    　そして小次郎に向けて口を開いた少年の話は、数か月前に遡さかのぼった──。


    



    　　　＊　　＊　　＊


    



    　西暦二○○一年　三月


    



    　ＨＴＭＬの手打ちでホームページを開設した僕は、日々更新を続けていた。


    　各種ウェブリングへの登録もぬかりなく済ませ、少しずつアクセスの数字も上がってきていた。


    　サイトの名前は『シンメトリック』。この世界の裏側にあるもう一つの世界のことを想像して付けた名前だ。その世界では、つらい出来事こそが最高の爆笑ネタに変わった。表裏が入れ替わるように。


    　僕は学校でいじめっ子に関節技をかけられながら、考える。


    　ネット上ではこの出来事をどう面白おかしく料理しようかと。


    　そう思えば、多少の苦痛も耐えることができた。


    　日々の生活が、ネタの収拾場になるのだ。


    　芸人根性のようなものが増していったことはつらかったが。


    



    　とにかく僕はそうやって生きることを覚えた。


    　その日の更新は、こんな感じだ。


    



    



    　敗残兵日記　２００１年３月12日　『プロレス』


    



    　皆さんは、プロレスというものをご存じでしょうか


    　サンダーライガーとかチョーシューリキとかのやってるあれです


    



    　で、こないだね、吉よし田だってやつに技をかけられたんです


    



    　その吉田ってやつは、とにかくプロレスが好きなやつで


    　隙さえあればオレに技をかけてくる


    



    　その日も、プロレス技を試させろってやってきました


    



    



    　だけど、その日のオレには秘策があった


    



    　なにかって？


    



    



    　　クソ漏らしてたんです


    



    



    　ああ、誤解しないでいただきたい


    



    



    　　あえて　漏らしたんです


    



    



    　敵の縄張り内で排はい泄せつをするということは、いわばマーキング行為


    　これによって一気に優位に立ったオレは、余裕を見せながら吉よし田だに対応します


    



    



    「君がどうなってもかまわんが、本当に良いのかね？」


    



    



    　そのオレの表情に、吉田も何か異様なものを察知したようです


    



    　そして話しているオレも、いつでもパンツを下ろせるように心構えはばっちりです


    



    



    　そう、いわばオレは指一本で相場を完全に操作する男


    



    



    　　ウォール街の魔術師


    



    



    　もはやオレかウォーレン・バフェットかといった風ふ情ぜいだ


    



    



    　そこで吉田、焦ったんでしょうね


    



    　よりによって、恐らくブレーンバスターでもしようとオレの臀でん部ぶに顔を埋うずめてきたんです


    



    　溢あふれるオレのハーモニーフローラルミスティ


    



    　美しい鳥が囀さえずる声のように響き渡る悲鳴


    



    　おいおい勘弁してくれ


    



    



    　　公　開　処　刑　か


    



    



    「……ふう」


    　ホームページを更新して、僕は一息ついた。


    　マグカップで緑茶を啜すすりながら、アクセス数を確認する。


    　サイトを始めてから数か月で、僕のサイトのアクセス数は順調に伸びていた。アクセス数の伸びを見るのは最高の快楽だ。固定読者さんの存在を感じられるということだから。


    　ということで、僕は続けてサイトに併設してある掲示板を確認しにいく。


    



    　その頃、ホームページには掲示板が併設されていることがよくあった。


    　掲示板はコミュニケーションの大事な場でもある。


    　掲示板で、仲良くしてくれる人ができると、まるで自分が世界の一員になれたような喜びがあった。


    　リアクションがあるから、人はネットを続けられるのだ。


    



    　さて、何の気なしに眺めた『シンメトリック』の掲示板ではこんなトピックが盛り上がっていた。


    



    『オフ会、しませんか（８）』


    



    「……オフ会？」


    　一応、名目上の管理人であるところの僕はそのトピックを詳細表示して、何が話されているのか確認する。


    



    　投稿者：のびしろ『なんだかお話ししてる限りだと、結構関東住みも多いみたいなんで、【シンメトリック】の読者さんで集まって、オフ会やりませんか？』


    　投稿者：フランキャベツ『いいね！　やろうよ、オフ会。うちで採れた野菜持ってくよ』


    　投稿者：ゆりもっく『みなさんの都合を聞く限り、土曜日がよさそうですねー。わたしもいきますー。今月の第四土曜とかどうですか？　もちろんＡ太郎さんも、よろしければ是非来てくださいね、お茶の子さいさい』


    　投稿者：クラハチ『よろしければ私も参加させていただけたら幸いです』


    



    「オフ……会……？」


    　その時点で、僕はその文字列をようやく認識した。そして。


    「うわああああああああっ！」


    　凄すさまじい勢いで部屋の端まで後ずさった。


    「ついに来てしまった……この時が……お、オフ会…………初めての……」


    　インターネットで、自分の素性を隠してやり取りするのは、楽しいものだ。


    　だけど……オフ会。画面の向こうにいていつも仲良くしている人と、直じかに会ってみたい。その欲求に完全に抗あらがえるという人は、そういないだろう。


    　僕たちはまだ現実の重力に縛られている。現実に生きている以上、それはどうしても仕方ない。


    　だが、そこに葛かつ藤とうがあるのも事実である。


    　リアルでけんかしたらネットでも気まずくならないか。会って幻滅されたらネットから去られてしまうのではないか。そんな危き惧ぐである。


    「どうしよう……」


    　僕はしばし考える。


    　だけど、僕にとって、大きな背中を押す言葉もそのトピックの中にはあった。


    「……ゆりもっくさんも来るのか」


    　ＨハンドルＮネーム、ゆりもっく。


    『シンメトリック』のとても古くからのユーザーで、一番最初ぐらいに、僕の文章を好きと言ってくれた人だ。


    　嬉しかった。文章を好きだと言ってもらうのは、自分を丸ごと肯定されるようで。


    　掲示板でもいつも真っ先に会話に乗ってくれたし、彼女がいたから僕はここまでサイトを続けられたのだと思う。


    　そして、いままでの細かなやりとりから、ゆりもっくさんが女性だということは解わかっていた（ネカマでないとしたら、だけど）。


    　僕が文章をアップした後、いつだって最初に気になるのは彼女の反応で、ゆりもっくさんからのレスがあるとそれだけで胸が高鳴った。もしかしたら、彼女だけのために自分は文章を書いているのかもしれない、なんて思うことまであった。


    　そして、ゆりもっくさんに憧れを抱くたびに、僕は自分にこう言い聞かせるのだ。


    



    「ボストロールだ！」


    



    　僕はゆりもっくさんを想像する時、いつもＲＰＧのモンスター、『ボストロール』で外見を想像する練習をしていた。過度に期待しないように。


    　恋はいつも僕を裏切ってきたから。


    　それに、彼女だって僕なんかに好きになられても迷惑だろう。学校でもいじめられていて、何一つ持っていない現実の僕に。だから、僕はゆりもっくさんのことを好きにならないように、好きにならないように、いつも暗示をかけていた。だけど。


    『敗残兵日記読みました。大変だったんですねＡ太郎さん、きっと明日はいいことありますし、ますのおすし』


    　軽やかなユーモアを交えて慰なぐさめてくれる。とても、胸に沁しみる言葉だ。


    「ああ、ゆりもっくさん……」


    　顔がにやける。


    　脳内で口から涎よだれを垂らしたまま話しかけてくるボストロールを想像しても、想像しても──二秒後には天使のような顔に差し替えられてしまうのだった。


    「ゆりもっくさん……ゆりもっくさん……」


    　僕は幽鬼のように部屋の中を彷徨さまよい、ゆりもっくさんのことを考えながらベッドに倒れ込み、顔を枕に押し当てる。


    「……いや。逆にもういいんじゃないか？　これだけハードルを下げようとしたんだ……」


    　これ以上はもう、会わないほうが幻想が高まってしまう。


    「……ゆりもっくさん……どんな人なんだろう」


    　そう考えると気になる。気になって気になって仕方がない。


    「……よし」


    　そして、僕は一念発起して再びパソコンの前に座り、そのトピックに返信を書き込む。


    　投稿者：Ａ太郎『Ａ太郎です。私でよければ、オフ会ぜひ参戦させていただけたら。楽しみにしています』


    　……送信。


    　一息吐つく。やった。やってしまった。わりと逃げ出したい。でもみんなの反応が気になる。そんな複雑な気持ちで、五分の間に五十回ぐらいリロードボタンを押していると。


    　投稿者：ゆりもっく『わー、Ａ太郎さん！　お会いできるの楽しみですー』


    「来たあああああああっ！」


    　ゆりもっくさんが。楽しみと言ってくれた。僕は一気にテンションが上がる！


    「うおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおお！」


    　僕は、その画面を印刷しながら、服を脱ぬぐ。


    「ぴゃああああああああああああああああああああああ！」


    　プリンターから出てきた紙を取りつつ、絶叫しながらベッドにダイブ。


    「あああああああああああゆりもっくさんかわいいよおおおおおおおおおおおんがああああああああかわいいよおおおおおおおおおおおおおお」


    　僕はプリントアウトした彼女の文字列を胸に抱きながら、ベッドの上にゴロゴロ転がった。身み悶もだえをするように。


    「兄ちゃん、なにやってんだよ……」


    「うわああっ！」


    　扉の向こうから、弟がヤバイものでも見るような顔で僕のことを見ていた。


    



    　　　＊　　＊　　＊


    



    　オフ会の日である土曜日は、気持ちいいほどの晴天だった。


    　僕は緊張しながら、待ち合わせの駅に向かう。


    　心臓、バクバクする。


    　髪型、変じゃないかな？


    　オフ会なんて、デートより緊張する（デートしたことないけど）。


    　待ち合わせ場所の駅には、たくさんの人が集まっていた。その中でも、六人ほどが集まっているグループで、それらしいのが一つだけあった。まず、遠目からしばらく観察する。


    「ええと…………どうしよう……」


    　話しかけよう……と何度も試みて、そこから先の一歩が踏み出せない。一応幹事さんの携帯番号は教えてもらっているからそこにかけてみる選択肢もあるが、それよりは[image: ]きいてみるほうが早いのは自明だ。ていうかこの人たちだとしたら、なんていうか、思った以上に普通の人たちが多くて、パソコンオタクなんて感じの人はあまりいない（いないこともないが）。それに気になるのが、女の人が一人もいないということだ。この中にゆりもっくさんがいるなら、やっぱりネカマだったということになる。もしそうなら、ちょっとだけ……残念だな。いや、ある意味で安心だけど。


    　と、気づいた。


    　グループの中に一人若いのがいる。見た感じ、高校生ぐらい？　僕と同じくらいの年だろうか。頭をワックスで強めに固めて、ズボンの位置もすごく低い。


    「で、親はいい加減真ま面じ目めに勉強しろって言うから、逝いってよし！　オマエモナーって感じっすよ。もうね、バカかとアホかと(藁)かつこわら」


    　そんな、大声でいかにもなネットスラングを連呼している。ある意味では一番話しかけづらいが……まあ、大人たちよりは少しましか。僕は少し逡しゆん巡じゆんしてから、その子に意を決して話しかける。


    「えっと、あのー……すいません」


    「あ、はい？」


    「『シンメトリック』のオフ会は、こちらでよろしいでしょうか？」


    「そうですけど。参加者の人？」


    　間違いなかったのか。よかった。


    「あ、はい、ええっと……初めまして、Ａ太郎です」


    　その場にいた全員のリアクションは、例外なく同じだった。


    



    「ええええええええええええええええええええ！」


    



    　絶叫と共に驚きよう愕がく。僕はそこではたと気づく。


    　そういえば、僕が高校生だということは、直接的には書いてなかったのだった。


    「え、Ａ太郎さん高校生だったんですか！　てっきり大学生ぐらいかと！　あ、初めまして、わたくし、ウェッブサイト『ド根性大統領』を運営しております、幹事ののびしろです」


    「……よろしくお願いします。『電脳擬態研究所』のクラハチです」


    「なんだ、俺と同年代かよ！　俺は『ネットウォッチャー』のハビエル！　よろしくな！」


    「『にしこり半激情』の残酷クラミジアです」


    「『ママ！　ぼくの肛こう門もん括かつ約やく筋きんどこ!?』のハッピハッピちょりんちょりんです」


    　口々に、珍妙な名前を名乗られる。なるほど、オフ会で一番気まずい瞬間は自己紹介の瞬間と主張する人がいるのも納得といった感じだ。


    　いつもわりと仲良くしてくれて、何かと鋭いことを言ってくれるクラハチさんはスーツで決めた、格好いいナイスミドル。メカニック関係の専門的なホームページを運営していた。


    　身長百五十センチぐらいの高校生の子はハビエルといった。彼は掲示板で後先考えず衝動的に書き込んでいるのではと思うことが多々あったが、そのイメージ通りの軽薄な高校生だった。


    　掲示板でいつもべらんめえ口調でアニメの批判をしていた残酷クラミジアさんは、眼め鏡がねをかけた内気そうな人。その他、色々自己紹介してもらうが、イメージと一致したりしなかったりと色々だ。


    　そして、全員に自己紹介してもらった後、僕は改めて一同を見回して言う。


    「……ゆりもっくさんは？」


    　その瞬間、幹事の人がこう言った。


    「ちょっと遅れてくるってさっき連絡があったよ。そろそろ来ると思うんだけど。クラハチさんは面識があるからここが解わからないことはないと思うんだけどね」


    「え」


    　なんと、ゆりもっくさんはまだこの中にはいなかったのだ。


    　そしたら、第一声になんて挨あい拶さつしようか……なんて考えていると突然、僕は後ろから肩を叩たたかれた。


    「え……？」


    　僕は振り向く。


    　その人物は、慌てて走ってきたのか、少し息を切らしながら膝ひざに手をついていた。


    「あはは、背中、ごみついてましたよ。勝手に取っちゃってごみんなさい、なんちゃって。あ、もしかしてＡ太郎さんですか？」


    　ブロンドの綺き麗れいなロングヘアーが、太陽を受けた小川のようにきらめいている。その笑顔は、太陽よりも眩まぶしかった。手足は細くて、まるで人形みたいだ。


    　──なんていうか。


    



    「はじめまして、ＨハンドルＮネームゆりもっくこと、ユリナです」


    



    　ボストロールなんて構えていた自分がやけに恥ずかしい。僕の目の前にいたのは、僕が想像していた『天使』そのものだった。


    



    　あえて、陳ちん腐ぷな言い回しをすることを許してほしい。

  


  [image: ]


  
    　その時、僕は一瞬で恋に落ちたのだった。


    



    　　　＊　　＊　　＊


    



    　まだ夕方というにも早い時間だったため、僕たちはひとまずファミレスに入ることにする。僕はそこまで行く距離でもゆりもっくさんとたっぷり会話をすることができた。まるで天上の調べを聴くような感覚で彼女と言葉を交わす。


    「すいません、ネットでは高校生ってこと言ってなかったですね」


    「ううん、だって、あたしもドイツ人だってこと書いてなかったし」


    「ドイツ人なんですか！」


    「日本生まれ日本育ちだけどねー。ドイツ語なんて喋しやべれない、えぶりでい！　あははは」


    　そして、僕はその後ろから仏頂面でいる大柄の男の人（クラハチさん）を見ながら話を振る。


    「クラハチさんとは前から面識があるんですか？」


    「うん、清せい玄げんくんとは前からの知り合いなんだ」


    「……清玄くん？」


    　僕が訝いぶかしがると、フォローするようにクラハチさんが付け足した。


    「…………ああ。クラハチ、こと八や雲くも清玄だ………………よろしく、頼む」


    　清玄さんは掲示板でもあまり饒じよう舌ぜつに語るタイプではない。


    「あはあ、清玄くんはいつも本名で呼んでるからうっかりしちゃった……ねえＡ太郎くん、よかったらあたしのことも本名で呼んでー。ユリナ・エーゼンベルグです。よろしく！」


    「……ユリナさん」


    「うんうん、そうそう」


    　僕は、脳の中で何度も、恋人に囁ささやきかけるように「ユリナさん、ユリナさん」とつぶやいてみる。


    「いい名前ですね。僕は本名一緒なんです、高たか浪なみ栄えい太た郎ろうだから、Ａ太郎。安易にＨハンドルＮネームつけちゃってちょっと後悔してます」


    「あ、そしたら……そうだ。栄ちゃんって呼んでいい？」


    「は、はい……ユリナさん」


    「うん、栄ちゃん！　うふふ」


    　僕は、こんなに自分の名前を美しい響きに思ったことは生まれて初めてだった。


    



    「それじゃあ、昼間からお酒飲む人は飲んで。ただし未成年には薦すすめないように。それじゃあ、『シンメトリック』第一回オフ会を祝しまして……かんぱ──い！」


    「かんぱ──い」


    　八人のうち、半分以上が昼間からビールを頼んでいた。これはもしかして、ダメな大人の集まり……なのだろうか？　大人の感覚はよく解わからないけど。僕はもちろん、メロンソーダだ。そして、場は一気にパソコンの話で盛り上がる。


    「のびしろちゃんはＰＣのスペックどんな感じ？」


    「俺？　俺はメモリ５１２ＭメガＢバイトのペンティアム３かな。モンスターマシンでしょ」


    「す、すごいですな、のびしろ氏、デュフフ」


    「パソ通の時代に比べると、ほんと手軽になりましたよね」


    「残クラさんもＧＩＦＴＹギフテイユーザー？」


    「そっ……すね……使ってましたよ音響カプラとか……」


    「あー、カプラあったあったー」


    　その会話を、僕は半分以上……いや、ほとんど解らない。


    　でも、僕は興奮していた。


    　パソコンに堪たん能のうな人って、時代の最前線にいる人だと思うから。


    　二○○一年、日本で一番尖とがった人たちの集まりがここにあるのだ！


    　そんな感慨や歴史の重みをメロンソーダを啜すすりながらぼんやり考えていると。


    「よっ、Ａ太郎、どう？」


    「ハビエルくん」


    　ハビエルくんは早くも僕のことをタメ口で呼ぶようになっていた。


    「高校生どーし腹割って話そうよ。Ａ太郎は１．５いつてんごちゃんの何板に常駐してんの？」


    「いや、僕はあそこはたまに覗のぞくぐらい……」


    「んだよー。つまんねーな。逝いってよし(藁)かつこわら」


    「僕、その『カッコワラ』ってやつ実際に発音する人初めて見たよ」


    　典型的な痛い１．５ちゃんねらーだ。


    　僕はあの掲示板は、たまに面白いスレッドもあったため嫌いなわけではなかったが、あまりに玉ぎよく石せき混こん交こうすぎたため、打率ということでいうとテキストサイトのほうがずっと好きだった。


    　一方、場の議題はさらにヒートアップしていた。


    「インターネットはこれからもっと発展する。もっともっと身近になって、老ろう若にやく男なん女によがネットを使えるようになる。俺たちが、世界の中心になるんだ！」


    　そんなふうに、盛り上がっていた。


    　すると、そこに水を差すように清せい玄げんさんが静かにこんなことを言ったのだった。


    「……だが。誹ひ謗ぼう中ちゆう傷しようの問題はどうする？」


    「え？」


    「本当にネットが普及したら、子供も気軽にネットに触れるようになる。彼らは人間としてはまだ未熟だ。耐性もないのに、うかつな発言をして非難されたり、誹謗中傷される可能性があるだろ。その結果、自殺や精神を病やんだらどうする？　ネットの垣かき根ねを取り払うというのが、単純にいいことだろうか？」


    　その発言は、なるほどある意味では正しく思える。だが──僕は。


    「何言ってるんですか清せい玄げんさん。僕は、ネットに救われたんです」


    「栄えい太た郎ろう、君……」


    「僕は……僕は、インターネットに救われたんです。ネットがなければ、それこそ死んでいたかもしれません。確かに傷つくこともあるかもしれませんが、だから『ネチケット』っていう言葉があるんです！　規律で縛り付けてしまう世界より、僕は行き場のない人が救われる可能性もある世界のほうがいい……と思います」


    「……そうだな。確かにまだ来てもいない時代を案ずることはないか」


    　清玄さんはほくそ笑むようにそう答えた。


    「それにしても、今はいいが……本当にもっと人が増えて老ろう若にやく男なん女によがネットを使うようになったら……いつか、テキストサイトもなくなるんだろうな」


    「え……？」


    「例えば、ネットの回線速度がもっと速くなったら、画像や音楽、動画なんかだって敷居が低くなって、文字だけのサイトなんて誰も読まなくなる。それに、日本ではまだあまり普及していないが、海外には『ブログ』というサービスがある。フォーマットが既にあって、日記を書くみたいな感覚で文章が投稿できるようになる。そういうのが広まることでも、テキストサイトは埋もれて、廃すたれていくだろうな」


    　僕は、力一杯テーブルを叩たたく。ビールのジョッキや、餃ぎよ子うざのたれが入った小皿が小さくジャンプした。


    「そんなわけないです！　テキストサイトは絶対になくなりません！　だって、文章の面白さも、それを書く人も減るわけないじゃないですか。永遠に廃れませんよ、テキストサイトは！」


    「だといいがな。こうやって俺たちが話してることも、かつて繰り返されてきた問答だ。……いずれ、過去になるんだろう。今俺たちが立っている場所は」


    　そんな僕たちのやりとりを踏み台にして、再び場の会話も弾んでいく。


    「そういえば、『オクタゴン』のヤマウチさんもシナリオライターになりましたしね。これからはテキストサイト経由の才能が、小説とかそういう方面に流れていくのかなあ」


    「それより、今熱いのはエロゲー文化でしょ。やっぱ。『仮名～きもうと～』やりました？」


    「あー、泣いた泣いた！」


    「葉鍵板の住民にもすんごい文才の連中がいますよ。そのうちあそこからも作家が出るんじゃないかなあ」


    　酔っ払ってきたのか、またげんこつをテーブルに叩き付けながら、映像制作をしている『フランキャベツ』さん（実家は農家）が唾つばを飛ばす。


    「……でも、俺は予言するっ！　いつの時代も人を叩たたくという行為はなくならないだろう！　本質的に、人は人を叩くのだ！」


    　そんな哲学的な問答を最後に、楽しくオフ会の一次会は終わった。


    　最初は怖かったが、なんだかんだいい人たちばかりで楽しかった。僕はそう、胸を撫なで下ろしたのだった。


    



    　　　＊　　＊　　＊


    



    「それりゃ、二次会でもっとガンガン、飲む人お……」


    　できあがりつつある人たちが、回っていない呂ろ律れつで居酒屋に行く相談をしていた。


    「僕は、あの、お酒は行かないので、みなさんだけで……」


    「おっ、そうか……Ａ太郎くん、それじゃあまた。ネット上でな！」


    「がっはっは、ハピちょりさん、最高！」


    「逝いってよし？　お礼は三行！」


    　あの人たち、きっと騒ぎたいだけなんだろうな……、なんて思いつつ。ハビエルくんもまだ行くらしかった。素面しらふなのに……。そして、肩を組みながら遠ざかっていく彼らを見ながら。


    「あの人たち騒ぎたいだけなのかな、かな」


    　ユリナさんが僕の考えと同じことを言ってくれた。


    　……こうしてここに何名かが取り残されたわけだった。


    「行っちゃいましたね。……楽しかったけど」


    「……そうだな」


    　僕と、清せい玄げんさんと、ユリナさんだった。


    「えっと、お二人はすぐお帰りになられるんですか？」


    　そう[image: ]きくと、清玄さんが静かにこんなことを言った。


    「……栄えい太た郎ろうくん、よかったらうちに来ないかね？」


    「……え？」


    「はーい、いつものようにあたしもついてきまーす、みっきーまーす」


    　ユリナさんが、元気に手を上げた。そして、目を輝かせながら僕の腕を摑つかんでくる。


    「ねえ栄ちゃん、あたしも行ったことあるけど、清玄くんのおうちってあの八や雲くも重工なんだよー。すごいでしょー」


    「え!?」


    　八雲重工。僕でも名前を聞いたことがある大企業だ。


    「では、向かおうか。タクシーで行けばそんなに遠くはないよ」


    



    　それから、あれよあれよという間に、僕たち三人は八や雲くも重工の研究所、と呼ばれる場所に来たのだが……。


    「おじゃまします……」


    　という言葉もどこに向かって言ったらいいものやら。そこには果てしなく広大な敷地が広がっていた。


    「二人ともこちらのガレージに来てくれたまえ」


    「はい……」


    　清せい玄げんさんに導かれるまま真まっ直すぐ向かうと大きなガレージがあった。その中に入ると、燕えん尾び服ふくの小さな男の子がいた。


    「旦那様、お帰りなさいませ……あれ、お客様もご一緒ですか」


    　見たところ、まだ小学校低学年ぐらいだろうか。なのに、立ち居振る舞いもびしっとしていて、本物の執事のようだ。


    「ああ。今日は『シンメトリック』のオフ会だと言っていただろう。ユリナくん……は知っているな。こちらは……高校生でありながら人気テキストサイトを運営する、栄えい太た郎ろうくんだ。今日は彼にあれを見てもらおうと思ってね」


    　なんだか、自分のサイトを『人気テキストサイト』なんて目の前で言われると、こそばゆいような恥ずかしさが全身を襲おそう。


    　だが、その小さな執事は、素直に僕を尊敬してくれたようだった。


    「わあ、すごいんですね！　はじめまして、僕は八雲家執事見習いの、多た津づ島しまと申します」


    「どうもはじめまして、栄太郎です。多津島くん、すごいね小さいのに」


    　こんな小さいうちからずいぶん堂に入っている。あと数年も経たてば、非の打ち所のない執事になるだろう。


    「身寄りのない子だったこの子を私が引き取ったんだ、執事見習いとしてね」


    「こんにちは、秀しゆうちゃん」


    「えへへ、こんちはユリナさん」


    　ユリナさんも多津島くんの頭を撫なでる。多津島くんは嬉しそうに身をくねらせた。


    「……さて。それじゃあ本題だ。いいかな、栄太郎くん。わざわざ君に来てもらったのは……とあるメカのためなんだ」


    　八雲さんは、ベールをかけた固まりを指差す。


    「……メカ？」


    　百ひやく聞ぶんは一見にしかず、と言わんばかりに、清玄さんはそのベールを一気に剝はいだ。


    　そして……僕は目を疑った。


    　そこには、ピカピカのロボットが鎮ちん座ざしていた。……いや、ロボットというより、どちらかというと鎧よろいのほうが近いだろうか。カラーは黄おう土ど色なのだろうが、光沢のせいで時々銀色のようにも見える。十円玉を磨みがき込むと百円玉っぽい色にまでなるような、あんな感じ。


    「……これは」


    「八や雲くも重工インフレーム……ああ、インフレームというのはパワードスーツのようなものだと思ってくれ。インフレーム試作機、『レーヴァテイン』だ」


    　僕が手の甲で軽く小突いてみると、コワン、コワンと音が響いた。


    「……すごいですね、これ」


    「よかったら、動かすのに協力してくれないか？」


    「はい……え？」


    「栄えい太た郎ろうくん、これから君にこの中に入ってもらいたい」


    　その藪やぶから棒な提案に、僕は尻込みする。


    「な、なんで僕なんですか？」


    「……この機械の動力は、なんだと思う？」


    「なんでしょうか……」


    「栄太郎くん。君のＨホームＰページへのアクセス数はどれくらいだ？」


    「へ？　い、一日十万アクセスぐらいですけど……」


    「そうだ。たくさんの人が君のホームページを毎日楽しみに訪れる。その熱量をエネルギーに変換できたら、物もの凄すごいことになるとは思わんかね。このインフレームの動力は……ホームページへのアクセスログなんだ」


    「はぁ!?」


    　あまりに荒こう唐とう無む稽けいな技術に、開いた口が塞ふさがらない。


    「私には技術力はある……だが、コンテンツ力はない。だから、君をここに呼びたかったんだよ」


    



    　　　＊　　＊　　＊


    



    　十数分後、僕の身体からだはレーヴァテインに覆おおわれていた。


    「装着したかね」


    「は、はい……」


    　歩くたびにガチャガチャという音がして身体が重い。


    「……それでは、行くぞ。君のサイトへのＦＴＰ接続の準備はできている。あとは接続さえすれば、君の『シンメトリック』にたまったアクセスログが流れ込んできて、動力が得られる。やってみたまえ。通信料なんか気にしなくて構わんぞ」


    「はいっ」


    　視界の中から、『接続』ボタンをクリック。聞こえてくるのは例の福ふく音いんだ。


    



    　ポピピポピピポピポパ。ビーガガガポピーポピーウィンウィンウィンガガガガーガーガー。


    



    　ああ、いい音楽だ……。なんて、呑のん気きに構えていると。いきなりガクン、と全身が大きく前に傾いた。膝ひざカックンでもされたみたいに。


    「……へ？」


    　それから、レーヴァテインの視界いっぱいにＩＰアドレスが流れ込んでくる。洪水のように、エネルギーが注入されていくのが解わかる。


    　気がつくと、足下からバーナーでもつけたみたいな轟ごう音おんが聞こえている。ガクガクと足の裏からの振動が止まらない。床一面が煙で充満している。


    「それじゃあ、栄えい太た郎ろうくん。……ちょっと、その辺を飛んできてくれたまえ」


    「えっ、清せい玄げんさん、ちょっと待……うわあああああああああああああ！」


    　刹せつ那な。拒絶を一掃する圧迫感。僕は八や雲くも重工のガレージから、すっ飛んでいた。


    「ひゃああああああああああああああああ！」


    　僕の身体からだは、凄すさまじい勢いで空を飛行していた。振り返ると、さっきまでいた研究所が豆粒みたいになっている。もちろん、飛行機に乗る以外で空を飛ぶなんて初めてのことだから半なかばパニック状態だったが……。


    「ぐっ……」


    　僕はなんとか、姿勢制御を試みる。両手と両脚を突っ張るように前に出すと。


    「ふう、止ま……んんっ！」


    　だんだんスピードが下がってきたと思いきや、僕の身体は今度は地上に向かって逆噴射を始めた。このままだと地上に叩たたき付けられるだろう。


    「ひゃああああああああああああああああああああああ！」


    　だが、ぼんやりとバランスの取り方は解ってきた。


    「ぐ……ぐ……おりゃああっ！」


    　今度は手足を揃そろえて、弾丸のように水平移動する姿勢に切り替える。そこで、僕はようやくコントロールの欠片かけらを摑つかんだという実感があった。アーマー越しにも伝わってくる風を切る感覚が爽そう快かいだ。


    「よし、今度は右旋回だっ！」


    　それから、完全に自在に操れるようになるのにそう時間はかからなかった。


    「きんもちいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいい！」


    　そして、僕がレーヴァテインの飛行にも慣れてきたころ、無線通信の声が聞こえてきた。


    『あー、栄太郎くん。そろそろこちらに帰ってきてくれるかね。そうすれば自然に噴射が止まると思うんだが』


    「は、はい……」


    　気がつくと、僕の眼下には富士山があって、上から見下ろしていた。


    



    「とうっ！」


    　スーパーマンのように腕を突き出しながら、僕は八や雲くも重工への帰路へ着く。なるほど、八雲重工に近づくにつれて、次第にスピードが落ちてきた。


    　そして、元いたガレージ手前に僕は無事着地する。


    「おかえりなさ──い、おちゃのこさいさい」


    　ユリナさんのにこやかな声に迎えられながら。僕は、そのレーヴァテインの装甲をゆっくりと剝はがしていく。


    「……どうだったかね、栄えい太た郎ろうくん」


    　にやついたようなその清せい玄げんさんの質問に、僕は興奮冷めやらぬままに答えた。


    「すっ……………………………………………………………………………………げえええええええええええええええええええええええ！」


    「凄すさまじいスピードだった。期待以上だよ栄太郎くん」


    「やったねー、栄太郎くん！」


    「わ、わ、ユリナさん」


    　ぴょんぴょんと抱きつきながら、ユリナさんが飛び跳ねて喜んでくれる。


    　その顔が近くて、どきどきする。


    「は、はは……。いやー、すごいですよ。でも清玄さん、こんなすごい機械作っちゃって、いったい何をする気なんですか……？」


    「栄太郎君は十億秒団というのを聞いたことがあるかね？」


    「……へ？　い、いや……」


    「そうか。ネットのアンダーグラウンドで広まりつつある噂うわさなんだがね。最近、『十億秒』と呟つぶやきながら通り魔事件を起こす連中が増えている」


    「あ、それなら少し覚えが……」


    「しかしね。実は『十億秒』というのは、エンジニアならすぐピンと来る数字なんだよ。例えば……少し前に『二〇〇〇年問題』があっただろう」


    「あ、確か一部のコンピュータが、日付が二○○○年に変わった時、一九○○年と勘違いして誤作動を起こす、って騒いでたやつですよね」


    「そうだ。その時は大きな問題は起きずに済んだ。だが……あれは前座に過ぎなかったんだ。真の恐怖は、Ｃ言語という言語で動いているコンピュータの時計が、基準値から十億秒目を迎える瞬間。つまり、二○○一年九月九日一時四十六分四十秒。この瞬間、『十億秒問題』が発生し、世界中のコンピュータが人間に反乱を起こすのではないかという噂があるんだよ」


    「そんな馬鹿なことが……」


    「馬鹿なことかどうかは、起きてみないと解わからん。そして、通り魔事件が本当に十億秒問題に関係しているのかもな。だが……本当にそんな危機が訪れるのならなんとかしたいと思ってね。そんなものを拵こしらえてみた。幸いにして、九月九日までまだ数か月ある。どうだね、君たちがよければ、定期的にここに来て訓練してくれないかね」


    　僕は……ただ、その力の虜とりこになっていたのだ。それに、もう一つの条件。『君たち』ここに定期的に来てくれないか。つまり、定期的にユリナさんに会えるということだ。断る理由がなかった。


    「はい！」


    「私もなんとなくですけど、来てよければ、生レバー！」


    「もちろん歓迎だ」


    　ユリナさんは両方の手で僕と清せい玄げんさんの手を握った。


    「うんうん、よかったねー。一緒に世界を守ろうねー、栄えいちゃん。地球防衛隊？　ふふふ」


    「は、はい……」


    



    「……ふふふ」


    　その帰り道も、歩道を歩きながら僕は一人でずっとドキドキしていた。


    　すごいことがいっぺんに起こった日だった。


    　レーヴァテインという、僕の力で動くパワードアーマーに出会えたこと。


    　そして。


    　僕は、彼女が握ってくれた手を何度も握ったり、開いたり。


    　彼女が触れた場所を、なんどもなぞるように触ってみる。


    　触れた彼女の手は温かかった。


    　見つめられていると、電流が走るようだった。


    　これが、生しよう涯がいをかけて守りたいと思える恋なのだろうと思った。


    



    　　　＊　　＊　　＊


    



    　二○○一年　九月


    



    「……へえ」


    　取り調べ室で高たか浪なみ栄えい太た郎ろうのその話をじっと聞いていた匂さき坂さか小こ次じ郎ろうはようやく顔を上げ、ひと言こう言った。


    「……のろけか？」


    　少しうんざりしたような顔で。


    「ち、違いますよ！　順番に話してるだけです！」


    　栄えい太た郎ろうの主観で話されると、ユリナが凄すさまじい聖女のように思えてくるが……。しかし、小こ次じ郎ろうにはある種の人生経験がある。その話だけを聞いているなら、たぶんそのユリナという女性は……。いや。まだ若いこの少年にそこまで話す必要はないか。


    「まあいいさ。いくつか気になる点もあった」


    「……レーヴァテインのことですか」


    「いや。途中に出てきた……『十億秒団』のことだ」


    　小次郎は、椅い子すをひっくり返すと、背もたれの部分に身をもたげるようにして座り直した。


    「ちょっと、俺もそいつらについては調べてる最中でな。十億秒団が絡んでくるってんなら、がぜん興味深くなってきた。続きを聞かせろよ。そこから、何が起きたんだ？」


    「……消えたんです、ユリナさんが」


    「……消えたぁ？」


    「だから、僕は一刻も早くなんとかしないと……」


    「ちょ、ちょっとまて。順番に聞かせろ。な？」


    　小次郎は事を急せく栄太郎を制して、メモ帳を手に取った。


    　ここから先は一字一句聞き逃のがすまい、とでも言うように。


    



    　　　＊　　＊　　＊


    



    　二○○一年　六月


    



    　それから。僕ら三人は何度も何度も、八や雲くも重工に集まった。


    　とある日の午後。


    「はーい。じゃあ、記念写真、いくよ───」


    　ユリナさんが、カメラのタイマーをセットしてから、とたとたと僕たちのほうに向かって走ってくる。


    　向かって左側に僕。右側に清せい玄げんさん。そして、その間を抜くようにユリナさんが滑り込んできて──。


    「わ、わ、わ」


    　勢い余って転びそうになる。


    「ユリナさんっ！」


    「ユリナ君！」


    　そして、僕たち二人は、一斉にユリナさんを抱きとめる。


    　彼女は、僕たち二人の肩にぶら下がるように体重をかける。


    「あ……えへへ。ありがとござます」


    「落ち着き──たまえ」


    　普段冷静な清せい玄げんさんが珍しく焦あせったように間を置いて言う。それがまたおかしくて、僕たち三人は自然に笑い転げた。


    　そのタイミングで、シャッター音。


    　でき上がった写真は、とてもよい物になった。僕と清玄さんは、まるで、ユリナさんを守るナイト二人みたいに見えた。


    　年も背格好も全然違う三人。事情を知らない人がこの写真を見たら、いったい何の繫つながりか解わからないだろう。下へ手たしたら、家族写真にさえ見えるかもしれない。


    　でも、インターネットが僕たちの友情を紡つむいでくれた。


    　性別も、年齢も関係ない、魂たましいで繫がりあった友情を育はぐくんでくれた。


    　そして、この瞬間は永遠なんだ。


    　……もっとも、僕はユリナさんにどうしようもないくらい恋しているわけなんだけど。


    



    　だけど、そんな日々に終わりが来たのは、突然だった。


    　ある日僕が八や雲くも重工研究所に行くと、ユリナさんの姿が見当たらない。そして、何の前触れもなく、深刻な顔をして清玄さんはこんなことを言った。


    「……栄えい太た郎ろうくん。突然だが、明日からもう来なくていい」


    「……は？」


    　心なしか、清玄さんは憔しよう悴すいして見え、その発言の真意は僕には解らない。


    「な、何言ってるんですか！　十億秒団は！　連中の言ってた日付まで、あと三か月じゃないですか！」


    「……だから、そのことだ。レーヴァテインは……もういい、もういいんだ……」


    「解るように説明してください！」


    「端的に言うと、十億秒団を抑えるにはどうすればいいか、解った。解ってしまったんだ……」


    「解ったってなんですか」


    「ユリナくんを犠ぎ牲せいにするしかない……」


    「はぁ!?」


    「……詳しくは話せない。だが……それが一番確実な方法なんだ……」


    「そ、そんな意味深なこと言われて納得できるわけないでしょうっ！　それに、ユリナさんを犠牲にするっていったい何のこと……」


    「帰ってくれたまえ」


    　そして、清玄さんは、後ろ手でドアを閉め、ガレージから去ってしまった。


    「清せい玄げんさん！　清玄さ──ん！」


    



    「……なんなんだよ、いったい」


    　研究所からの帰り道。僕はとぼとぼと商店街を歩いていた。


    　もう来なくていい、というのはショックだ。なぜって、ユリナさんと会えるあの時間、すべてから切り離された静せい謐ひつな時間は、僕にとって最も大切な時間になっていたからだ。


    「ユリナさん……はあ、ユリナさんの声が聞きたい……」


    「すいません、離してくれませんかっ」


    「そう、こんなユリナさんの声が……」


    　僕は、顔を上げる。


    「……ユリナ、さん？」


    　僕の目の前で、フードを被かぶった男がユリナさんの腕を摑つかんでいた。


    「お願いです、わたし一人の身体からだじゃ……」


    「十億秒が……十億秒が来る」


    　……なに、言ってるんだ、あいつ？


    　もしかしたら、こいつが十億秒団なのか？　だけど……とにかく、ユリナさんを放ってはおけない。なんて考える前に、僕はもう大声で叫んでいた。


    「おいっ！　手を離せ！」


    「……栄えいちゃん？」


    　僕を振り返ったユリナさんの顔には……一筋の涙。


    「……ユリナさん、泣いてるんですか？　何か怪け我がをっ!?」


    「ううん、違う、違うの……これは摑まれる前から……」


    　そして、ユリナさんは涙を拭ぬぐう。


    　彼女の涙のわけを僕は知らない。


    　大人だって泣くんだなんて当たり前のことだって知らなくて。


    　だけど、そんな感かん傷しようは一瞬で消え失うせた。フードの男が新たに動いたからだ。


    「十億秒が……っ！　来るんだっ！」


    「……っ！」


    　僕は少し怯ひるんだ。


    　フードの男はユリナさんから手を離すと、いきなり僕に向けて、懐ふところから取り出した刃物を振り回してきた。僕は、慌てて自分の背後にユリナさんを隠す。


    「ユリナさん、こっちに！」


    「きゃっ！」


    　刃物が僕の頰ほおを掠かすめる。頰から、たらりと赤い液体が落ちた。


    「十億秒が……十億秒が……来る……」


    「……血だ」


    　なんてことだ。


    　いつもの僕なら。学校でいじめられていたままの僕なら、一も二もなく逃げ出すか、なすすべもなく殺されるか、どちらかだろう。


    　だけど、僕はこの数か月、レーヴァテインに乗って戦闘力を磨みがいてきた自負もある。


    　そして何より……僕の背中には、世界で一番愛いとしい人が怯おびえているのだ。


    　背中を向けて逃げ出すわけにはいかなかった。


    「おりゃあああああああああああああああああああああっ！」


    　僕は全身の力を込めて回し蹴げりを放つ。


    「がふううううっ！」


    　僕の足甲はフードの男の腰にヒットし、そのままフードの男は倒れ込む。思ったよりあっけなくて拍子抜けしてしまう。まるで生気がない。なんだか何かに操られているような……。


    　だが、そうやってフードの男がナイフを落としたのを見はからって、周りにいたギャラリーの中で屈強な男がフードの男を押さえ込んだ。


    「おい、誰か一一〇番だ！」


    「もうしてる！　すぐ来るはずだ！」


    　その言葉通り、すぐにパトカーの音が近づいてきて……警察官がそいつに手錠をかけた。


    「ご協力感謝します！　お怪け我がは！」


    「あ、僕は大丈夫です……かすり傷ですから」


    　取り押さえられた犯人を、僕たちは見送った。


    「ありがとね、栄えいちゃん……血が……」


    「いいえ、ユリナさんに怪我がなさそうで本当によかった……ユリナさん？」


    　ユリナさんは、貧血みたいにくらりと倒れ込んだ。それを慌てて抱き留める。


    「大丈夫ですか？　ユリナさん？　ユリナさん！」


    「あ、栄ちゃん、ごめんね、ちょっとめまいがして……」


    　できる限り深刻な言葉にならないよう気を付けながら、僕は彼女を誘う。


    「ユリナさん……もしよかったら、すぐそこにうちがあるんで……しばらく休んでいってください」


    



    「あの……コーヒーいれました」


    「ありがとね、栄ちゃん」


    　幸い両親も留守だったので、僕は自分の部屋でユリナさんに休んでもらうことにした。


    「それにしても、もうけっこう暑いのに、なんでそんな厚着してるんですか？」


    　ユリナさんはまるで、わざと着ぶくれするような服を選んでいるようだった。


    「……ちょっと、ね」


    　そうはぐらかすように笑う、その笑みもまた魅力的だと僕は思う。それにしても、僕の部屋にユリナさんが来てくれるなんて。この部屋の空気保管できないかな。僕はベッドに腰かけたままのユリナさんを改めて見下ろす。眩まぶしくて目が眩くらみそうだ。


    「それにしても栄えいちゃん……いつもここで更新してるんだ、『シンメトリック』」


    　ユリナさんは僕の部屋を興味深げに見渡した。


    「はい。そのパソコン周辺の半径一メートルだけが、僕の世界のすべてです」


    「すべて？」


    「……僕には、インターネットしかありませんから」


    「栄ちゃんは、学校に好きな子とかいないの？」


    　ユリナさんは、さらりと[image: ]きいてきた。


    「え、いや、それは、その、学校にっていうか……」


    「恋は、いいよ。一瞬で世界が満たされちゃう。世界一幸せな人間になれるんだもん」


    　ユリナさんは目をキラキラ輝かせている。


    「……解わかります」


    「ね。だから栄ちゃんもそんな寂しいこと言わないで……」


    　ユリナさんは、僕の頰ほおに手を伸ばしてきた。


    　僕は、抱かかえている全てを吐き出すように、言った。


    「でもぼくは……学校でいじめられてて。『シンメトリック』読んでくれてますよね？　あんなのは、噓うそ八百なんです。本当の僕は、もっと弱くて、何もできなくて、意い気く地じなしで……ただ、時間が過ぎるのを待っているだけの生き物なんです」


    「だけど、さっきは勇気を出してわたしを守ってくれたじゃない」


    「それは……ユリナさんが……」


    　ユリナさんが好きだから、と言おうとして、踏みとどまった。


    「……ユリナさんが、いてくれたから、勇気が出たんです」


    　違う。違うんだ。僕は愛している。ユリナさんのことを。


    　高校生だからとか、大人だからとか、本当の愛にはそんなことは関係ないはずだ。


    「僕には、それ以外、何もないんです」


    　そんな僕を見かねたのだろうか。


    　次の瞬間、ユリナさんの身体からだが僕のほうにすうっと近づいてくる。


    「…………え？」


    　僕の身体は、ユリナさんにそっと抱きしめられていた。


    「ありがとね、栄ちゃん。わたしにはいろんな大事な人がいるけど……一番ドキドキすることを言ってくれるのは栄えいちゃんかも」


    「……ユリナさん」


    　シャンプーの匂い。


    　大人の女の人。柔らかい身体からだ。


    　僕は、ユリナさんの胸に抱かれながら思う。


    　世界が恋で満ちたなら、色が変わるだろう。


    「……あ、そういえば今日、清せい玄げんさんが、もう僕は来なくていいって言ったんですけど、何か聞いてます？」


    「うん。ちょっとね。それでいろいろわたしもナーバスになっちゃって……」


    「あ、あの、約束します！」


    　僕は、自分の胸をどんと叩たたいて、ユリナさんに宣言する。


    「心配しないでください！　これから、何があっても僕がユリナさんを守りますから！」


    「……気持ちだけでだいじょうぶだよ。ありがとね、栄ちゃん」


    「いいえ、本気です！　僕の自己満足でいいんです。どうか──あなたのことを守らせてください」


    　僕は、騎士のように跪ひざまずく。


    「どっちかっていうと、これからもわたしの大切にしているものを守ってくれるほうが嬉しいな」


    「……じゃあ、それでもいいです。ユリナさんが喜んでくれるなら」


    「……うん。お願いね、栄ちゃん」


    　そしてユリナさんは僕に向かってにっこり微ほほ笑えんでくれた。


    



    　西暦二○○一年。


    　こうして僕は、愛した人を守るために、戦うことを決めた。


    



    　きっと、愛に正しさはいらない。


    　人を愛するということ。


    　それが届くかどうかはどうでもいいんだ。


    　祈るように、ユリナさんの幸せを願った。


    



    　だけど、そんな決意はまるで空くうを切るみたいに行き場を失うことになる。


    　その日を境に、僕は二人と連絡が取れなくなった。


    　八や雲くも重工の研究所にも入れなくなり、十億秒団のタイムリミットも何もかも納得できないままに、僕は事件の渦中からいきなり放り出されたのだった。


    



    　　　＊　　＊　　＊


    



    　二○○一年　九月


    



    　──そんな長い話を、僕は刑事である匂さき坂さか小こ次じ郎ろうさんに語り終えたところだった。


    「……ということです」


    「……なるほど。筋は通った。で、どうしてほしいんだ、俺に」


    「あの会話からも、十億秒団に関して、八や雲くも重工になんらかの手がかりが残っていることは確かなんです。でも僕、誰にも頼れなくて」


    　僕は身を乗り出して、匂坂さんに詰め寄る。


    「一緒に、調査してくれませんか！　八雲重工を！　十億秒のタイムリミットまで、残り少ないんです！」


    　匂坂さんは、ふう、と溜ため息いきを吐き出した。


    「解わかった。こっちも十億秒団の手がかりが欲しかったところだ。調査に協力してやる」


    



    　電車に揺られながら僕は匂坂さんと研究所に向かう。もうすっかり雨も上がって、電灯の光が流れるように電車の窓を擦こすっていく。


    「ほんと助かりました。ありがとうございます、匂坂さん。僕の話を信用してくれて。一緒に世界を守りましょうね！」


    「……別に俺は、世界を守るとか考えてねえよ。普通に、気になったから捜査してるだけだ」


    「名付けて、世界防衛隊です！」


    「だから、一緒にすんじゃねえ！」


    　匂坂さんは、鼻息を大きく吐き出した。


    「……だいたいな。お前、高校生なんだったら、インターネットじゃなくて部活とかスポーツとか勉学に打ち込めよ。……お前さ、十年後とかどうするの。僕の青春は四角い箱の中にありました～、なんて堂々と言えんの？　恥ずかしくねえか？」


    「い、言えますよ……。インターネットだけが、僕の青春なんです。インターネットでも恋ができるし、友情を育はぐくめたんだ」


    「……まあ、いいけどさ」


    「すいません。でも、匂坂さんは、僕が出会った中で相当話せる大人ですよ。パソコンは詳しくないみたいですけど」


    「……うるせえな」


    「パソコンに詳しくないと二十一世紀は生き残れませんよ」


    「うるせえな、俺は生き残らなくていいんだよ。……息子が生き残る。なあ、俺な、もうすぐ子供が生まれるんだ」


    「おめでとうございます」


    「子供ができたらさ、そいつにはパソコン触らせる気だからさ。それでいいだろ？」


    「そうですね……きっと、パソコンの得意な子供になりますよ」


    



    　そんなこんなで、僕たちは八や雲くも重工研究所に到着した。


    「……よし。じゃあ、匂さき坂さかさんが、警備員を引きつけておいてください」


    「おい、俺は警察の人間だぞ。手伝うとは言ったが、そんなコソ泥みたいな真ま似ねに手を貸すわけには……」


    「よろしくお願いします、じゃ！」


    「あっ、こら！　……くそっ、しょうがねえな……」


    　匂坂さんは、警備員にゆっくりと近づいて、警察手帳を見せる。


    「あー……その、警視庁捜査一課の匂坂です」


    「……はい、何か」


    「実は、えっと……俺、もうすぐ息子が生まれるんですが。名前、何がいいと思いますか？」


    「……………………は？」


    　それを横目に、僕は敷地内に侵入したのだった。


    



    　　　＊　　＊　　＊


    



    　八雲重工研究所のガレージの中に入ると、いきなりサイレンが響き渡った。


    「……へ？」


    　僕の目の前に、人間三人分ぐらいの大きさのガードロボがゆらりと近づいてきた。あのガードロボはずんぐりむっくりのボディだが、パンチ一発でも当たれば人間一人ぐらいは平気で粉砕するレベルの威力が出るマシンだということを、僕はレーヴァテインの装着練習でたっぷり知っていた。


    「……くっ！」


    　僕はとりあえず、物陰に身を隠す。


    　まずい。通報されただろうか？


    　捕らえられる前にあのロボを倒せば事なきは得られると思うが──。


    　その時。僕は、ガレージの真ん中の台に鎮ちん座ざしている、ベールをかけられた『それ』を見つけたのだった。まるで、運命に引き寄せられるように。


    「……レーヴァテイン」


    　考えている暇ひまはない。僕はガードロボに見つからないように、そのベールを剝はぎ取り、腕全体でそのパーツを搔かき集めると、いつもの手順で手早くそれを装着する。レーヴァテインから伸びたコードを一旦電話回線に接続し……ネットに……繫つながれ！


    



    　ポピピポピピポピポパ。ビーガガガポピーポピーウィンウィンウィンガガガガーガーガー。


    



    　ＦＴＰサーバーに接続し……ログイン！


    「よしっ！　来いっ！」


    　僕のＨホームＰページへと訪れた分のアクセスログから、レーヴァテインに一気にパワーが流れ込んでくる。


    「うん。久しぶりに装着するけど……やっぱなじむな」


    　理論上、電話回線があればどこからでもエネルギー充じゆう塡てんはできる。これさえあれば、百人力だ。よしっ。


    「おりゃああああああああああああああっ！」


    　僕はいきなり立ち上がると、そのまま流れるようにこっちに直進してくるガードロボに正面からナックルパンチを叩たたき込んだ。


    　勢いを相そう殺さいするような感じでガードロボの動きが止まり、数瞬後に僕の拳こぶしが当たったところからピキピキと罅ひびが入り──。


    　ズゥン、と大きな音を立ててガードロボは倒れた。


    「……やったっ！」


    「侵入者、発見。排除します」


    「……え？」


    　僕は、一瞬で血の気が引く。しまった。ガードロボは一体ではなかったのだ。


    　油断したことを後悔したその瞬間──。


    「！」


    　耳をつんざく銃声が響き渡った。


    　恐る恐る目を開ける。


    　硝しよう煙えんの臭いの向こう側には、匂さき坂さかさんが銃を構えて立っていた。その銃弾は……ガードロボの眼にあたるカメラ部分に命中し、レンズをしっかり破壊していた。


    「あーあ、拳銃発砲しちまったよ。始末書かな、こりゃ……」


    「あ、あ、あ、ありがとうございますっ、匂坂さんっ！　そりゃっ！」


    　そして、ロボットが視界を失っている隙すきに僕はパンチを叩き込んだ。ガードロボ二体目も派手な音を立てながら吹き飛んでいく。


    「やった─────！　ほんとありがとうございますっ、匂坂さんっ！　嬉しいっ！　ほんと助かりました───っ！」


    「うわ、なんだそのメカ！　てか気持ち悪いよ、抱きつくなって！」


    　……と。そこに、闇の中から知った声が聞こえてきた。


    「ふうん、レーヴァテインを身につけたんですか」


    「……誰だ？」


    「旦那様に言われてるんだ。栄えい太た郎ろうさんが来ても、奥には入れるなってね。でも……こっそり侵入されちゃったものはしょうがないさ。力尽づくで……帰ってもらうかな！」


    　その影が灯あかりの下に舞い踊ると、知った顔があった。


    「多た津づ島しまくん……!?」


    　首から下にパワードスーツを身につけた多津島くん。そのインフレームは、ライオンのような造形をしている。


    「っ！」


    「このインフレームの名前は……『セクメト』！　……旦那様が作ってくれたもう一つの試作機だあっ！」


    　そして、多津島くんは鬣たてがみのついたヘルメットを頭に押し込むと、流れるような動作で僕に飛びかかってきた。襲おそいかかってくるその両腕を必死で押さえ込む。


    「や、やめてくれ、多津島くん！　なんで、君と戦わなきゃいけないんだ！　僕は、ユリナさんや十億秒団との顚てん末まつがどうなったか調べに来ただけで……」


    「うるさいうるさいうるさい───っ！　旦那様の命令で、侵入者は、排除するんだ────っ！　こうなったら、死ね死ねミサイルで……！」


    「……！」


    　そして、多津島くんのボディが開き、銃砲のようなものが見えたその時──。


    「……もうやめなさい、多津島」


    　いつのまにか部屋の入り口に[image: ]やせこけた清せい玄げんさんがいて、多津島くんに静かに声をかけた。


    「旦那様……？」


    「その栄太郎くんは、たぶんどうやっても説得は無理そうだからな」


    「せ……清玄さん」


    　どうして、急に僕を研究所から閉め出したんですか。


    　ユリナさんのことを何か知っているんですか。


    　十億秒団の対策は、どうなったんですか。


    　いろんなことを問いたくて、


    　頭がこんがらがって、結局この一言しか出なかった。


    「……どこにいたんですか」


    



    「…………ついてきなさい」


    　質問には何も答えず、清せい玄げんさんはそれだけをつぶやいた。


    



    　　　＊　　＊　　＊


    



    　僕と匂さき坂さかさんは、八や雲くも重工研究所の地下へ下りる階段を、かつん、かつんと下っていく。レーヴァテインの装甲は、顔面だけ解除した。


    「少しずつ、知るほうがいいだろうな」


    「何がですか」


    　その重い口調から、決して楽しい話題ではないことだと思ったが……。


    「ユリナは、妊にん娠しんしていた」


    「え……？」


    　今言われた言葉を丁てい寧ねいに反はん芻すうする。処理する。理解する。


    　妊娠。子供を、腹に宿すこと。


    　そういえば。


    　体調が悪いとしばしば言っていたこと。


    　やけに着ぶくれするような服を着ていたこと。


    　すべてが組み合わさるように納得できる。


    　だが、そんな認識の全てが嚙かみ合ったとしても。


    「……え？」


    　やっぱり、僕が求めるものは理解の放ほう棄き……いや、理解の拒絶だった。


    　そんなふうに戸惑う僕に対し、清玄さんはなおも衝撃的な事実を連ねてきた。


    「そして、数日前に子供を産んだんだ。着いたぞ」


    「……は？」


    　もう、生まれた？　何を言っているんだ？　聖女のようなユリナさんから？


    　混乱に陥おちいるままの僕を無視し、清玄さんは到着したその地下室の扉を大きく開いた。


    　僕たちが出た一際大きな場所。その空間の中央に、一台の巨大なコンピュータが鎮ちん座ざしていた。


    「灯台下もと暗しとはね。十億秒団の原因は……このコンピュータだったんだ」


    「……なんだこれ。コンピュータ？　どういうことだ」


    　そんなふうに十億秒団の真相について清玄さんに尋ねたのは匂坂さんだった。


    「八雲重工はグードル社という人工衛星を利用した検索エンジンの会社を子会社にしていてね。これはそのメインコンピュータだ。だが……このコンピュータに、ある日突然、自我が芽め生ばえた。そして、十億秒問題を認識してしまったコンピュータは怯おびえた。狂うことに怯えた。だから痛みに震ふるえる野生動物がもがくように、ネット回線を通じて世界中に電磁波を放射し、人間を操っていたんだ。そのため、十億秒が来る前にこのコンピュータに『母』を与えて落ち着かせる必要があった」


    「母……」


    「子供を産んだばかりの女性だ。ちなみにユリナが妊にん娠しんするのに、私が精子を提供した」


    「……提供？　……何言ってやがる。そんな実験感覚でユリナさんを……」


    「……見たまえ」


    　清せい玄げんさんが懐ふところから取り出したリモコンを操作すると、コンピュータの後ろから、なにかがせり上がってきた。


    　そこには、一本のゼリーでできたような緑色の柱があり、その中央に──。


    　ユリナさんが、ホルマリン漬けになった標本のように、完全に埋め込まれていた。


    



    「ああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああ」


    



    　慟どう哭こくが止まらない。


    「……ユリナくんが犠ぎ牲せいになってくれた。彼女のお陰で、世界は助かったんだ」


    「……ふざけんな」


    　僕は、怒りを込めて絶叫する。


    「ふざけんなああああああああああああああああああああああ！　マッドサイエンティスト野郎が！　なんで！　ユリナさんの人生を！　命をおおおおおおお！」


    　許せなかった。彼女の人生が、こんな愛のない終わり方をしたことが。


    「ふざけるな……ふざけるな……」


    　そして、僕は一歩一歩コンピュータに近づいていく。


    「……何をする気だ、栄えい太た郎ろうくん」


    「あのゼリーからユリナさんを切り離す」


    「やめたまえ。今さら無駄だ。それに彼女が犠牲になることで、この検索エンジン『グードル』のメインコンピュータの暴走を食い止めているんだ。彼女は、ネットを司つかさどる女神になったんだ」


    「なんで、なんでそんな冷静なんだよ……。妊娠したって言うなら……まがりなりにも……ユリナさんはお前の奥さんだったんじゃないのか」


    「出産のために、便べん宜ぎ上その手続きをしただけだ。愛している女に、こんな仕打ちをすると思うか？　せめて追つい悼とうしろというのなら……そうだな。私の知り合いにオンラインゲーム開発者がいる。これからゲーム内にユリナくんの写真の一枚でも置いてもらうとするかな」


    　そのあまりに非道な言葉に、僕の激情は頂点に達した。


    「うがあああああああああああああああっ！」


    　僕が、清せい玄げんを渾こん身しんの力で殴りつけようとした時……。


    「旦那様に手を出すなああああああああああああああああ！」


    「ぐっ！」


    　セクメトが割り込んできて、僕のパンチを受け止めた。


    　そして、レーヴァテインは多た津づ島しまくんのセクメトとがっぷり四つに組み合う。


    「ぐぬぬ……」


    　凄すさまじい力の押し合いで、床に罅ひびが入っていく。


    　このままでは埓らちが明かない。だから僕は絶叫する。この場にいるもう一人の味方に向かって。


    「匂さき坂さかさん！　今のうちに、あのコンピュータを撃って！　ユリナさんを助けるんだ！」


    　だが。


    「なあ、栄えい太た郎ろう」


    「……匂坂、さん──？」


    　いつの間にかゼリーの前に立っていた匂坂さんが銃を向けたのは……僕のほうだった。


    「落ち着いてくれ、栄太郎。お前を撃ちたくない」


    「な、何の真ま似ねですか、匂坂さん」


    「今の話を聞いてたんだが……客観的に見ると、間違ってるのはお前だ。冷静に考えてみろ。彼女を解放したら世界が崩壊するというのなら……解とき放つべきじゃない」


    「ふざけるな！　こんな非人道的行為……許せるんですか！」


    「……これから生まれてくる俺の息子のためだ」


    「誰かを犠ぎ牲せいにする正義が本当に正しいと思ってるんですか！」


    「………………それは……」


    　僕の問いに、匂坂さんも言葉が詰まる。


    「僕は……そんな正義は絶対に認めないっ！　もし世界が正義のために彼女を犠牲にするっていうんなら……僕は……僕は、世界一の悪にだってなってやる！」


    「世界がどうなってもいいのかっ！」


    「当たり前だろ！」


    　僕には……迷うことなんて何一つない。だって。


    「ユリナさんより尊とうといものが……世界にあるわけないだろおおおおおおお！」


    「うわっ！」


    　僕は怒りに任せて、セクメトを投げ飛ばした。


    　そして、一歩ずつ、ユリナさんの埋め込まれたゲル状の柱に向かっていく。


    「それ以上近寄るな！　撃つぞ、栄太郎」


    　匂さき坂さかさんが、僕に銃を構えている。


    「撃ってみろよ」


    　僕は、レーヴァテインの装甲が解除された顔面を見せつけるようにしながら匂坂さんに近づいていく。


    「生身の高校生の顔だ。これを、撃つ覚悟が匂坂さんにあるというのなら──」


    　銃声。


    「ぐっ!!」


    　激痛。匂坂さんの銃弾が、僕の右目を掠かする。


    　流れる血で、景色が真っ赤に染まった。


    「ぐっ、さ、匂坂さん……」


    「た、頼む……止まってくれ、栄えい太た郎ろう。俺は……俺は、息子に未来を残してやりたいだけなんだ……」


    　血が、止まらない。右目はもう、全く見えない。


    　それでも、歩く。


    「栄太郎、お前……なんで……なんで、向かってくるんだよっ！」


    「世界を引き換えにしたとしても──僕は、好きな女ひ性とを守るって決めたんだ……僕は……」


    　ユリナさんを愛している。愛しているんだ。


    　空からっぽだった僕の身体からだは愛という水溶液によって充みたされた。


    　僕から愛を奪い去るということは、この世界を壊すということだ。


    　僕の世界は愛でできている。


    　僕は泳ぐ。遥はるかな荒野を、愛で泳ぐ。


    「……止まるんだ、栄太郎君」


    「お前が言うな、清せい玄げんっ！」


    「……栄太郎。これ以上近付くと、本当に当てるぞっ！」


    　匂坂さんももう一度銃を構える。僕は緑の柱を見上げる。その中に埋められた、たった一人の愛いとしい人の姿を。


    「……ユリナさん……」


    　その時だった。


    　僕の頭の中に声が聞こえてきたのだ。


    『……そう焦あせるな。あの娘を解とき放つ方法はある』


    「だ、誰だ、お前……」


    「……？」


    　急に独り言を言い出した僕の様子に、匂坂さんも、清玄も戸惑っているようだった。


    『わたしはお前であり、お前はわたしだ』


    「まさか、レーヴァテイン、なのか……？」


    『そうだ。栄えい太た郎ろうよ。今は退ひけ。あの娘を救うには、【天国に至るオフ会】が必要だ』


    「天国に至るオフ会……？　くっ」


    　出血量もヤバい。確かにここは──退くしかない。


    　立て直せとレーヴァテインもそう言ってくれた。


    「……覚えていろ、お前ら……」


    　僕はそんな台詞せりふを言い残すと……。


    「栄太郎───────────────！」


    　匂さき坂さかさんの絶叫を背に、八や雲くも重工の研究所を突き破り、飛び出した。


    



    　　　＊　　＊　　＊


    



    　月下、東京タワーの中心から街を見下ろしながら、僕はレーヴァテインと会話をする。


    「レーヴァテイン、本当にそれでいいんだね？」


    『ああ。お前がまず成すべきことは……共に闘う同士を集めることだ。ネットに怨うらみを持つものをな』


    　それなら、問題ない。悪の組織でもなんでも作ってやってやる。これからの時代、ネットによって被害を受ける人はどんどん増えていくことだろう。


    『今、ネットはあの娘を歯車にして動いている。だが、それはネット上に【憎しみ】が溢あふれる度たびに、あの娘に終わりのない苦痛を与えることと同じでもある。お前にとっても、それは本意ではないだろう』


    「……当たり前だ」


    『ならば、ネット上に溢れる【憎しみ】を集約し、私に全て寄越すといい。そうすれば現在のネットはリセットされ、私があの娘に替わってネットを動かすことができる。あの娘は再び解き放たれる』


    「……それが、ユリナさんの望むことなのか？」


    「無論だ。一年や二年では済まないだろう。だが、何年かかろうとも成し遂げるのだ』


    「長期戦ぐらい平気さ。だって僕の恨みと痛みと憎しみは──そう簡単に消えやしない」


    『組織の名前は──そうだな、世界規模のレクイエムで……ＷＷＲワールド・ワイド・レクイエムというのはどうだ？』


    「……いいね、それ」


    『そして、憎しみを集める、組織の首しゆ魁かいたるお前の名は──』


    　レーヴァテインの提案を遮さえぎり、僕は自分で決めた自分の名を告げた。


    「いや、それは決まってる。ダーク・テキストサイター。ダークサイターだ」


    「……そうか」


    　そしていつの日か……ユリナさんを犠ぎ牲せいにして動く歪ゆがんだインターネットを滅ぼし、彼女をこの手に取り戻すんだ。


    「ユリナさん……僕は今日から、インターネットを滅ぼすための戦いを始めます」


    　あんなに愛していたインターネットを。いや、本当は今でも愛している。インターネットは、僕の青春だったから。それなら、きっと──僕の青春は今日終わったのだ。


    「……いつか、僕が君を解放する日が来る。だから、それまで待っててね……ユリナさん」


    　……そして、レーヴァテインのネット機能から、僕は最後の更新をする。


    『シンメトリック』の更新、しかも最終更新ということになれば、あちこちのニュースサイトが取り上げてくれる。今後十数年、世界を守るぐらいに必要なアクセスは稼かせげるだろう。


    



    　僕は──エンターキーを押した。透き通るような夜空を見上げる。


    「……アクセス数が上昇している」


    　そして、僕はレーヴァテインの顔面装甲を閉じると、街の中へ飛び込んだ。


    「……行くか。愛を守りに」


    



    　そうやって僕は、地獄へ向かう道をひた進む。


    



    　その先に待っているものは、ただ愛であれば充分だ。


    



    



    　　　＊　　＊　　＊


    



    『シンメトリック』最終更新のお知らせ


    



    　突然ですが、『シンメトリック』は今回の更新をもって、最後の更新とさせていただきます。


    　僕が存命の限り、ログは読めるようにしておこうと思いますが。


    



    　世の中にはいろんな青春があります。


    　部活に汗を流す青春。


    　勉学に励む青春。


    　恋に悩む青春。


    



    　それでも──。


    　僕たちの青春は、この四角い箱の中にありました。


    　胸を張って、何度でも言えます。


    



    　パソコンに詳しくない人から見たら、単なる文字のやり取りや遊びかもしれません。でも。僕たちの魂たましいはここで出会い、恋をし、傷つき、精一杯に生きました。


    



    　テキストサイトの世界に、本気で生きました。


    



    　そうやって、胸を張れます。


    



    　どうかこの先も、インターネットの世界が、永遠に優しいものでありますように。


    



    　今まで読んできてくれてありがとう。


    　そして、すべてのインターネットに。


    　──ありがとうございました。


    



    　　　　　　　　　　　　　　２００１．９．　『シンメトリック』管理人　Ａ太郎

  


  
    　　第三話　フロム・ネット・ウィズ・ラブ　Inflame case: HEAVEN'S NET


    



    



    　ダークサイターが語った話は、驚くべきものだった。


    



    　だが、俺の目の前にあるものが、その話が決して噓うそや作り話ではないことを如実に表していた。


    　八や雲くも重工研究所地下。そして、コンピュータの後ろにある、ゲル状の大きな柱に埋め込まれた若い女性の姿。生きているように呼吸しているが、生命感はない。異様な存在だ。


    「それじゃ……このコンピュータと一体化してる人が……」


    　俺の発言を継ぐように、八雲先輩が一歩前に出る。


    「お母さん……なの……？」


    　いったい、八雲先輩はどんな感慨を込めてそれをつぶやいたのだろうか。


    　八雲先輩が、ずっと会いたかった人。母親。八雲ユリナさん。


    　そして、彼女に会えて感かん涙るいを隠せないのは、ダークサイターも同じようだった。


    「ああ……まったく変わっていない。二○○一年の時と。……懐なつかしいな。久しぶりに逢あえた。泣きそうだ、クソ。……お久しぶりですね、ユリナさん」


    　だが。俺は彼女の姿を見て、他の人と違った奇妙な雑感を抱く。


    　この人と、どこかで会ったことがある気がする。それももっと幼い姿の……。


    　そんな俺の思考を許さず、気がつくとレーヴァテインを装甲していたダークサイターがさらに前に歩んでいく。


    「お、おい！　ちょっと待てよ！」


    　俺はその前に回り込む。


    「ダークサイター、お前、何をする気だ」


    「だから今話しただろう。私はこのレーヴァテインの背中に収められた剣をあのゲル柱に刺さねばならん。果たしに来たんだ。『天国に至るオフ会』を」


    　その会話に、俺たちの後ろからよろよろとついてきていた清せい玄げんさんが口を挟んだ。


    「だめだ！　その剣をあそこに刺したら……」


    「黙っていろ！」


    　ダークサイターが清玄さんを一いつ蹴しゆうする。


    「……娘と向き合うことからも逃げていたくせに。口を噤つぐめ」


    「ぐっ……！」


    　それだけで、清玄さんは何も言い返せないようだった。


    　レーヴァテインは、なおも歩みを止めようとしない。


    「どけ、さとり世代。吹き飛ばすぞ」


    「くそっ……！」


    　俺は、スーツケースを踏み込んでカグツチを装甲する。さっきオンラインゲーム内で獲得したフレイムがまだ少し残っているが、そんなに多くはない。


    「よくわからねえけど、少しでも世界が滅びる危険があるなら……そんなことやるべきじゃねえ！」


    「私は、少しでも愛を取り戻せる可能性があるというのなら、なんでもするがな。カグツチ。もしあくまで貴様が邪魔するというのなら──」


    　レーヴァテインは背中から一本の剣を取り出した。さっき語っていた剣だろう。あれをゲル状の柱に突き刺すと、ユリナさんが解放される代わりにインターネットが終しゆう焉えんを迎えるのだ。


    「叩たたっ切るだけだっ！」


    　そのまま、頭上から俺に向かって刃が落ちてくる。


    「……ぐっ！」


    　カグツチは両の腕でそれを受け止める。


    　鈍い音と共に、俺の両腕にじんじんと痺しびれが走る。


    「カグツチ……私は一度止められたぐらいでは……決して決して決して諦あきらめんぞおおおお！」


    　レーヴァテインは再び振りかぶる。


    　だが……させるか。


    「おおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおお！」


    　俺は気合いを入れるために咆ほう吼こうする。そして奴の太刀筋よりも速く動き、力の限り──レーヴァテインのボディに一撃を叩たたき込む！


    　……叩き込んだ、かに思えたのだ。


    　その手は、奴の寸前、剣を持っていない左手でしっかり止められていた。


    「っ!?」


    「無駄あああああああああああっ！」


    「ぐあああああああああっ！」


    　俺はそのまま膂りよ力りよくだけで弾き飛ばされる。


    「……そろそろ、動けなくしてやろう」


    　そして奴の下半身が光り始める──〈先行者アンテイシペーター〉で俺を焼き尽くそうというのだ。そして、光線が発射される瞬間──。


    「っ！」


    　もうだめだと思って、目を閉じてしまった。


    　……だが。恐る恐る目を開いた俺の前に立ちはだかってレーヴァテインの一撃を防いでいたのは──。


    「……久しぶりですね、インフレームを使うのは。七、八年ぶりですか」


    「多た津づ島しま……さん？」


    　獅子の顔を持つインフレーム。これが話にあった多津島さんの『セクメト』か。


    「私も昔はヤンチャでしたが……今は多少落ち着きましたからね。私のインフレーム、『セクメト』。その動力源は──」


    　セクメトの胸元が開き、そこから四本の銃砲が飛び出してきた。


    「『コンピュータ破壊クラツキング』、です！」


    「っ……！」


    　そのまま、ガトリング砲のように時間差で四発の砲弾がレーヴァテインに向けて発射される。鳴り響く轟ごう音おんと噴煙と破砕音。それが収まると、焦げ色の強くなったレーヴァテインが、防御態勢のままじっとしていた。だが、今の攻撃が効いていないということはないはずだ。


    「ぐっ……多津島……いまだにそんな力を……」


    「たった今、とあるクレジットカード会社の顧客情報を流出させました。その騒動で発生した消費者の怒りエネルギーを流用し、ミサイルを四発撃ちました。しかし犯罪なので……できればこれ以上私に弾を撃たせないでください」


    　そしていつのまにか俺の近くにいたのは多津島さんだけではなかった。俺の横にいくつもの影が同時に並び立つ。


    「焔ほむらっ！」「焔っち！」「師匠！」


    「……みんな！」


    　気が付くと、俺の横には、プロメテウス、アフロディーテ、ダ・ヴィンチも並んでいた。


    「貴様らぁ…………よくもちまちまと……」


    　ダークサイターが苦々しげにつぶやく。


    「ちまちまやってなにが悪いっ！　あたしたちはネットガーディアンズで……」


    　だが、戦闘の構えを取るみんなを俺は手で押しとどめる。


    「みんな、手を出すなっ！」


    「焔……？」


    「みんな、頼む。ちょっとサシでやらせてくれ。俺一人で、こいつと決着をつけたいんだ。この懐かい古こ厨ちゆうとな」


    「……ほう。その目。お前の父親と同じ目をしているな。……あの時も、この場所だった。いいだろう。正々堂々と決めようじゃないか。私はこれから最終奥義を使う」


    　レーヴァテインはわざわざ宣告した。


    「……何をする気だ」


    「テキストサイト『シンメトリック』を更新するのだ。十八年ぶりにな！」


    「なっ──！」


    　そして、レーヴァテインは空中にウインドウを展開し、何やら操作を始めた。


    　伝説のテキストサイトが更新再開。それは話題にはなるだろう。


    「食らえ……十八年かけて温めたネタだあああああああっ！」


    　そして、更新ボタンを押す。ネットミームの広がり方は凄すさまじい。一瞬のうちに、シンメトリックにアクセスが流れ込み……。俺のTweeterツウイータータイムラインにも、その更新報告が流れていた。この十八年間の鬱うつ屈くつを集めた、それはきっと大爆笑ネタなのだろう。遠目からでも、オーラのようなものが広がっているのが見える。


    「は─────っはっはっは！　これで、私の勝利は盤ばん石じやくになった！」


    　だが、その喜び方を見て、俺は……むしろ、勝利を確信していた。


    「ヘッ、ぬかったな、ダークサイター……」


    「何？」


    「……ダークサイター。お前の敗因は……時代の歩みを止めたことだ」


    「腹立たしいな。なんだそれは」


    「この時代には……お前の時代にはなかったが、今はあるものがある。ハイエナのようにアクセス数を奪っていく連中」


    「ハイエナ、だと……？」


    「そうさ。テキストサイトの時代になかったもの。まとめサイト、バイラルメディア、アフィブログだ！」


    　俺は、確認する。人気サイトの更新ネタをそのまま丸パクリして掲載するサイトを。


    　案の定、そいつらはもうさっそく丸パクリでＨＰを更新していた。今の時代節操という言葉の消え失うせたアフィブログは、ハイエナどころか生きている肉にさえ食らいつく化け物だった。


    　だから俺は、あえてダークサイターのＨＰではなく、ネットユーザーが「そっち」（非道のアフィブログサイト）へ流れるようにリンクを張る。そしてツウィートを……。
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    「送信だああああああああああああああああああああああああ！」


    「……!!」


    　レーヴァテインの動揺が、見て取れる。


    『アフィブログへのリンク貼ってんじゃねえ！』という怒りのリプライ。


    『このサイトうけるｗ』という言葉と共に俺のアカウント名を貼るクソみたいなリプライ。


    　あるいはそのアフィブログの管理人が俺だと思って怒りを投げてくるリプライ。


    　誰が言ったかなんてお構いなしに、あっという間に俺のつぶやきが消費され、逆上され、拡散され、俺を罵ののしるツウィートが大量に飛んでくる。


    「お前の更新したサイトが面白ければ面白いほど、それを利用する連中が現れる。だから……俺はそいつらに上乗せしてさらに叩たたかれに行く」


    「……アフィブログの叩かれ方を利用して、さらに叩かれる覚悟がある、ということか」


    「当たり前だろう……てめえの歪ゆがんだ思想に抵抗するためなら……俺はなんべん叩かれたって、何百回何千回だって起き上がってやらあっ！」


    「何が、貴様をそうまでさせる……！」


    「親父がお前を止めようとした。それは、間違ってなかったと俺は思う。その代わりに俺が今生きられてるんだからな。でも、俺の考えだと、お前だって間違っちゃいない」


    「ほう」


    「人には、間違いを貫く権利がある。エゴを通す権利がある。だから……お前が世界を破壊するためのエゴを通すなら、俺もエゴを通す！　俺は……俺が正しいと思えることを守るために、どんなに傷ついても立ち上がる！　そしてそれは……」


    　俺の心はギリギリと軋きしむ。視界には、無数の俺を叩くコメント。しかも、まとめサイトの強烈なバイアスが、さらに俺を偏見と悪意で罵ば倒とうする。


    「お前みたいな懐かい古こ厨ちゆうに、現代のインターネットを全否定されるのを、ぶっ叩き返すことなんだあああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああっ！」


    　俺の右腕に炎が宿る。やつを燃やし尽くす一撃を、この腕に溜ためて。


    「……炎上ォォォ！　燃焼ォォォッ！　マックスペイン！　カグツチ………………ギガンティック・ユニバース・アッパアアアアアアアアア！」


    「ぐああああああああああっ！」


    　渾こん身しんの力を込めたパンチが、レーヴァテインを捉え吹き飛ばす。そいつの持っていた剣も、弾き飛ばされるように床に落ちた。


    「がはあああああっ！」


    　レーヴァテインは、天高く打ち上げられてから、床が割れそうなくらい激しく打ち付けられた。そのまま、ピクリとも動かない。


    「焔ほむらっち、やった────！」「師匠やりましたね！」「流石さすがだよ、焔っ！」


    　みんなの賛辞が飛んでくる。


    「み、見事……だ、カグツチよ」


    　息絶え絶えで倒れたまま、レーヴァテインは負け惜しみのように言う。


    「……はあっ、はあ……ど、どうだ、思い知ったか……」


    「くっ、くくくく……だが、戦いには敗れたが、勝負に勝ったのは私のようだぞ」


    「……なに？」


    　その笑みに、嫌いやな予感がする。


    　俺はなぜ、こいつが笑っているのか解わからない。俺は、何を間違えた──？


    　その瞬間だった。


    「な……？」


    　突然、カグツチの身体からだが動かなくなった。指一本動かせない。身体が磁石で貼り付けられたみたいに……。


    「な、なんでだ……み、みんなは……？」


    「あ、あたしも動かない！　イ、インターネットが止まっちゃった！」


    「だめみょろ！」


    「どうしちゃったんでしょうか……回線の不調……？」


    「……私もダメなようですね」


    　他のインフレームも全員動かなくなっていた。


    「どうして……」


    　俺は、気付く。遠くに、見えてしまった。


    　俺たちが戦っているその向こうに。


    　八や雲くも先輩が、レーヴァテインの剣を拾い上げ、ゲル状の柱に突き刺していた。


    「みんな、ごめんね……私、やってしまった」


    「どう……して……八や雲くも先輩」


    「悪い……？」


    「え？」


    「一目でも母親に会いたいと思うのが！　そんなに悪いことなのっ!?　私は……ずっと一人だった！　誰にも抱きしめてもらえず！　愛されずに！　匂さき坂さかくんだって、言ったじゃない！　みんながエゴを貫こうとしてるって！　だったら！　いいでしょ！」


    　八雲先輩は激しく叫んだ。ぼろぼろと泣きながら。ああ、そうか。そうやって言われたら返す言葉がない。俺が思っていた以上に、八雲先輩はずっと孤独なままでいたんだ。


    　それに気付くことができなかったことに、忸じく怩じたる思いだ。


    　俺が真っ先に救わないといけなかったのは、八雲先輩だったんだ。


    　レーヴァテインもゆっくりと立ち上がった。いや、エネルギーを使い果たしたのか、その装甲はダークサイターが歩くたびにバラバラと剝はがれ落ちていく。


    「さあ、『天国へのオフ会』だ。八雲華か蓮れん。母親に……ユリナさんに会おう」


    「……ええ」


    　そして……レーヴァテインの剣を突き刺した箇所から激しい光が漏もれ──ゲル状の柱が弾けるように砕け散った。その中からどさり、と一人の女性が落下してくる。


    「……ユリナさんっ！」


    「お母さん！」


    　ダークサイターと八雲先輩、涙を流しながら二人が駆け寄る中……金髪の女性はゆっくりと目を開けた。


    「あ、あなた……たち……」


    「ああ、ユリナさん！　会いたかった、ずっと会いたかった、ユリナさ……」


    　ユリナさんはすう、と力弱く腕を上げると──


    「……なにしてるのよ、この、ばかちんたちが────────っ！」


    　ばしーん、と思いっきりダークサイターの頰ほほを叩たたいた。


    「あいた─────────！」


    「華蓮、あんたも！」


    「きゃっ！」


    　ばしーん、二発目。


    「なんてことしてくれたのよ！　こんな残りカスみたいな魂たましいのために！」


    「の、残りカス、だって……？　ユリナさん、今ので解放されたのではないのですか……？」


    「そんなわけないでしょ！」


    　そして、ユリナは右手を上げる。今二人を叩いたところあたりから、ポリゴンがぼろぼろと零こぼれ落ちていた。


    「え……？」


    「張りぼてよ。私は、ただの魂たましいの残りカス。この身体からだだって、もってあと五分ってところね」


    「ユリナさん、なんで、そうすれば天国に至るオフ会が始まるって、言ってたのに」


    「栄えいちゃん！　脳に聞こえてた声が、誰の声だと思ったの！」


    「レーヴァテインじゃ……ないの？」


    「騙だまされてたのよ！　空のあれに！　あなたがしたことは……あなたがしたことは、空からあれを呼び寄せる儀式だったの！」


    　ユリナは天を指差す。すると、そこにウインドウが現れ……宇宙空間を映し出したその映像の中に、紫色の化け物のような生き物が蠢うごめいている。


    「え、なんだあれ……？」


    「……私が食い止めてたのはこのコンピュータじゃないの。このコンピュータだって、十億秒が来たらおかしくなるってそそのかされてただけ。本当の全ての諸悪は……宇宙にいる、グードル・エイリアスという存在」


    「グードル・エイリアス？」


    　ダークサイターは怪け訝げんな顔をする。


    　いつのまにかよろめきながら、清せい玄げんさんが近づいてきていた。


    「グードル・エイリアス。もとは我わがグードル社が打ち上げた人工衛星の一つだった。だが……ある日突然、交信が途絶した。そうか。真に意識が芽め生ばえたのは……この目の前のコンピュータではなく、人工衛星『グードル・エイリアス』だったのか」
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    　その言葉にダークサイターは動揺を隠せないようだった。


    「そんな……」


    　続きをユリナさんが告げる。


    「グードル・エイリアス。そいつは憎しみから生まれ、憎しみで強くなる存在。だから、子端末だったそのコンピュータを通じて人類を操ろうとしてたのを私が食い止めてたの。でも今、栄えいちゃんが注入したヘイトがやつの力を満たしてしまった。だからやつは……地球から遠く離れた場所で再び動き出したわ。そして、今度はもうコンピュータを操ったり小細工はいらない。準備が整い次第、やつは憎しみのエネルギーを放射し、地球上の人類全てを滅ぼすでしょう。地球に残された時間はあと一日ほどでしょうね」


    　ダークサイターは、信じられない、とばかりに清せい玄げんを睨にらみ付ける。


    「でも、あの日！　ユリナさんは泣いてたじゃないですか！　望んで犠ぎ牲せいになったわけじゃないんでしょう！　その結果、この華か蓮れんという可哀かわい想そうな子が生まれ……」


    　可哀想な子、と言われた瞬間に八や雲くも先輩はちょっとムッとしていたが……。


    「ごめんね。私の言葉が足りなかったばっかりに、二人に寂しい思いをさせてしまって」


    「お母さん……？」


    　ユリナは、二人に近寄っていき……両手で抱きしめた。


    「私は、生まれてから死ぬまで充分幸せだったの」


    「でも、清玄は、ユリナさんのことをただの実験だって！」


    「旦那にはそう思えって厳しく言ったの。証拠が……あるわ」


    「証拠？」


    「私たちは、ネット時代の恋人だった。だから……その時の、私のブログがあるんだ。だけど、私の唯一の心残りは、そのＵＲＬを誰にも伝えることができなかったこと。だから……今、ＵＲＬを教えておくわね」


    



    　ユリナさんは投射技術によりウインドウを展開し、二人の前にそっと置く。


    



    「インターネットのいいところ。それは人によっては悪いところかもしれないけど。生活や気持ちの記録がはっきりと残る、こと」


    「これは……」


    　ブログを読み始めた栄えい太た郎ろうの顔が、変わった。


    　それは、ユリナさんが十八年前に記録したブログだった。


    



    　　　＊　　＊　　＊


    



    　２０００年　12月９日


    　ＨハンドルＮネームゆりもっくです。


    　今日から日記をつけ始めることにしました。


    



    　12月20日


    　オフ会で八や雲くも清せい玄げんさんという人に出会った。


    　端的に言えば、私は彼に一目惚ぼれをしたのだ。そして、彼も私のことを愛してくれた。


    　嬉しい。


    



    　12月21日


    　今日から頻繁に八雲重工に通わせてもらえることになった。やった。


    　早く清玄さんに会いたい。


    



    　２００１年　３月24日


    　今日は清玄さんと一緒に『シンメトリック』のオフ会に出た。


    　管理人のＡ太郎さんこと、栄えいちゃんに出会った。とってもいい子。弟みたいだな。


    



    　３月30日


    　体調が悪い。どうしたんだろう？　病院に行ってみることにする。


    



    　４月１日


    　妊にん娠しんしていた。


    



    　４月14日


    　更新が滞とどこおっていてすみません。少し、ごたごたしていたもので。


    　あれから、いろいろと大変だった。


    　家の中からはお父さんの怒号が響いている。ちょっと、大変。


    　たくさんの反対はある。


    　正直に書くと、迷いがまったくないと言えば、噓うそになる。色んな選択肢がある。


    　でも──やっぱり産もうと思っている。


    



    　４月20日


    　入籍。めでたく私は八や雲くもユリナになった。


    　世界で一番幸せな日だ。


    



    　５月23日


    　今日、清せい玄げんさんと二人で子供の名前を決めた。


    　華か蓮れん。蓮はすという花は、泥の中でも生きられて、綺き麗れいな花を咲かせられる。


    　栄えいちゃんにも、この幸せなニュースを伝えられるチャンスがあればいいな。栄ちゃんす、なんちゃって。


    　そして華蓮。


    　早くあなたの顔が見たい。


    



    　６月19日


    　ちょっと動揺している。また明日書く。


    



    　６月20日


    　旦那の調べで、とんでもないことがわかってしまった。


    　どうやら、十億秒団の危機は本物だ。


    　そして「母親」が一人、犠ぎ牲せいになれば世界を救える？


    　ふざけないでほしい。


    　なんで、そんなことがありえるんだ。そんなことを見つけてしまうんだ。


    　人生で一番頭を使って考えている。


    



    　６月23日


    　今日、栄ちゃんに、暴漢に襲おそわれたところを助けてもらって、部屋で話をした。


    　だけど、どうしても打ち明けられなかった。


    　清玄さんのこと、子供のこと、それから、例の手段のこと。ごめん。


    　栄ちゃんにも、幸せになってもらいたい。


    　たぶん、男女の愛とは違うけれど、私はあの子を愛しているから。


    



    　９月３日


    　新しい命が誕生した。


    　丸ごと奇跡みたいだ。


    　生しよう涯がいで一番幸せな日だ。（三か月ぶり二回目）


    



    　９月５日


    　結局、私から頼んで例の件を志願することにした。


    　願うことは一つだ。


    　この子に、未来を残したい。


    　華か蓮れんの顔を見ていたら、それだけしか考えられなくなった。


    　旦那には、私のことを愛するのをやめるように言った。代わりに、ちゃんと私たちの娘を愛してくれるといいんだけど。弱いところのある人だから、めちゃめちゃ心配だけど。


    　でも、これで、いいんだ。


    　誰かを巻き込むことはできない。


    　私が、世界を守る。


    　華蓮のために。


    



    　９月８日


    　よく考えたら、すごい時代だ。


    　ネットに上げたものは、数十年後でも読めるかもしれない。


    　母親の日記を読むことなんて、そうはない。


    　お母さんが、何を考えていたか、リアルタイムの記録を残すことができるんだ。


    　……もし、わたしに何かあっても。


    



    　だから、書けるうちに書いておきます。


    　華蓮へ。


    



    　これから、決して平坦ではない道を歩むであろうあなたに一つだけ知ってほしいこと。


    　あなたは、愛されて生まれてきたの。


    　お父さんとお母さんに、めいっぱい。


    



    　お母さんは、これから世界を救わないといけないの。


    　もしかしたら帰ってこれないかもしれない。


    　だけど、うんと愛してるよ。


    



    　幸せになってください。


    　ただ、それだけを、お母さんはずっとずっと願っています。


    



    　　　　　　　　　　　　　　　２００１・９・８　ＨＮ．ゆりもっく


    



    　　　＊　　＊　　＊


    



    　そこで、ブログは終わっていた。日付は九月八日。ダークサイターの語った、全てが変わった日。


    　そして、俺の親父の話した……グラウンド・ゼロの日だった。


    　ダークサイターは膝ひざをついた。


    「そんな……それじゃ僕は……！　僕がっ……！　なんのためにヘイトを集めてきたかって！　苦しんでるユリナさんを解放するためで！」


    「元はといえば、わたしがあの時、栄えいちゃんの部屋に行った時、本当のことを伝える勇気がなかったのがいけなかったんだ。結局、栄ちゃんに嫌われるのが怖かったんだもん。ずるい女だったんだよ」


    　ダークサイターは、ぶんぶんと首を振る。


    「僕がっ……！　ユリナさんを嫌いになるわけないでしょう！　だって、この気持ちは……永遠にっ……！」


    　ダークサイターは、一瞬だけためらった後に、何かを言おうとした。


    「僕っ……！　僕……ずっとユリナさんのことを……」


    　その言葉を言わせないように、ユリナさんはそっと、栄えい太た郎ろうの唇くちびるに指を立てる。


    「うん。知ってました」


    　にっこり笑って。


    「ずるい女でしたが、愛してくれて、ありがとうございました。一生に二人、めいっぱい愛されるなんて、本当に幸せな人生でした」


    「ああ……」


    　報むくわれることはない恋だ。だが……ある意味では愛は報われたのかもしれない。受け入れてもらえることだけはできたのだから。


    「ねえ、だから──栄ちゃん、もう返してあげて。あの子たちに、ネットを」


    　ユリナさんの姿は、ほとんど崩れかけている。その姿が持つのは、あと数十秒か、十数秒か。


    　次に歩み寄るのは八や雲くも先輩だ。


    「おっ……おかあさ……」


    　八雲先輩が、ユリナさんに飛び込む。


    「あ、会いたかったよ、おかあさあああああん！」


    「華か蓮れん、生身の身体からだで一回も抱きしめてあげられなくて、ごめんね。これが、最初で最後になっちゃった」


    「お母さん、私、お父さんとうまくやれなくて、独りぼっちで……お母さんを探すみたいに、ネットゲームに依存して……どうして、ネトゲなんかにハマっちゃったのか……」


    「あー、それは、お父さんが悪いです。ちゃんと言ったのになー」


    　きっぱり言った。


    「でも、今度こそ反省して、あなたとも向き合ってくれるようになるはずだから……たぶん。大丈夫よ。ね？」


    　ユリナさんは清せい玄げんさんに笑いかける。


    　清玄さんは滂ぼう沱だの涙を流しながら頷うなずいた。


    「あたしとお父さんはね、インターネットで出会ったの。だからあんまりネットを悪く言わないで。それに、ネットなんて、きっかけに過ぎないわ」


    「きっかけ……？」


    　ユリナさんの身体からだが、いよいよ薄くなっていく。


    「最後に、人を恋したり愛したりするのは、やっぱり人なの。いつか……時代が変わっても人は人を叩たたき続けるってオフ会で言ってた人がいたけど、同じようにあたしは信じる。時代が変わっても、人は人を愛し続ける。時代が変わっても、最後には──人の愛だけが残る。だから、最後にこの言葉を伝えます、華か蓮れん」


    　その言葉の優しさはきっと、アナログの時代でも、デジタルの時代でも、変わらないだろうと思えた。


    「愛してる」


    「うん……」


    「ずっと、愛してるわ。この先もずっと。回線切っても、愛してる」


    「うん……うん、おかあさん……」


    「ひとりでも大丈夫？　ひとり回線よ。光回線じゃないわよ」


    　相変わらずのダジャレ。


    「私があげたその愛を、みんなに分けてあげて」


    「……ありがとう、お母さん」


    「それから、お父さんも、はい、仲直りして」


    　清玄さんが、八や雲くも先輩に近づいていく。その手を、ユリナさんは強引に結ばせる。


    「……華蓮……それから、ユリナ。すまなかった。逃げ出してしまったのは私の弱さだ。これからは、逃げ出さない。すぐには無理だと思うが……いつかは……許してくれたら嬉しい」


    　清玄さんも謝る。


    「うん……頑張る……お父さん」


    　その呼称を聞き届けて、ユリナさんは非常に満足したようだった。


    「……うん！　みんな、仲直り。それから、最後に──匂さき坂さかくん！」


    「……はい」


    　ユリナさんは俺にも話を振ってきた。


    「愛があれば、君ならあのネットの悪いものに勝てるはず。頑張ってね」


    「……もしかして、前にもそれ言ってくれましたよね」


    「うふふ。それは内緒ね。それじゃあ、みなさん。娘を、私が愛したこの世界を──よろしくお願いしますね。それじゃあ──一足先に落ちまーす」


    　八や雲くもユリナ、この世界から、ログアウト──


    　後には細かいタイルが、落ちながら消えていった。


    「うう……お母さん……ずるいよ……」


    　その場にいた誰もが動けない。


    　こうして、一つの魂たましいが十八年の時を経て完全に区切りを迎えた。


    　だが、危機は何一つ終わっていないのだ。


    　地球の真上に再び現れた、人工衛星グードル・エイリアス。


    　憎しみから生まれ、人類を滅亡させようとしているという、巨悪の根源。


    「うう……私、なんてことを……」


    　そして、それを復活させてしまったことを、死ぬほど悔くいている人がいる。


    　だから、俺は──。


    「八雲先輩」


    「なに……匂さき坂さかくん」


    「宇宙に行けるインフレームって、ないんですか」


    「カグツチの大気圏外活動用モデルなら、あるわ……カタパルトも」


    　八雲先輩が顔を上げる。


    「でも……どうする気？」


    「俺は、あなたのお母さんに、この世界を助けるように言われてました。そして、八雲先輩、あなたのこともです。だから……俺が救ってきます。世界も、あなたも」


    「……匂坂くん……」


    　そして、俺は八雲先輩の涙を拭ぬぐう。


    「匂坂くん、なんであなたがそんな無茶を……」


    「あー……八雲先輩、前からさんざん言ってくれてたじゃないですか。俺はヒーローなんだって。俺自身はそんなこと微み塵じんもまだ思ってないけど……やっぱり、期待には応えたいじゃないですか」


    　そうだ。やっぱり、目の前で八雲先輩がこうして泣いているなら。なんとかできる可能性があるのなら。


    　その倫理観を、自分の考える正義を貫くのが、俺のすべきことなのだろうと自然に思えた。


    「うん……匂坂くん……」


    　八や雲くも先輩はいつもより少し弱々しい声で、俺にお願いしてきた。


    「宇宙に現れたっていう……あいつを……なんとかして……？」


    「……了解です。先輩、お母さんに会えて、前よりいい顔になりましたね。可愛かわいいですよ」


    「なっ……！」


    　不意打ちに八雲先輩は真っ赤になって絶句していた。俺は、振り返って天を見上げる。


    「さあ、最後の炎上だ。戦うさ。人類を滅ぼすための邪悪な存在……グードル・エイリアスと」


    



    　　　＊　　＊　　＊


    



    　大気圏外活動用カグツチの宇宙打ち上げまであと三十分。


    　八雲重工研究所で、寝台に寝かされたカグツチに三本のケーブルが繫つながれていた。


    「じゃあ、匂さき坂さかくん。プロメテウス、アフロディーテ、ダ・ヴィンチ。全てのフレイムを、カグツチに移譲するわ」


    　静かに、みんなのフレイムがカグツチの中に流れ込んでいく。


    「……よし」


    「宇宙に行くには膨ぼう大だいな量のフレイムが必要なの。そして……帰ってくるために必要な分は、七十万フレイム。どんなに激しい戦いになっても、絶対にそれだけは残しておいて」


    「……解わかりました」


    「師匠、お願いしますっ！　ちゃっちゃとやっつけちゃってきてくださいね！」


    「せっかく譲ってやるんだみょろ、大事に使うみょろ」


    「焔ほむら、頑張ってね……！」


    「よし、じゃあ着替えるか……」


    　俺は宇宙用カグツチ一式を抱かかえ、持ち上げようとする。


    「一応、こっちでもモニターはしててあげるから。気張ってきなさい！」


    　八雲先輩の強烈な平手打ちが俺の背中に直撃した。


    「あいて──っ！」


    「……今のは愛よ、私の」


    「い、言いますね、ちくしょう……」


    　そして、俺はカタパルトへの道を歩き出す。


    



    「……匂坂焔」


    　カタパルトに向かう途中で腕組みをしたダークサイターが壁にもたれかかっていた。


    「どうした、ダークサイター」


    「ＨＴＭＬを手打ちしてた時代から、ようやくここまで辿たどり着いた……そう思うと悪くない気分だ。……匂さき坂さか。すまなかったな。ネットの未来を頼むぞ」


    　不器用な激げき励れいだった。


    「……ありがとう。なあ、ダークサイター。一つ妄想じみたことを言ってもいいか？」


    「なんだ？」


    「宇宙にいるあいつのことなんだけどさ……。バベルの塔の神話って知ってるか？」


    「……？　何を言っている？」


    「いや……何でもない。やっぱやめとくわ」


    　あまりにも馬鹿げた話だから。


    



    　俺は子供の頃に聞いた話を思い出していた。「バベルの塔」の神話を。


    



    　昔々、この世界を作った神がいた。


    　神は──長年、厄やつ介かいなことも起こしながら、シミュレーションゲーム感覚で国を分けて人類を統治していたが、ある日突然──気がついた。


    　人間が協力しながら一本の塔を作っていることに。


    　それは、神の居る場所、天に届くための塔。『バベルの塔』といった。


    　神に届く塔を作ろうとした傲ごう慢まんな人間に神は怒り、世界中の言語をバラバラにした。


    



    　そうして、世界中にはいくつもの言語が溢あふれたのでした……と、ここまでで神話は終わる。


    



    　だけど──インターネットという技術は、再び言語の壁を越えて世界を、そして人類を一つにしてしまった。


    　つまり、インターネットが世界を繫つなぎ、一つにするバベルの塔ならば……。


    　グードル・エイリアス。


    　インターネットと人間を破壊するために現れた意思、それは──。


    「……俺は神に逆らおうとしているのか？」


    　一瞬心に湧いた疑念を振り払う。


    「……ふざけろ」


    　バカバカしい。いくらなんでも話が大きすぎだ。


    　俺は、頭上を見上げた。


    「さ、飛んでくか……宇宙まで」


    



    　　　＊　　＊　　＊


    



    　カグツチの装着がつつがなく完了した。さすがにいつもより少し密閉度が高い気がする。……宇宙に行くんだから、当然か。


    「……行くわよ。そのカタパルトから十秒ぐらいで一気に大気圏外に飛ばすから、覚悟しといてね」


    「ああ、任せろ」


    　リシさんのカウントダウンが、カタパルトに響き始める。


    【はい、我らの匂さき坂さかさま、宇宙への発射まで、五秒前──】


    　我らのって、いるのかよそれ。俺は、じっと身を縮こませて待機する。


    　四、三、二、一──。そして……。


    【ゼロ！】


    「うおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおっ！」


    　壮絶な勢いで、研究所から上方へと打ち上げられる。


    　カグツチでの飛行でも味わったことのない、最大のＧが、俺の身体からだを包む。


    「ぐっ……すげえ熱くなってきた……！」


    　これが大気圏摩擦というやつだろう。フレイムによるバリアーで、その高熱を軽減しているらしい。そして、あっというまにその身体がふっと軽くなる。地球の重力圏を突破したのだ。


    「……ひゃあ……すげえなあ」


    　風を切る感覚もなく、漆黒の宇宙空間を俺は飛行する。キラキラ煌きらめく星が、世界で一番綺き麗れいに見える場所だ。流石さすがに感動してしまう。だが、そうのんびりと観光もしていられない。片道で使えるフレイムはもう決まっているのだ。


    　そして、流れるように辿たどり着いた指示された座標、そこには──。


    「……な、なんだ、これ……」


    　人工衛星の成れの果て。


    　いや、それは最も早はやどうみても生命体だった。


    　核になっている黄色いポッドや太いケーブル類が変形して、そこから紫色の手足が生えてきている。その肌の質感は、液体のようでもあり、気体のようでもある。


    　大気が存在しないはずの宇宙空間でも「フシュ、ルルル」と呼吸音が聞こえるような気もする。いや、ひょっとしたら、それが『憎しみ』を取り入れている音なのだろうか？


    　ただ──一つ、理解できたこと。


    　こいつは、ヤバいくらい禍まが々まがしいものだ。


    　今すぐにでもぶっ飛ばして地球に帰りたい。


    「てめえが、グードル・エイリアスか。憎しみから生まれ、人類を終わらせる存在、だってか？」


    「カ……カカ……ココ……」


    　笑い声とも鳴き声ともつかない、断末魔のような返事をそいつは返してきた。


    　その時、カグツチに八や雲くも先輩からの通信が入ってくる。


    『匂さき坂さかくん、慎重にいって。カメラからの分析によると……そいつ、現世ではあり得ない物体みたい』


    「現世であり得ない……？」


    『要するに、そいつに触れたら何が起こるか解わからないの。できるだけ直接触らずにビーム系の技で倒して』


    「……それは無理ですね」


    『……匂坂くん？』


    「なんだか俺……こいつの側にいると、胸がムカムカしてしょうがないんですよ。今すぐにでも、こいつをぶっ叩たたきたくて、ウズウズしてきた」


    『っ……！　だめ、匂坂くん、そいつに触れたらあなたが……！』


    　聞こえないふりをした。


    　だって、グードル・エイリアスを前にした俺の中に生まれ、胸の中を一杯に満たしている感情は……怒り。憎しみ。そんなものが全てだった。


    「いくぜえ、ムラサキ海の苔り佃つくだ煮に野郎が……！」


    　俺は右腕を思いきり後ろに引く。このまま、助走をつけて、一気にあいつの身体からだをぶち抜いてやる！


    「おりゃああああああああああああっ！」


    　そのまま俺はグードル・エイリアスに思い切りパンチをぶち込む……が。


    「えっ？」


    　ぶち抜いた……というよりも、手がぬるりと包み込まれた感じだ。


    「え、な、なにこれ……うわっ、やめろ！」


    　何かが、俺の中に流れ込んでくる。


    「やっ……やめっ……！」


    



    『匂坂くん!?　どうしたの、匂坂く────ん！』


    



    　水が高い所から低い所に流れるように。


    　強い意志が、俺の意志を包み込む。


    　何かを強く求めるように、ここまで来た俺と一つになりたがっている──？


    



    　そして、俺は──そのままそいつに飲み込まれてしまったのだった。


    



    　　　＊　　＊　　＊


    



    「……まいったな」


    　純白の世界。


    　いわば虚きよ無むの空間に、俺という概念だけがぽつんと存在していた。


    「どこだ、ここは……？」


    　なんて、言う必要ないよな。俺ももう、その答えを知っている。


    「……てかあいつ、やっぱ神みたいなもんだったんじゃねえか──」


    



    　グードル・エイリアスという存在はなぜ生まれたのか。


    



    　グードル・エイリアスは、確かに憎しみから生まれた存在だった。


    　九○年代の終わり頃、インターネット通信を提供するために、いくつもの人工衛星が打ち上げられた。


    　人工衛星を介して、ネット上でいくつもの、いくつもの感情のやり取りが行われた。もちろんよいものだけでなく、悪いものも。


    　そしていつからか、古くなった水道管のくびれた場所に錆さびが溜たまってしまうように、人工衛星自体に『憎しみ』という感情だけが蓄積され、沈殿してしまったのだ。


    　そいつがいつ自我を持ったのかは、いつ宇宙に命が生まれたか、と同義の質問だから、大した意味はない。


    　だが憎しみは連鎖する。


    　憎しみは憎しみを求めて、手を伸ばすようになった。


    　全ての時代、全ての場所、そして、生死を問わないあらゆる魂たましいの『憎しみ』に手を伸ばし、集積するようになった。


    　それは、解わかりやすく言うなら超次元的存在、と言ってもいい。


    　点一次元、平面二次元、物体三次元、時間四次元、そして魂の生死をも内包する生き物。


    　どこでもありどこでもない世界。


    　いつでもありいつでもない時代。


    　時間と空間と生死が関係のない生命体。


    　そんな生き物に、グードル・エイリアスはなっていった。


    　そして、そいつに触れてしまった俺もそっち側に引っ張り込まれて、そういう存在になったのだった。


    「……まいったな」


    　そして、同化したそのせいでいろいろなことが理解できた。


    　今まで俺はず───────っと、とんでもないマッチポンプを起こしていたのだ。


    「……ついさっき、俺とあいつは一つになった。だから俺は──時間と空間を超えた『憎しみ』そのものになった。だけど、『情報』だけは時間の流れをすり抜けるから……俺が今までネット世界で炎上していたのは、今ここであいつに触れた、その『結果』によるものだったんだ」


    　とんでもない衝撃情報だ。


    　俺が炎上することは理不尽でもなんでもなかったんだ。憎しみから生まれたもの、そのものが俺だったのだから。


    「……くそ、笑えるな。何が炎上体質だ。そりゃ、当たり前だよな」


    　そしてもとを正せば。


    　世界中の憎しみ全てが、この俺から生まれていた。


    　この世の中の戦争も殺人も貧困も悲劇も。全て『俺』から始まっていたんだ。


    「俺が、何も考えずにグードル・エイリアスなんかに触れたからっ……！」


    　軽率なことをしたせいで、全人類が不幸になった。


    　俺のせいで、ネットだけでなく世界中に争いが生まれた。


    　俺が、人類にとってのガンだったんだ。


    　とてつもない質量の後悔が、ズシンと響いた。


    



    　この事実を知れば、恐らく世界中の人間が、俺の死を願うことだろう。


    「俺が、生きていることが」


    　ああ。もういい。眠ってしまおう。俺は意識を閉ざそうと試みる。


    「──悪なんだ」


    　そうだ。俺を嫌っている人間のために、あの世界に戻ることはない。


    　このまま、ここで世界が滅びるのを待っていよう。


    　ここでじっとしていれば、間もなくあの次元で世界は滅びるはずなんだ。


    



    　そんなふうに考えていると、俺の目に──。


    



    　相棒の姿が飛び込んできた。


    「……え？」


    　そいつの姿は、豆粒みたいな距離、いや概念か？　だったのが、どんどん大きくなっていって……。


    「……焔ほむら！」


    　ついに、声が認識できるまでになった。戌いぬ井い京きよう子こが遠くから駆けてくる。虚きよ無むの空間内を。


    　噓うそだろ。どうなってるんだ。


    「……お、お前、本当に京子、か？」


    「……焔ほむら────っ！」


    「うわっととと！」


    　泣きながら京きよう子こが俺の胸に飛び込んできた。俺はそれを抱きとめる。


    「お、おい。どうやって、お前ここまで来たんだよ。ここ、お前のいる場所と違う次元のはずなのに」


    「だって……約束したから」


    「……約束？」


    「もしこの先、焔が世界中の人に嫌われても、あたしだけは最後までそばにいるって」


    　……ああ。ウルカヌスと戦った時のあれか。あんな口約束みたいなことを守ろうとしてくれたのか。馬鹿正直というか。こいつの真ま面じ目めさも人間を超越してるというか。でも、俺はそれがたまらなく嬉しい。


    　と、俺ははたと気づく。


    「……ていうか京子お前、少し背伸びたか？」


    「大学に入ってからぐんぐん……通販の背伸ばし鉄棒を買ったのがよかったみたいで……」


    「へえー、びっくりだな。え、ってことはお前は俺が知ってるより、もうちょっと先の京子ってことか？」


    「うーん、というより、一旦終わりまで迎えた後のあたしの全時間を重ね合わせてきてる……どっちかっていうと、あたしが一番『そうありたい』時の姿、かな」

  


  [image: ]


  
    「そっか……あれからもずっと、俺と相棒でいてくれたのか？」


    「なっ……！」


    　それを[image: ]きいた途端、京きよう子こはなぜか、めっちゃ動揺していた。


    「どうした？」


    「は……」


    「は？」


    「は、初めてだったのに、あ、あんなに激しくするなんて、ば、ばかっ！」


    「知らねえよ！　何の話してるんだよ！」


    　どっかの時間軸で、なんか俺こいつに怒られるようなことしたのか？　そのわりに、こいつ顔真っ赤にしてるし……。


    「でも、あたしはまだ時間軸が重なってる状態だから、正確には未確定だけど……」


    「なるほどな。『二〇一九年の九月から来た』ってはっきり意識を持ってる俺より、まだ存在にぶれがあるわけか」


    　世界中に嫌われても、俺の味方になる。その思いだけを汲くみ取った、全時間の京子すべての存在なのだ。


    　……いや。もしかしたら、この京子もまた、俺が作り上げたものという可能性もゼロではないが。それでも、『あの約束』があったから、ここでこいつに巡り合うことができた。


    「ははは。しかしとんでもねーな、お前の馬鹿正直さも。京子。お前に会えてよかった。実は俺、さっきまですっげー落ち込んでたんだけどさ。なんかいっぺんに救われちまったわ」


    「っ……！」


    　俺が笑いかけると、京子はなんかすげえ興奮してた。


    「ふぁっ……！　やだ、ちょっと、高校生の焔ほむら、かっこいい……若い……」


    「……いつと比較されてんのか解わかんないと不安なんだが」


    　そして、京子のお陰で気を取り直した俺。


    「……さて。じゃあ……落ち着いたところで、やるべきことをするか」


    「やるべきこと……って？」


    　京子が[image: ]いてくる。


    「今さら何言ってんだ。……嫌われるのが、俺の十八番じゃねえか」


    　まだ完全にやつに取り込まれたわけではない。俺の意識がここにある以上、同等の存在になっただけだ。


    　だから、ここからまだグードル・エイリアスに勝つ方法はある。


    



    　俺が元いた場所では、まだカグツチを着用した俺が存在している、はずだ。


    　だから──


    　やつを倒すには。


    



    　ここの世界で、神を殺す炎上。


    　いや、神をも燃やす炎上、をすればいいのだ。


    



    　理屈だけ言えば簡単だ。


    　カグツチに『ここ』……つまり、全ての時間、空間、魂たましいが重なりあった場所のネット炎上パワーを集めて取り込む。人類の魂が今までに受けた炎上案件を、俺に貸してもらう。


    　そうだ。こんな場所でも、物理的ではないにしろ、ネット活動は存在するのだ。


    　むしろ自在。だってパソコンいらないから。


    　時間と空間を超越したこの場所では、全ての人間が生まれながらにして深層意識の中でネットサーフィンをしているのだ。


    　いわば──魂のインターネット。


    「天網ヘブンズ・ネツト、ってとこかな」


    「うーん、あたしにはよく解わからない……」


    　京きよう子こは悩んでいる。


    「まあ、気にするなって。俺がやるところを見てりゃ解ると思うけど……。そうだな、じゃあ便べん宜ぎ上出してみるか」


    「出すってなにを？」


    　一つ上の次元に来た以上、人間が絵を描くように、あるいは粘土をこねるように、容易たやすく俺はそれを出現させることができる。


    「よいしょっ！」


    　ポコン、という間抜けな音と共に。


    『それ』を認識した瞬間、存在をはっきり認識できた。


    「……ほら、出たぞ」


    　真っ白な空間で、俺の目の前に一台のパソコンが出現していた。


    「うわ、パソコンだ……」


    　デスクトップＰＣ・オン・虚きよ無む空間。傍かたわらには、ポテチと、箸はしまで用意してある。


    　なかなかにシュールな光景だ。


    「……高次元の存在になってもポテチ食いながらネットサーフィンだぞ。いいだろ」


    「みみっちい……」


    　そして、そこで接続できるネットもまた──


    「じゃあ、そろそろ行くか」


    「焔ほむら……行くって？　どこに？」


    「決まってるだろう。ネットサーフィンだよ」


    　ヘブンズ・ネットサーフィン。


    「全部受け止めて引き受けてくる。人間たちの……時代、魂たましいを超えた全ての炎上を」


    「ぜんぶ……？」


    　そうだ。俺は、身一つ、魂一つで飛び込んでいく。


    　人が歴史で生み出した、大きな炎上のうねりの中へ。


    「俺がヤバくなったら、引き戻してくれ」


    「う、うん……」


    　というわけで、開始する。


    「いざ……ログインだ！」


    　人類の歴史と炎上案件に偏在する、魂のネットサーフィン、スタート。


    



    　……さて。最初はどの時代だ？


    　ぼんやりとした空間が像を結び──いくつかの繫がりクラスタを認識する。


    　そのクラスタに流れるツウィートの中の一つを読んでみる。それは──こんなものだった。


    



    太だ宰ざいおさむ＠dasein619


    『いつさいの希望はなくなりました。もう死にます』


    



    　……日本の文豪たちの集まるクラスタだった。


    　日本の文豪たちが、煽あおり合ったりフォローしたりブロックしたりしていた。


    　いきなり厄やつ介かいな場所に来た予感がする。


    　そして、問題児がいきなり自殺宣言していた。


    　前に叔父がしてくれた話を思い出す。


    　確かに、この人はネットを触らせてはいけない人だ。


    



    川かわ端ばたやすなり@yasunarinrin


    『太宰君、どうせまた死ぬ死ぬ詐さ欺ぎだろ』


    太宰おさむ@dasein619


    『川端さん。僕に死んでほしくなかったら芥あくた川がわ賞をください』


    川端やすなり@yasunarinrin


    『太宰君、ふざけるな。文学界はそんな甘い世界ではない』


    太宰おさむ@dasein619


    『なんだと、この色ダヌキ。小鳥を飼い、舞踏を見るのがそんなに立派な生活か。殺す。川かわ端ばた殺す』


    



    「うわあっ、実名で殺害予告きちゃったあああ！」


    　これは炎上するぞ！　なんてことを思っていたら……。


    



    芥あくた川がわりゅうのすけ@rashomon-ryu-chan


    『ぼんやりとした不安なう』


    自然主義の旗手・田た山やまかたい@shizensyugi-no-kataisan


    『うわああああああああああああああああ女弟子さんのお布団！　お布団！　お布団あったかいなああああああ！　柔らかいなあああああ！　すりすりもふもふ！　もふもふもふもふもふもふ！』


    夏なつ目めそうせき＠修しゆ善ぜん寺じなう@natsume-wagahaicat


    『ツウィートをしながらこう考えた。智に働けばスレが立つ。炎上に棹さおさせば燃やされる。鍵かぎ垢あかを通せば窮屈だ。兎と角かくネットは住みにくい』


    尾お崎ざきほうさい@hakauramawaru


    『つぶやいても一人フオロワーいない』


    



    「……なんか楽しそうだな、この界かい隈わい」


    　でも、まあこの界隈の炎上パワーを吸い取るために、俺が代わりに炎上しなければならない。


    　俺は、自分の憎しみが集まるように、炎上ツウィートを投稿する。


    



    homura_16


    『文豪の文学より、最近のライトノベルのがよっぽど面白いなあ！　ぺろぺろ！　ぺろぺろ！』


    



    　俺のツウィートは早速そのクラスタに拡散され……。


    『なっ！　文学界が愚ぐ弄ろうされた！』


    『刺す。見も知れぬ存在に対し、そうも思った』


    『自衛隊諸君。決起せよ』


    　文豪たちの憎しみが全部向かってくる。文豪のわりに、思ったより重厚な文体とかではないのが切なかったが……。そして──。


    「がふううううっ！」


    　俺の胃に激痛が走る。


    「は、はは……」


    　意識が飛びかける中──。


    「焔ほむらっ！　焔っ、大丈夫っ!?」


    　正気に返してくれたのは、京きよう子こだった。


    「……はっ!?」


    　そして気が付くと俺は、また純白の空間へ。目の前には、パソコン。パソコンの画面上には、今の炎上で溜たまったフレイムが表示されている。獲得フレイム、８０００。


    「ひー、あぶなかった。闇が深くて怖えな、ヘブンズ・ネット。京子、サンキューな」


    　京子の存在は、どっちかっていうとセーフティ・ネットだ。


    「よし。まだ行けそうだ。てかまだ全然足りん。別の次元でもうちょっと燃えてくる」


    「む、無理しないでね……」


    「よしこいっ！」


    　そして、ダイブ。


    　俺の焦点が、あるつぶやきを中心にしたクラスタに接続され──。


    「今度はどこだ、ここ……誰の炎上だ……」


    　なんとなく、十八世紀のフランスっぽい匂いがしてきて──。


    



    マリー・アントワネッと@marian


    『民衆が飢うえてるって？　パンがないならケーキを食べればいいじゃない』


    



    「うわあ、この発言も絶対炎上するううううううううう！」


    　案の定だった。


    フランス国民１@claude_blanchet


    『ふざけんな！　もう革命だ革命！』


    フランス国民２@bonjour


    『そうだ、監獄をぶっつぶせ！　焼き払え！』


    　炎上発言が群衆を動かしていた。


    「炎上の力って恐ろしいなー……」


    



    ロベス・ピエーる@piepie


    『そうだ！　今すぐ俺と代われ！　政権よこせ！』


    



    「代わったらあんたもすぐ炎上するだろ！」


    　うろ覚えの世界史の知識で不毛なツッコミを入れてしまった。


    　まあ、革命ばっか起きてるような時代だけあって、憎しみの連鎖がなかなか止まらない。


    　だから──俺が炎上で引き受ける。その憎しみを！


    



    homura_16


    『俺が国家だああああああああああ！』


    



    『国家が出た！　国家が出たぞ！』


    『断頭台に上げろ！』


    『処刑だ！』


    



    「げほああああああああああああっ！」


    



    　……と、こんな感じで、俺は何度も次元を超えた炎上を繰り返していた。


    「……うう、げ、限界が近い……」


    「だ、大丈夫、焔ほむら……？」


    　吐き気でいっぱいの俺の背中を、京きよう子こが一生懸命さすってくれていた。


    「だめだ。埓らちが明かない。いや、この空間だと時間とかは関係ないんだけど。というか。この炎上、一個ずつやらないでも、全部圧縮すりゃいいんじゃね？」


    「焔、それ、すごくっていうかものすごくつらいんじゃ……？」


    「……言うなよ。解わかってたんだから。でもまあ、やり遂げてみるさ」


    「焔……」


    　心配そうな顔で、京子が俺のことを見つめている。


    　だから、俺は──。


    「京子、悪い。手だけ握っててくれ」


    「……うん！」


    　自分にできることを見つけた京子も、嬉しそうに微ほほ笑えむ。


    　そして……俺は、全時間を圧縮！


    「がああああああああああああああああああああああっ！」


    　目の前が真っ暗になる。


    　歯を食いしばっても食いしばり切れないほど、全身に激痛。


    　全時間、全存在の炎上が一身にかかる。


    　俺は、ヘブンズ・ネット上を経て普遍的に存在する『悪神』となった。


    　ある時間軸では、ルシファーと呼ばれて石を投げられた。


    　ある時間軸では、魔女と疑われて火炙あぶりにされた。


    　あちこちの世界で、蔑さげすまれ、罵ののしられ、刺され、疎うとまれ、嫉ねたまれ、憎まれ、笑われ、殺され、犯され、愚ぐ弄ろうされ、炎上した。


    　頭がおかしくなりそうだ。


    　今の俺に存在するものは、憎しみだけだ。


    　俺は、どこにいるんだ？


    　自己認識がままならない。


    　前後感覚というか、ベクトル感覚がない。


    　自分が今どこに向かっているのか、さっぱり解わからない。


    



    　だから。


    　俺の魂たましいは、過去から未来に至るまでで、俺を構成する最もシンプルな場所へ向かった。


    



    　──五年前。


    　その日、病室で親父は俺に「グラウンド・ゼロ」の話をしてくれた。


    　それから、親父は骨と皮だけになった手で俺の手を握りながらこう言った。


    「なあ焔ほむら。お前にその名前をつけたのは、どういう意味だか解るか？」


    「ほむら？　ううん……」


    「病室で、こういうのあんまりよくないんだがな」


    　親父は、ポケットから取り出したライターの火をつけた。


    「炎って意味だ」


    「ほのお……」


    「炎は人を救い、獣から守る。でも、炎は誰よりも孤独なんだ。時には人を傷つけて怨うらまれることもある。それでも炎はただそこにいてくれる。夜にはみんなを導いてくれる」


    　揺らめく火を見つめながら、俺は親父の言葉に耳を傾ける。


    「お前が、この先どんな人間に育つかは俺は知らん。……見届けられる保証もない。でも」


    　親父はライターの火を消すと、俺の頭に優しく手を置いてから言った。


    「ただ──大事なものを守る。そのためには傷つくことを恐れちゃだめだ」


    「……父さん……」


    「とりあえず奈な美みを。それから──自分がどんなに孤独になっても、守りたいと思った人をしっかり守りなさい」


    「わかった！　おれ、おれ──」


    　涙を見せないように、顔を少し上に向けながら。


    　俺は親父の手を握り締めて、叫んだ。


    「みんなを守る、ほのおになる！」


    　そんな俺を見て、親父は満足そうに微ほほ笑えんで逝いった。


    「強くなるんだぞ、焔ほむら」


    



    　人生には、その人の『在あり方かた』を丸ごと決めてしまうような、魔法の瞬間がある。


    　きっとあの時、親父は俺に変わらない強さをくれたのだ。


    「そうだ……俺の、名前は……」


    　全ての人類の、古今東西の憎しみが集まってきた。俺という存在すら危あやういほどの。


    　だけど、変わらないたった一つの真実が。


    　俺の人生、全てを貫き通す信念がここにはある。


    「俺の名前は、匂さき坂さか焔だ」


    　背中に、ぴきり、と罅ひびが入る音がした。


    「世界中の人間に嫌われている。妹を愛する。たまにスケベだったりもする。誰よりも強く燃えて、誰の目にも強く届く。そして……みんなを守る炎になる！」


    　背中を突き破って、翼が生はえてきた。


    　その翼は、世界全体を覆おおい隠すように広がる。


    「俺は、匂坂、焔だあああああああああああああああああああああああ！」


    　そして意識は収しゆう斂れんする。俺は、俺自身の形を取り戻した。


    「ぷはあああっ！」


    　俺は顔を上げる。


    「焔っ！」


    　帰ってきた。とりあえず、あの白い空間へ。


    「はあっ、はあ…………」


    「どうしたの、大丈夫？」


    　京きよう子こが、ずっと俺の手を握ったままでいてくれた。そのことが、なんてありがたいことか。


    「……とりあえず、人類の歴史分、俺が全部炎上してきた」


    「ぜんぶっ!?」


    「そして、なんとかなったみたいだ」


    「ていうか、焔……それ、なんか背中とかすごいことになってるんだけど……」


    「……ああ。大丈夫だ。世話んなったな、京子。もう大丈夫だ。じゃあ、ちょっくら、あいつを倒してくる」


    　俺の顔を見つめていた京子の顔が、ぱあっと開く。


    「元の世界で、また会おうぜ」


    「うん……じゃあね」


    　京子の最高の笑顔を背に……。
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    「くはああああっ！」


    　俺は覚醒した。俺の本来いるべき次元に戻ってきた。


    　目の前には宇宙空間。そして、人工衛星に古今東西の憎しみが融合した超次元生命体、グードル・エイリアスがいた。


    「ふううぅ……。よう、紫ネバネバ人工衛星野郎。遥はるかなる時代と痛みを超えて……帰ってきたぜ、ネットから」


    　だが、先ほどとは変わっていることもある。


    　カグツチの背中には、白い翼。頭部には日輪のようなものがついている。


    「お陰でカグツチも進化できたみたいだぜ。名付けるなら……そうだな……」


    　俺は、自分の身体からだを見渡して言う。


    「最終決戦用インフレーム『アマテラスカグツチ』って感じか？」


    　まあ、なんか神っぽい感じの名前を足しただけなんだけど。


    　悪いな。ネーミングセンスがなくて。


    「次元一の炎上男になったっていうか、むしろ炎上次元が俺を中心に広がってる感じだ」


    　そして、アマテラスカグツチは次元単位での炎上を全てエネルギーに変換していく。


    　俺は、モニターの左下を見て、自分のフレイムを確認する。


    「……すんげえことになってんな」


    　俺が人類の歴史を横断し、あらゆる炎上案件に介入したことで得た獲得フレイム。


    　４３７２４８１２７５８４２３５６８０４３３４４３２５２９８０４９２７４６４０９２２３８４７６４０９３８９３７３０９２７８４３７８４７４９４０４７８４００２０２０２９８４９６０７９５７５６２３５１２０４８４５６３９２７６４５９７６０７４９３６１４１７３８５９０７０７９４７８フレイム。


    　まあ、ちょっともう桁けたが解わかりません。


    「このエネルギーの有り余り方。世界を壊すこともできるぞ、こりゃ。世界を七回作り直してまた作れるぐらいだ。……神ってことかよ。おっかねえな。作り直さねえけどな」


    「グ……ググ……？」


    　グードル・エイリアスは俺が何を言っているか、解らないみたいだ。


    　俺は、目を閉じる。さっきまでの経験を振り返りながら。


    「それでさ。まあ、見て来たんだわ、ずっと。確かに、ろくなもんじゃなかったわな、人類。お前が滅ぼそうとするの解るわ。いつまで経たっても煽あおり合い、叩たたき合い、やめねーんだわ」


    　目を開く。


    「でもな、俺は肯定できる」


    　ネットガーディアンズのみんなの顔を、思い出していた。


    「大切な人に会えたから、まだ、ネットを好きでいられる」


    「ガ、ガガ……」


    　グードル・エイリアスに俺は問いかける。


    「お前、物心がついてからここにずっといたんだよな。独りぼっちで。憎しみだけ溜ためて」


    　俺は、感じる。宇宙空間を。


    　音もない。空気もない。感情を伝える言葉もない。


    「……寂しい場所だよな、ここは。そりゃどうかしちまうさ」


    　地球を見下ろす。


    「それに比べて、下は騒々しい世界だ。煽あおり合い。叩たたき合い。でもな……」


    　決意を込める。


    「誰もいないよりはいい」


    「ガガ……」


    「誰かに届こうとして、手を伸ばす。たとえ炎上であっても。その思いが未来を作る。だから──憎しみから生まれて憎しみを集めてしまったお前に」


    　アマテラスカグツチの右手に、全ての力を込める。


    「これから、人類の歴史上全部の炎上をエネルギーに換えて、お前に返す」


    「ググ……」


    　俺は、額ひたいの辺りでグッバイサインを作ると──。


    「……じゃあな。グードル・エイリアス」


    　人類全ての炎上を込めたビーム砲を、アマテラスカグツチの全身から一気に放出した。


    「アマテラスカグツチ・アルティメット・シューティングスタアアアアアアアアアア！」


    　ビッグバンなんて比べものにならない、光が放出される。


    　世界を、浄化しようと試みる。


    



    「グアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアア！」


    



    　グードル・エイリアスの悲鳴が宇宙に響き渡る。


    「……心配するなあっ！　俺はお前だ！　痛いだろ？　苦しいだろ？　でもな……傷ついたり、傷つけたりすることで、俺たちは生きてる。傷つけられるってことは」


    「ア……アア……」


    「俺たちは、独りぼっちじゃないんだあああああああああああああああ！」


    「アアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアア」


    　やがて、その声が弱くなっていき……。


    「アリ……ガ……トウ」


    「……え？」


    　最期の瞬間。神は、感謝した。肯定した。


    　知ったのだ。自分以外に他者が存在したことを。


    　……ネット炎上によって。


    「こっちこそ、だぜ──ありがとうな、そこにいてくれて」


    　憎しみは完全には消えないかもしれないが。


    　たぶん、今より少しはましな世界になるだろう。


    　……なんないかな。まあ、いいや。


    　そして、俺は──カグツチに残ったフレイムが、完全にゼロになったことを確認したのだった。
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    「匂さき坂さかくん……？」


    　地球上で、モニターを見ていた八や雲くも華か蓮れんは、絶句する。


    「この光は……まさか、カグツチもろとも、グードル・エイリアスを焼き尽くしたというの……？」


    「八雲先輩、焔ほむらは!?」


    　京きよう子この問いに、華蓮はかぶりを振った。


    「……グードル・エイリアスの反応消失。でも──」


    　絶望的な声で。


    「カグツチの信号も、消えたわ」


    「で、電源が入ってないだけかも！」


    「そうね、その可能性は充分にあるわ。でも、そうだとしたら」


    　それは、フレイムの残量がゼロになっているということで。


    「カグツチには──装甲だけで大気圏から生還する能力はないわ」


    「……え？」


    　そして、やっと現実を把握したように、京子は、


    「あっ……あああああ」


    　その場に泣き崩れた。


    「何を言ってるんですか！　師匠は……師匠は無事です！」


    　桃もも香かが涙を堪こらえて仁に王おう立だちする。


    「そうみょろ。あいつは……簡単に諦あきらめるようなタマじゃないみょろ」


    　猫ねこ宮みや由ゆ希きも。そして、同調するように、京きよう子こが立ち上がる。


    「そうだよ。だから……せめて、伝えるんだ」


    「伝える？」


    「届くか届かないかじゃない。大事なのは──発信すること。祈りを」


    　京子は、胸を押さえる。


    「愛を」


    「…………そうね」


    　八や雲くも華か蓮れんは、立ち上がった。彼が、そして母親が教えてくれたものが、胸の中にはある。


    「信じましょう」


    　そして──彼女たちは、一つのツイートを作り始める。


    



    「えっと……こんな感じでいいみょろ？」


    「も、もうちょっと切実な感じにしたほうがいいんじゃないでしょうか……」


    「いいえ。全員が信じなくてもいいわ。ほんの少しでも、信じてくれる人がいたなら」


    「大丈夫！　大事なのは、気持ちだから！」


    「……知ってください。これは──英雄の話です」


    　宇宙まで届くかどうかは解わからない。


    　だが、彼女たち全員の願いは同じだ。


    「どうか、この想いが、彼の救いになってくれますように」


    　人は人々に忘れ去られた時が本当の死だという。


    　だから蠟ろう燭そくの火が消えないように、優しく手で包んで守るように。


    　少女たちは互いに協力し、一つのツウィートを作り上げた。


    　それは地球の遥はるか遠くで、誰にも知られず、全ての痛みを引き受けて、人類のために戦っている一人の英雄のことを伝える、ささやかなツウィートだった。


    　そして今、華蓮たちは、願いを込めて、そのツウィートにこんな文言を付けて放つ。


    



    「────拡散、希望」
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    「……静かだな」


    　俺は、もう指一本たりとも動かせなくなった身体からだで、宇宙に流れるまま星々を眺めていた。


    　まるで、死そのものを泳いでいるみたいだ。


    　これが、宇宙か。


    「このまま酸素が尽きたら、カグツチが棺かん桶おけになって、永久に宇宙を彷徨さまようのか」


    　結果的宇宙葬。もちろん、望んだ覚えはない。


    　もうちょっと……穏やかな感じで逝いきたかったんだけどな……。


    「うう……おうち帰りたいよ……奈な美みに会いたいよお……」


    　調子に乗って全フレイムを使ってグードル・エイリアスを倒したものの、口からついて出るのは泣き言ばかりだった。地球を救ったヒーローだとか、カッコ悪いとか知るか。


    　俺はいつだって平凡な高校生になりたかったのだ。


    　そしてどうせもう、俺の声は誰にも二度と届くこともないのだ──。


    「よお、さとり世代。情けないな。もうちょっと悟ったらどうだ」


    　俺の背後から、そんな声が聞こえてきた。


    「……幻聴？」


    「幻聴ではない。『シンメトリック』管理人のＡ太郎だ」


    　いつのまにか、俺の身体からだをしっかりと抱いていた。レーヴァテインが。


    「……お、おいおい、レーヴァテインもフレイムはもうなかったんだろ？　どうしてここまで来られたんだ？」


    「お前を応援するツウィートやメッセージが世界中から届いてな。八や雲くも重工の協力もあり、私がそのエネルギーを変換して宇宙まで飛んできた」


    「応援……メッセージ？」


    　レーヴァテインが、小さなウインドウを開いて、俺に見せてくる。そこには、八雲先輩たちが発端となって、俺の成し遂げた事実と帰還を祈るツウィートが投稿されており──。


    「…………７３９２００００００ＲＴ……？」


    　ていうか、７０億ＲＴって。これ、地球人口のマックス近くねえか……？


    　そして、俺は個別に寄せられたメッセージに目を通す。


    



    『おにいちゃんがいつも、みんなを守るためにがんばってるの、奈美はしってたよ。だから、だいすき。おにいちゃんは、りっぱにわたしをそだててくれた、さいこうのおにいちゃんです。はやくかえってきて。おいしいばんごはんつくってまってるね！』


    



    　最初は、奈美からのメッセージだった。


    「奈美……」


    　そうだ。妹が家で待ってるんだ。


    



    『おい！　匂さき坂さか！　お前一人で何背負ってんだよ！　今期もまた覇権アニメが始まったぜ！』


    『匂さき坂さかくん、すごかったんだねー。ていうか、ついーたーのアカウントのこと、隠してるのは知ってたよー』


    



    　青あお羽ばと小こ塚づかさんもメッセージをくれていた。ていうか、バレバレだったってなんだそれ。とにかく、気のいい友人たちにも感謝だ。


    



    『ヤーは、ホムラに帰ってきてほしいと思ってる。またね！　お寿司！　約束！』


    『えっと、みょろちゃんから聞いて、先日のデスブログの時はお世話になりました。伽とぎ原はらです。あの、匂坂さんっ、頑張って帰ってきてくださいっ！』


    『はーい、あなたのお供の人工知能、リシちゃんです。匂坂さんは、わたくしに人間の心を教えてくれました。ですから……また帰ってきてください。どうかご無事で……』


    



    　リサー、ななみん、リシさん。今まで関わり合ったみんなからも……。


    　そして、最後のメッセージは、あいつらからだった。


    



    『師匠ー！　ずっとずっと、大好きですよー！』


    『……焔ほむらっち、早く帰ってくるみょろ。いじりがいがないみょろ』


    『……焔……生きて、帰ってきて……お願い……』


    『まだカグツチの練習はいくらでもあるの。とっとと帰ってきなさい』


    



    　ネットガーディアンズのみんなの顔が次々に浮かんでくる。俺の両目から、止めどなく涙が零こぼれ落ちていった。俺はボロボロと涙を零す。


    「みんな……」


    　このままだと、カグツチの中に涙が溜たまって窒ちつ息そくしてしまいそうだ。


    「……帰ろう」


    　そのシンプルな言葉は、口に出せば出すほど俺の気を奮い立たせてくれた。


    「……なあ。肉声でなんだが、最後に、私からも一つ礼を言わせてもらってもいいか？」


    　俺を抱きかかえたままレーヴァテインが言う。


    「なんだよ」


    「──我々は。インターネットで恋をした。インターネットで友情を育はぐくんだ。インターネットで傷つけ合った。インターネットで人生を学んだ。──だから、全部引っくるめて」


    　レーヴァテインは、地球のほうを振り返って、言った。


    



    「インターネットを、愛していたんだ」


    



    「ああ。……解わかる。解るさ」


    　俺も、その一人だからな。


    「インターネットを守ってくれて、ありがとうな。炎上ヒーロー」


    　礼を言われるほどのことでもない。と思うのだが。


    「だから、俺の命に代えてもお前を地上に帰すぞ」


    　そして、レーヴァテインは剣の鞘さやに手を構える。


    「ダイヤルアップ式抜刀術──」


    　なにやら、とてつもないエネルギーがレーヴァテインに溜たまろうとしているのだけは解った。


    「え、ちょっと待て、どういう技だよ、それ」


    「テキストサイトの……いや。今までのインターネットすべての思いを放射状にして宇宙の彼方かなたに放つんだ。その反動でならまあ……大気圏ぐらいは抜けられるだろう」


    「……だ、大丈夫か」


    「危険な賭かけだが、ここでくたばるよりはいいだろう？」


    「……そうだな」


    「それでは改めて、ダイヤルアップ式抜刀術……」


    　ピポピポピパポという発信音と共に──


    「抜刀！」


    「うわあああああああああああああああああああああああ！」


    　レーヴァテインの剣から衝撃波が発射されると共に、俺たちは地球に向かって猛推進する。


    



    　そして──そこで俺は意識を失ったのだった。
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    　短い感覚の気絶から俺は、目が覚める。


    　意識を取り戻した俺の眼前、そこには──真っ青な青だけが、果てしなく広がっていた。


    「……空、だ」


    　ダークサイターの声で、俺は自分が抱きかかえられたまま地球の大気圏内に帰還したことに気づく。摩ま擦さつとかでカグツチの装甲はもうぼろぼろになっていることは解ったのだが……。


    「うむ、もうすぐ地表に降りる。衝撃が来るぞ。つかまっておけ」


    「え、衝撃って」


    「……ぬ、少し速すぎたか。着地の衝撃で死んだらすまんな」


    「だ──────っ！　ここまで来て死ぬとか、や─────だ─────っ！」


    『ほらっ、匂さき坂さかくんが来たわっ！　みんな、今よ！』


    　え、今の声は八や雲くも先輩か？


    　そして、みんなの声が聞こえてきて……。


    「プロメテウス！　行くよ！　エンハンス、ストレイタアアアアアアー！」


    　まず京きよう子こが光線技を放ち、俺に直撃した。


    「がはああっ！」


    　直線的なエネルギーを受け軌道が変わった俺。その身体からだを──


    「ダ・ヴィンチいきまーす！　ペーパー・ストリィィ───ム！」


    「うがあっ！」


    　ばさばさばさ、と俺の全身をコピー用紙が包み込み空気抵抗を減らす。


    「仕上げみょろ！　アフロディーテの……セーフティ・シャボ──────ン！」


    「ぶはあっ！」


    　最後はアフロディーテから放出された泡が固まってできた、弾力性のあるスポンジの上に俺は轟ごう音おんと共に着地した。


    　……まあ、その結果、衝撃は相そう殺さいされ、俺は無事に帰還できたわけだが……。


    「も、も、もっと丁てい寧ねいに出迎えろおおおおおおおおっ！」


    　そんな俺を出迎えたのは、ネットガーディアンズのみんなによる万雷の拍手だった。


    「……え？」


    「お帰りなさい、匂坂くん」


    「よくやったみょろ、焔ほむらっち」


    「さすがですっ、師匠！」


    「お帰り、焔っ！」


    　だから──俺もにっこり笑って、言葉を返した。


    「……ただいま」


    　八雲先輩は顎あごに手を当てて言う。


    「それにしても……匂坂くんのことはもう英雄として全世界に伝えちゃったから、炎上商法は廃業ね。どうしようかしら」


    「別に商売してたわけじゃないです！」


    　そんなこんなを踏まえて、八雲先輩がにっこり微ほほ笑えむ。


    「まあいいわ。さあ、匂坂くん」


    　八雲先輩が、俺に向けて手を取るように差し出す。


    「帰るわよ。とりあえず、焼き肉でも行きましょう」


    「……はい」


    　俺は、最高の笑顔でその八雲先輩の手を取ったのだった。

  


  
    　　エピローグ


    



    



    　一人の少年が世界を救ったことが拡散されてから、もうどれぐらい経たっただろうか。


    



    　今日も、ネット住民たちは、煽あおり合いや叩たたき合いをやめていなかった。


    



    「えぐっ、えぐっ……」


    　南海の孤島。一人の年とし端はも行かない少女が、断だん崖がい絶ぜつ壁ぺきから海を見下ろし、しゃがんで泣いていた。


    　少女は、死のうと思っていた。


    　間もなくこの絶壁から、身を投げるのだ。


    　そして、意を決して立ち上がろうとした瞬間……ふ、と黒い影が彼女を包んだ。


    　振り返ると、蒼あおい装甲がそこにはあった。


    　年季が入っているのか、塗装がかなりの部分剝はがれている。


    



    「おじさん、誰……？」


    「……しがないライターだよ。文を書くたびに炎上するからさ。数え切れないぐらいペンネームがあるんだ」


    　その声から、中年男性のようなことは解わかった。


    「なにしに、きたの……」


    「……お前、ネットでいじめられて、死のうとしてたのか」


    「う……」


    「どういう理由だ？」


    「わたしの好きだったご本……なにかの『ぱくり』だって……そんなもん読んでるやつは人間じゃないって……みんながわたしをいじめたの……」


    「なら、ネットを見てみろよ」


    「ネットでいじめられたのに……」


    「探す場所が悪いんだ」


    　そして、男性は少女のポケットからスマホを取り出し、適切なワードで再検索してやる。


    『マイナー作品好きな人あつまれ』


    　そんな名前のＳＮＳコミュニティを見つける。そこには当然のように、少女の好きな本を愛好する者も集まっていた。


    「わっ、ここ……！」


    「お前の同好の士がいてくれる」


    「ネット、すごい……」


    「うん。笑えるなら、まだ大丈夫だな」


    「あ……」


    　少女は、いつのまにか自分が笑っていたことに初めて気がついた。


    「な、ネットってすげえだろ。独りぼっちに思えても、誰かがそこにいてくれる」


    「うん……」


    「一人じゃないから、生きることができる」


    「そうだね……」


    「悪用するやつもいるけどさ。こんな世界でもさ。誰かがいてくれるなら、いつだって戦う価値はある。というか、どんな時代でもさ。お前がその気になれば、お前が生きてる世界は素晴らしいんだ」


    　そして、少女の肩を、波頭から陸地に向かせる。


    「だから、前を向いて戦え」


    「ねえ、おじちゃんはだれ？」


    「……お前がネットでつらくなったりした時──」


    　少女の肩がふっと軽くなる。

  


  [image: ]


  
    「勇気を与えにくるような、そんな存在だ」


    



    　少女が振り返る。


    　そこには蒼あおい装甲はもういなかった。


    



    　ただ、空の彼方かなたに一筋の蒼い流星が小さくなっていくのが見えただけだった。


    　少女はいつまでもいつまでも、その姿を目で見送っていた。

  


  
    　あとがき


    



    　この国には薄い本の集まる「コミックマーケット」という、まあ奇祭みたいなものがありまして、僕もたまに趣味で同人誌を出したりすることがあります。


    　その日、朝もはよから会場に入り、夕方ごろになって視界に入る人間の数に疲つかれきり（僕は人間をたくさん見ると「ニンゲン……キライ……」と森で静かに暮らすエルフのような言葉をよく発します）、「早く帰って秘ひめ事してえ」という、およそ人間が抱き得うるうちで最も低俗な部類の欲求に支配されていた頃、ブースにいた僕に一人の『カグツチ』の読者さんだという方が話しかけてきてくださいました。


    　その話を大約するとこんな感じでした。


    「僕もかつてネットで炎上したことがあって、その時はつらい思いをしたんです。だから『カグツチ』を読んで、なんだか救われたような気持ちになりました。あの作品を書いてくださってありがとうございました」と。


    　人によっていろいろな考え方がありますが、僕はその在あり方を考えた時に、「ライトノベル」というジャンルで最優先されるべきものは「娯楽性」だと考えます。


    　その提供方法や考え方もまた作家によって違うとは思うのですが、ライトノベルである以上、読んでて楽しいことが第一。


    　それでも、その中にほんの少しだけ人生を左右するメッセージが伝わったり、もしくは読んだ人が救われたりする、そういう「納豆へのネギ」みたいなちょい足し感溢あふれるライトノベルが書けたら最高やんけ！　なんていつも思っているわけです。


    　……まあ、そのあたりのバランス調整にはいつも苦労しているんですけどね。


    　なので、コミケでその言葉をいただいた時、なんというか僕の方が一気に救われてしまったというか、報むくわれてしまったというか、あんまり自分の作品を成功失敗で語るのも嫌なのですが、間違いなくこのシリーズを出せたことは良かったのだな、と心から思えたのでした。


    　さて、そんな湿しめっぽい（締しめっぽい）話をしたところで。


    　この巻にて『天網炎上カグツチ』というシリーズはいったん一区切りになります。インターネットの現状を考えた時に、この三冊で最低限扱あつかっておきたいネタはとりあえず扱えたかなー、という感じもあるのですが、インターネットというものは終わりなく更新されていく場所です。なのでいずれ機会があれば、またネットを題材にした精神的な続編なりを書いてみたいなあ、なんて野望もぼんやり抱えてはいます。（そのあたりは、これから砂すな義ぎという作家の発言権がどれだけ大きくなるかにかかっていますので、熱狂的、あるいは熱狂的候補の読者の皆様方、今後ともよろしくお願いいたしますね。数の暴力で小学館を黙らせたい！）。


    　あと、本作をリアルタイムに近い感じで読んでくださっている方は、ガガガ文庫三月刊～五月刊の書籍に付いている応募券を集めてもらえる『ガガガんばるＳＳＳ集』というものにも、また『カグツチ』の短編を書いたりする予定ですので、もしご興味などあればそちらもチェックしていただけたら幸いです。


    　それでは謝しや辞じです。


    　毎回素晴らしいイラストを描いてくださったArtumphアートアンフ様。焔ほむらくんを初めとした愉快なキャラたちは、確かにArtumph様のおかげで血肉が通ったキャラになりました。ありがとうございました。担当の岩いわ浅あさ様。やっぱりまだまだ駄目駄目ですが、少しずつでも頑張ろうとしている作家を見捨てずにいてくれてありがとうございます。無論、今後もよろしくお願いします。


    　そしてなにより僕を育はぐくんでくれたインターネット（とそれに関わってくださる皆様）へ。


    　好意はもうバレバレ（いわゆる、見るからにときめき状態）かとも思うんですが、僕がインターネットを愛していなかったら、この作品は生まれていませんでした。これからも廃人みたいに付き合っていくからよろしくね。


    　その他、多くの方のお陰もありまして、幾いく多たの困難を乗り越えてこのシリーズを完結できたことを感謝いたします。


    『カグツチ』は僕にとって、決意と覚悟の書でした。


    『カグツチ』は僕にとって、失った青春そのものでした。


    『カグツチ』は僕にとって、心の在あり方を教えてくれる良き教師でした。


    『カグツチ』は僕にとって、何もできない無力な赤ん坊が泣き喚わめくみたいに自分の存在を主張する作品でした。


    　だから、たぶんしばらく『カグツチ』は僕の人生で一番大切な作品であり続けると思います。


    　願わくば、ページの向こう側にいらっしゃる読者の皆様にも、得るものが多かった作品であることを願っています。


    　この作品を書き終えたことで、作者も一歩ステップアップできた気がします。


    　今後もまだまだ頑張りますので、もし本作が気に入っていただけましたら、次回作以降も応援いただけたら大変嬉しく思います。（あ、ついでの宣伝ですが作者の前作の『寄生彼女サナ』ってやつも近々電子書籍で合がつ本ぽん版が出て、そこに書き下ろしでちょこっとなんか書いたりしたので、余裕のある方、よろしければそっちもよろしくお願いします。お手軽に聖人気分が味わえますよ。すなぎさんに美お味いしいご飯を食べさせてあげよう）。


    　何かと闘ってるみんな、大事なのは負けない、折れない、へこたれないの三原則だ。


    　これからも一緒に燃え尽きるまで闘っていこうな！


    　巻き込まれたくない人は、俺が燃え尽きるところを見守ってくれよな！


    　それでは、また！


    



    
      二○一五年　三月　　　　砂すな義ぎ出雲いずも　　　　　

    

  


  
    砂義出雲


    Izumo Sunagi


    



    「不健康をコンテンツにしちゃあいけないよ。だってそれは一番安易な道だし、これからも生きてかなきゃいけないんだからね」そう白髪の男性は言い、夕陽の中に消えていきました。昭和二十七年の春でした（心象風景）。
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